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プロローグ







　目を開けると、そこには真っ白な天てん井じようがあった。

「――？」

　はて何事だろうと、夏なつ彦ひこは不思議に思う。

　自分の部屋の天井は木目調だ。そもそも織おり姫ひめの家は和室しかない。しかし、ここはまるで病室のようだ。そう思いつつ首を動かすと、自分の腕うでからチューブが伸のび、点てん滴てきの袋ふくろに繋つながっているのを見つけた。

「本当に病院、か……？」

　部屋にベッドは一つしかない。個室なのだろう。他の患かん者じやに気を遣つかわなくていいのは結構だが、そもそもどうして自分が病院のベッドで寝ねているのか思い出せない。

　上半身を起こそうと夏彦は身をよじった。その瞬しゆん間かん、

「ッ！」

　脳天から足の指まで激しい痛みが走はしり抜ぬけていった。まるで骨という骨に亀き裂れつが走り、筋肉という筋肉が断だん裂れつしたような痛みだ。

　脂あぶら汗あせがドッと噴ふき出だす。それと同時に、あることに気が付いた。

　夏彦のベッドに一人の女性が突つっ伏ぷし、赤く長い髪かみを垂らしながら寝ね息いきを立てているのだ。それは夏彦にとって非常に見覚えのある赤毛だ。

「……師し匠しよう？」

　そう呼よび掛かけると、女性はムクリと起き上がり、大きなアクビをしながら目を擦こする。

「おお夏彦、どうやら意識が戻もどったようだな。いやぁ良かった。これでも結構心配したのだぞ」

　やはり紛まぎれもなく、彼かの女じよは夏彦の師匠であるシュトライムだった。

「師匠がなんでここに……いや俺おれはどうして病院で寝てたんだ？　やたら体が痛いんだが……」

「ん？　覚えていないのか。バルトセルにこっぴどくやられていたからな。そのショックのせいだろう」

「バルト、セル……」

　夏彦はその言葉を噛かみ締しめるように呟つぶやいた。

　バルトセル――

　脳のう裏りに一人の男の姿が浮うかび上あがる。オレンジ色の髪、野や獣じゆうじみた凶きよう悪あくな顔、そして圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよく。

「くっ！」

　光景はありありと蘇よみがえってきた。自分がなぜ病室にいるのかも理解した。

　自分はバルトセルと戦い、手も足も出ず蹂じゆう躙りんされ、負けた。完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき潰つぶされた。そして、織姫が連れて行かれたのだ。

「師匠、織姫はっ!?」

　夏彦は体の痛みも忘れ、シュトライムに掴つかみかかる。

　バルトセルは確かに強かった。それはもう、夏彦とは次元の違ちがう力だった。しかし、シュトライムならどうにか出来たはずだ。もしあの場にシュトライムがいたのなら、バルトセルとアウレリアを倒たおし、織姫を取り戻せたはずなのだ。

　ところが夏彦の願いとは裏腹に、シュトライムは首を横に振ふった。

「済まないな、夏彦。私が駆かけつけたとき、既すでに織姫は連れて行かれたあとだった。私に出来たのは、倒れていたお前たちを病院に運ぶことだけ。バルトセルたちの後ろ姿すら見ていない」

　そう語るシュトライムが本当に申し訳なさそうにしていたので、夏彦は掴む力を緩ゆるめた。

「いや……師匠が謝あやまることじゃない……」

　あの場にシュトライムがいなかったというのなら、彼女を責めても始まらない。

　悪いのは、織姫を守れなかった自分自身だ。

　織姫はこの手で取り戻す。それがたった一つの贖しよく罪ざいの方法だろう。

「おい待て夏彦、怪け我が人にんのくせに起き上がってどこに行こうというのだ？」

　ベッドから降りた夏彦に、シュトライムは真顔で問いかける。

「……決まっている。織姫を取り戻しに行くんだ！」

「なるほど、お前らしいな」

　夏彦が必死の思いで叫さけぶと、シュトライムは対照的にため息混じりの苦く笑しようを浮かべた。

「だが、取り戻すといっても、織姫がどこに連れて行かれたのか知っているのか？　まさか日本中を這はいずり回まわって捜すのか？　言っておくが、仮にそれを実行したとしても見つからんぞ」

　シュトライムの指し摘てきに、夏彦は黙だまるしかなかった。

　実際、織姫の居場所は分からない。助けに行くといっても、どこに行けばいいのか。

「それに。お前は昨晩、バルトセルに敗北した。それもただの負け方じゃない。虫けらと恐きよう竜りゆうほどの違いを見せつけられた、決定的な敗北だ。そうだろう？　そんなお前が満まん身しん創そう痍いで行ったところで、もう一度負けるだけだ。いや、次は死ぬかもしれないな」

　シュトライムは目を細め、声を低くして言い放つ。

　夏彦とて馬ば鹿かではない。彼女の言っていることが正しいと、頭では理解できた。

　ところが、織姫がさらわれたというこの状じよう況きように、体が耐たえられない。一刻も早く助けに行けと叫んでいた。

　あてがなくてもいい。とにかく走り回って捜す。見つけ出す。勝機がゼロでもバルトセルと戦い、倒す。織姫を取り戻す。そうしなければ夏彦が日本にいる意味がない。夏彦は織姫を守りたくて帰ってきたのだから。

「忠告は聞かない聞こえない！　こんなところでジッとしていられるか。こうしている間にも織姫は――」

　殺されているかもしれない。

　そんな想像をしただけで、夏彦は泣きそうになってしまう。

　だから走る。

「ええい、馬鹿だなお前は本当に。まあ、そういうの嫌いじゃないけどな」

　シュトライムは、病室を飛び出そうとした夏彦の首根っこを掴み、容た易やすく止めてしまう。

　寝ね間ま着きの襟えりが伸びる。

　夏彦が手を振り回すと点滴の針が抜けた。しかしシュトライムの手は離はなれない。

「放せよ師匠！　邪じや魔まをするなら、斬きるぞ！」

　夏彦は禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎを作り出すため、右手に魔ま力りよくを集中させた。

　おどしではなく、本当に師匠を攻こう撃げきしようと考えていた。

「やれやれ、頭に血が上って話し合える状態じゃないな。では、まずクールダウンから始めるか」

「――!?」

　シュトライムは無造作に夏彦を振り回し、窓ガラスに叩たたき付つけ、そのまま外へと放ほうり投なげた。それも尋じん常じような速度ではない。眼下の民家を崩ほう壊かいさせ、そのまま地面を滑すべって五軒ほど貫かん通つうしてしまった。非常識にもほどがある。

「て、めぇ！　いきなり何をしやがる！」

　夏彦は立ち上がり病院を見上げた。そのとき、街の異変に気付いた。

　これだけの騒さわぎが起きても、誰だれも出てこない。

　今の日本列島は、お祭り騒ぎが大好きな魔族が大勢暮らす魔ま界かいと化しているのだ。いや、大人しい本来の日本人でも、空から人が落ちてきて家を貫つらぬいたとなれば、人だかりが出来るのが当然。

　ところが、病院からも民家からも、誰も顔を見せない。気配すら感じられない。

　来ないのではなく、いない。

　つまり、この街にいるのは、自分とシュトライムだけ。

「魔造空間か！」

「ようやく気付いたか。どうやら焦あせりすぎて頭も鈍にぶくなっているようだな。察しの通り、ここは私の作った魔造空間だ。故ゆえに被ひ害がいは気にせず暴れていいぞ。もっとも、お前に暴れる余よ裕ゆうなど与あたえないつもりだがな」

　夏彦の斜ななめ上うえ、十メートルほどの場所に滞たい空くうしたシュトライムは、腰こしに手を当て不敵な笑えみを浮かべて見下ろしてくる。どうやら、魔造空間から出してくれる気はないようだ。

　これでは織姫を捜しに行けない。

　――こんなところでグズグズしてる場合じゃねぇ！

　魔造空間から脱だつ出しゆつする一番手っ取り早い方法は、その魔造空間を作った者を倒すことだ。

　ならば倒す。相手が誰であろうと関係ない。

　織姫を助けるためなら、織姫以外がどうなろうと知ったことではないのだ。

「残ざん鉄てつ・解放――破は戒かい王おう『極点位階奥義』自在武具錬成ガ一片〈三さん叉さ雷らい毘び槍そう〉」

　もう一つの破戒王の武器である火か界かい咒じゆは、バルトセルによって砕くだかれてしまった。しかし、この三さん叉さ雷らい毘び槍そうとて強力であることに変わりはない。

「うぉらぁぁあっ！」

　夏彦は音速の十数倍という速度で、上空のシュトライムへ一直線に向かった。

　槍を真正面から突き出すという単純極まりない動作だが、この速度になってしまうと、それは強力無比な一撃必殺となる。

　しかし夏彦は、自分が攻撃を仕し掛かけた相手がどのような存在なのか、今の今まで忘れていた。

「な、っ？」

　なんとシュトライムは無造作に腕を突き出し、人差し指一本で三さん叉さ雷らい毘び槍そうを止めてしまったのだ。

「驚おどろくことなんてないだろう？　まさかお前、この私に正面から攻撃を仕掛けて通じるとでも思っていたのか？　まったく、少しお仕置きが必要だな」

　唖あ然ぜんとする夏彦をよそに、シュトライムは三さん叉さ雷らい毘び槍そうを掴み上げ、そして叩き折った。

　道具や技わざの類たぐいは一いつ切さい使わず、木の枝でも折るかのように、素す手でで真っ二つにした。

　その瞬間、夏彦の脳裏に、火か界かい咒じゆを砕いたバルトセルの顔が浮かぶ。

　――許さねぇ。

　バルトセルだけではない。織姫をさらっていったレムナンツという組織そのものが、いまや夏彦にとって報復の対象になっている。

　一人たりとも生かしておけない。

　怒いかりが爆ばく発はつし、その力はシュトライムへと向かって放たれた。

「斑いか鳩るが流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍炎闇色剱」

　ところが、

「甘あまい！」

　シュトライムの掌底が夏彦の腹を打つ。その衝しよう撃げきで吹ふっ飛とばされ、再び地面に激げき突とつした。

「――くそったれがっ！」

　またフラッシュバックする。

　手も足も出ず、バルトセルに一方的になぶられる光景。

　恐おそろしい。逃げ出したい。

　だが、織姫を失うのは、もっと恐ろしい。

　だから立つ。敵は倒す。倒せるまで強くなってやる。

　この身は既に、織姫に捧ささげると決めているのだから。

　故に夏彦は、閃せん光こうとなって師に襲おそいかかった。

「やれやれ。その意気や良し、と言ってやりたいところだが、少しは落ち着くことも覚えて欲しいな。まあ、この私が優やさしく寝かしつけてやるから、頭を冷やせ」

　刹せつ那な、目の前にいたはずのシュトライムの姿が消えた。

　見失った、のだろう。

　そうであると確信を持てないのは、シュトライムが移動する徴ちよう候こうすら捉とらえられなかったからだ。身のこなしも魔力の流れも、何も見えなかった。それこそ、テレビゲームのバグのように、公然と消きえ失うせた。

「目でも追いきれないか。よくもそんな低落でバルトセルともう一度戦おうという気になれるな」

　声は真後ろから。だが衝撃は前から来た。

　夏彦が振り返るより速く、シュトライムはもう一度前方に回り込んで、蹴けりを入れてきたのだ。

　わざわざそんな面めん倒どうな真ま似ねをした理由は明白だ。

　格の違いを見せつけるため。

　シュトライムはいつでも夏彦の後ろを取れる。その上、正面から攻撃したとしても問題ない。

　――俺は、弱い、のかッ？

　天高く蹴り上げられた夏彦は、無念に押おしつぶされそうになりながら意識を失った。







第一話　修業再び







　バルトセルは一人、白空世界を歩いていた。

　蓬よもぎ田だ織おり姫ひめを誘ゆう拐かいし、ここへ連れ込んだのは昨夜の話だ。あれからまだ一日と経たっていないが、アウレリアとエルメネヒルドの二人は、織姫の中に【ダイアンサスの残ざん鉄てつ】があることを確かく認にんしたようだ。

　もっともそれは、今までも確実視されていたことであり、特に目新しい情報ではない。

　重要なのは、織姫から【ダイアンサスの残鉄】を取り出すことなのだ。

「おい、リリウム」

　バルトセルは、リリウムの背中へと声をかける。

　リリウムの前にあるのは、破は戒かい王おうヴェズエル。その屍し体たいを入れたカプセルである。

　彼女は毎日飽あきもせず、ヴェズエルを見つめジッとしているのだ。

　いまや心臓が動き出したヴェズエルは、そばに近寄っただけで気絶しかねないほどの魔力を放っている。なのにリリウムは、眉まゆ一ひとつ動かさずカプセルに寄より添そっている。

　無理もない。レムナンツという組織そのものが、『ヴェズエルを蘇らせたい』というリリウムの願いによって生まれたものなのだから。

　無論、バルトセルもアウレリアもエルメネヒルドも、ヴェズエルに帰ってきて欲しいと思っている。だがレムナンツの始まりは、やはりリリウムであり、願いの強さではとても敵かなわない。

　バルトセルたちは、そんなリリウムを支えたくてレムナンツに参加したのだ。

「……呼んだ？」

　バルトセルの呼び掛けにリリウムは振り向き、小首をかしげる。よほど熱心にヴェズエルを見ていたようで、無表情を通とおり越こして夢ゆめ心ごこ地ちといった感じだ。

「なに恍こう惚こつとしてやがる。エロい妄もう想そうでもしてたのかよ？」

「え……」

　それはバルトセルにとって完全に冗じよう談だんのつもりだった。

　ところが当のリリウムは露ろ骨こつに固まり、頬ほおを真っ赤にする。指先でスカートをつまみ、モジモジしながら目をそらす。

「わ、私だって……たまにそういう日も……ある……」

　小さな声で呟き、叱しかられた子供のようになる。今にも泣き出しそうだった。

「……お、おう」

　バルトセルはリリウムがそういう妄想をしていると思っていなかったし、正直に白状されることも想定していなかった。二重の意味で困こん惑わくし、どう反応してよいか分からない。

　アウレリアが相手なら「何を馬鹿なことを言ってやがる」と一いつ喝かつし殴なぐれば済むのだが、リリウムに乱暴なことは出来ない。

　ただ少しからかってやろうとしただけなのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

「……まあ、そんなことはどうでもいい。それよりアウレリアとエルメネの様子を見に行くんだが、お前も来るか？」

　バルトセルは気を取り直し、当初の用件を告げた。

「何か進展があったの……？」

「それを見に行くんだよ」

　蓬田織姫はアウレリアの部屋に連れ込まれ、徹てつ底てい的てきに分ぶん析せきされている。最終的にはダイアンサスを復活させるのが目的だが、そこまでの道のりは遠いらしい。

　バルトセルもリリウムも、手伝えることがあまりないので、実のところ、暇ひまを持て余しているのだ。

「分かった、私も行く。けど……」

　リリウムはそこで口ごもり、左右の人差し指を合わせながら上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「私が、その……え、えっちなこと考えてたって……二人には言わないで……」

「言わねーよ、つーか、ぶり返してんじゃねーよっ！」

　遂ついにバルトセルはリリウムの頭を軽く小こ突づいてしまった。

「……痛い」

　リリウムは悲しそうな顔のまま両手で頭を押さえ、こちらをジーと見上げてくる。

「ったく、アホらしい。早く行くぞ」

　バルトセルが歩き出すと、リリウムはその後ろを遠えん慮りよがちに付いてきた。

　白空世界の部屋は、普ふ通つうの建物のように壁かべで仕切られているのではなく、空間ごと断絶している。

　まず白空世界そのものが魔造空間なのだが、その中に別の魔造空間が複数あると考えれば把は握あくしやすい。

　そして、それぞれの部屋と白空世界は灰色の門で繋がっており、扉とびらを開ければ簡単に中に入ることが出来る。この辺りは普通の部屋と変わらない。

　何もないところに建っている門の奥おくに部屋があるというのは、少々不思議な感覚ではあるが。

「アウレリア。エルメネ。邪魔するぞ」

　そう言ってバルトセルがアウレリアの部屋に入った瞬間、

「邪魔ね、出て行くネ」

　と、部屋の主から身も蓋ふたもない言葉が返ってきた。

　バルトセルは、あまりの扱あつかいにキレかけた。

　が、バルトセルが暴れる前に、アウレリアが黄色い声を上げた。

「リリウムもいたネ。それなら大だい歓かん迎げいネ！」

　アウレリアはリリウムを抱き寄せ頬ずりを始める。している方は幸せそうだが、されているほうは迷めい惑わくそうだった。

「んだよ、対応が違いすぎんだろ。酷ひどくねぇか？　なぁエルメネ、お前もそう思うだろ」

　男同士なら分かってもらえると信じ、バルトセルはエルメネヒルドに同意を求めた。

　しかし残念ながら思いは通じず、少年は首を振った。

「僕ぼくもリリ姉がいてくれたらそれでいいんだけど」

「当たり前ネ。チンピラが来て喜ぶ奴やつなんかいるわけないネ。いい加減、自分の価値の低さを自覚するべきネ。リリウムもそう思うネ？」

　仲間だと思っていた連中から十字砲火を浴び、バルトセルは本気で落ち込んだ。

　何も悪いことをしていないのに、なぜここまでイジられねばならないのか。

　暴れてやろうか――そうバルトセルが思ったとき、リリウムがぽつりと言葉を発した。

「私は、皆みんなのことが好きだけど？」

　リリウムの口調は、さも当然と言わんばかりで、そのことがバルトセルのすさんだ心に清水の如く染しみ渡わたった。

　それでこそレムナンツの首領だ。露ろ出しゆつ狂きようや子供とは違い、素す直なおな目で世界を見ている。

「だから、早くダイアンサスとヴェズエルを生き返らせて、皆で一いつ緒しよに宴うたげがしたい。私、昔よりはお酒飲めるようになったから……」

　そんなリリウムの言葉に、バルトセルたちは押し黙った。

　言われてみれば、ヴェズエルの生前、酒盛りばかりしていた。

　戦いくさの前に酒を飲み、勝てば酒を飲み、何もなくても飲んでいた。

　そんな中、一人だけ酒に弱いリリウムが端はしの方にちょこんと座すわり、つまらなそうにしていた。そんなリリウムにアウレリアなどが強ごう引いんに飲ませ、ひっくり返してしまうのだ。

「飲めるようになったか。じゃあ、今の内に強きよう烈れつなのを用意しておくか」

　バルトセルは苦笑混じりに呟く。

「え……もっと軽い、カクテルとか……」

「そう言えば、ビールをバーボンで割るカクテルがあるらしいよ。ボイラーメーカーっていう」

　生意気にもガキのくせに、エルメネヒルドが酒の話に加わってきた。

「それ、割れてない……絶対もの凄すごいことになってる……」

　リリウムは困り顔で訴うつたえてくるが、それが逆に面おも白しろくてたまらない。

「じゃあ、次の宴はボイラーメーカーで乾かん杯ぱいネ」

「……いじわる」

　しまいにレムナンツの首領は、口をとがらせ、完全に拗すねてしまった。

「ああ、悪かった悪かった。怒おこるなよ首領。それよりも、だ。蓬田織姫とダイアンサスの方はどうなってるんだァ？」

　バルトセルは、リリウムがこれ以上ヘソを曲げる前に、本題を切り出すことにした。

　そして全員が部屋の奥に拘こう束そくされた織姫を見つめる。

　そこには機械があった。

　地面と天井から鉄の塊かたまりが生え、織姫の手足を飲み込んでいる。丁度『Ｘ』の形になり、まるでその機械が織姫の手足を食っているようにも見えた。

　織姫の意識はない。かといって、ただ眠ねむっているのでもない。

　あの機械は、織姫の魂を奥おく底そこまで調べあげ、こねくり回すことが出来る。彼女は今、まどろみの中で、脳を掻かき混まぜられるような苦痛を感じているはずだ。

　この装置を使い、織姫とダイアンサスを分ぶん離りする予定になっていたのだが、ことは簡単に進まない。

「かんばしくないネ。蓬田ちゃんと【ダイアンサスの残鉄】の切り離しが上う手まくいかないネ」

「だったら殺したらどうだ？　それが一番楽だろうが」

　残鉄とは、魔族の最強種たる【瓏ろう玲れいの焔ほむら】が死後に残す魂の結けつ晶しようだ。

　残鉄は放置されると自然消滅してしまうが、誰かに拾われた場合、その者に宿り、魔力を与える。そして宿主が死んだ場合、自然に剥はがれ死体のそばに浮かび上がる。もちろん、そのまま放っておけば消えてしまう。

「それがさ。殺したらマズいことになりそうなんだよ」

　今度はエルメネヒルドがそう答える。

「マズいことって何だァ？」

「ダイアンサスも一緒に消滅する可能性が高い」

　エルメネヒルドは被かぶっていたシルクハットを直しながらそう言った。

「おいおい。そりゃありえねーだろ。宿主が死んだからって、どうして中にいるダイアンサスまで心中しなきゃいけねぇんだ。どんな理り屈くつだよ」

「どんな理屈って……詳くわしく説明して欲しいの？　理解する自信ある？」

　エルメネヒルドは挑いどむような目まな差ざしを向けてきた。

　それを見たバルトセルは少し考えてから、素直に肩かたをすくめ自じ嘲ちようした。

「いや。ぜってぇ理解できねーし、聞くのも嫌いやだ。だから、かいつまんで要点だけ述べろや」

「バカでも分かるように説明するのはとても難しいネ」

「うるせぇ、テメェさっきから俺に絡からみすぎだろ！　いい加減にしねぇとぶっ殺すぞ！」

「いやん、襲われちゃうネ。最近ごぶさただから優しくして欲しいネ」

「……頭痛くなるぜ」

　両頬に手を当て体をくねらせるアウレリアは、色情狂以外の何物でもなかった。

　実際、バルトセルはアウレリアを襲ったことなどないが、逆はある。スッポン――というよりむしろ掃そう除じ機きのような女で、しかも一晩中続く。ほとんどトラウマものだ。

「頭痛くなる話はあとにして、説明をして」

　いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ったリリウムが、落ち着いた声でエルメネヒルドを促うながした。アウレリアでは文字通り話にならないと思ったのかもしれない。

「えっと、簡単に言うとね。蓬田織姫の魂と【ダイアンサスの残鉄】が、完全に癒ゆ着ちやくしちゃってるんだ。溶よう接せつしたみたいに。だから蓬田織姫が死ぬとダイアンサスも巻き込まれる」

「くっついてるの？」

　リリウムは不思議そうな顔をした。

　バルトセルも、宿主と残鉄が癒着して離れないなどという話は聞いたことがない。

「蓬田織姫は生まれたときから【ダイアンサスの残鉄】を宿していたみたいだが、それが原因かァ？」

「うーん、違うと思う。僕はむしろ、誰かが意図的に仕組んだことだと思う。実際、術式の痕こん跡せきが残ってる」

「誰かって、誰だよ」

　バルトセルがいぶかしげに聞くと、アウレリアが苛いら立だった声で答えた。

「シュトライムに決まってるネ。こんな高度なプロテクト……あいつ以外に出来るわけないネ！」

　その叫びに悲痛なものが混じっていたのは、嫉しつ妬と心しんからだろう。

　レムナンツにおいてアウレリアは、技術屋としての役割が大きい。

　だがアウレリアは、戦闘能力はもとより、得意の技術面でもシュトライムに差を付けられていた。少なからずコンプレックスを感じていたはずだ。

　かつてのように仲間だった頃ころなら許せたのだろうが、シュトライムは破戒王を裏切り、慈じ悲ひ帝ていサイドに付いた。アウレリアとしては、虚こ仮けにされた想おもいだろう。

　そしてバルトセルもまた、似たような気持ちでいる。シュトライムは必ずこの手で倒すのだと、そう決めていた。

「そのプロテクト、何とか外せないの？」

　リリウムは真しん摯しに問とい詰つめる。彼女にとってはシュトライムうんぬんよりも、まずはダイアンサスやヴェズエルを蘇らせることが先決なのだろう。

「時間さえかければ何とかなると思うよ。ただ、一日二日じゃ無理。一週間はかかると思う」

　エルメネヒルドの回答は、レムナンツにとって朗報とは言えなかった。

　プロテクトは絶対に解除不能なものではない。時間さえあれば何とかなる――それは幸いだが、一週間も時間をかければ、シュトライムが何かしてくるに違いないのだ。

　この白空世界は部外者の侵しん入にゆうを防ぐための仕掛けが何重にも施ほどこされているが、シュトライムならそれらを全すべて突とつ破ぱしても不思議ではない。

　いや、確実に来るだろう。

「……迎むかえ撃うつしかねぇな」

　バルトセルが呟くと、一同は息を飲み込んだ。

　シュトライムは憎にくい。しかし彼女の強さは本物だった。間ま違ちがいなく、魔界で五指に入る実力である。

　ヴェズエルもダイアンサスもいないのに、自分たちだけでシュトライムに勝てるのだろうか。

　そう不安になるのも無理はない。

　ところが皆の青ざめた顔とは逆に、バルトセルは心が躍おどっていた。

　シュトライムをブチのめす光景を、何度も夢想してきたのだ。

　今、ようやくその機会が巡めぐってきた。

　無論、負ければ今までの苦労が水すい泡ほうに帰すだろう。

　それでも恐れることなど何もない。

　――ハッ、俺が勝てば問題ねぇ！

　笑うバルトセルに、他の面々は不ふ謹きん慎しんなものを見るような目を向けてくる。

　しかし、不謹慎なのは彼女らの方だ。

「テメェらシケた面を今すぐやめろ。俺おれ達たちが誰の部下なのか忘れたのかァ？」

　バルトセルがそう言い放つと、リリウムがハッとした顔になる。

　破戒王ヴェズエルならば、相手が自分の億倍強かろうと、毅き然ぜんと立ち向かう。

　自分たちはその姿に憧あこがれ、忠誠を誓ちかっていたのではなかったのか。

「……ありがとうバルトセル。大切なこと、忘れてた」

　リリウムの声はいつもどおり静かだったが、覚かく悟ごの炎が燃えていた。それはアウレリアもエルメネヒルドも同じだ。

　ヴェズエルを蘇らせようとしている自分たちがヴェズエルの思想に背そむいては、全ての大義が失われてしまう。

「いいってことよ。それより、迎げい撃げきの計画をお前らでまとめとけ。俺は細かい話は性に合わねーからな」

「バルトセルにしては珍めずらしく賢けん明めいネ。確かにお前がいない方が話が捗はかどるネ」

「はぁっ？　テメェ、さっきまでビビってたくせに上等こいてんじゃねーよ！」

　バルトセルはそれなりにキメたと思っていたのに、アウレリアに茶々を入れられ腹を立てる。

「いやーん、強ごう姦かんされちゃうネ」

「うるせぇ、マジで犯おかしてやる。逃げんじゃねぇぞアウレリアッ！」

　部屋を逃げ惑うアウレリアを、バルトセルは本気になって追いかけた。

「エルメネヒルド。絶対にあんな大人になっちゃダメ。今のうちに反面教師にして」

「うん。分かってるよリリ姉」




　　　　　※




「いや、なんというか……済まん。お前が病み上がりだというのをすっかり忘れていた。けど、気絶したおかげで、少し頭が冷えただろ？　な？」

　シュトライムは地面にしゃがみ、地面に横たわる夏なつ彦ひこに手を合わせ、申し訳なさそうにしていた。

　本人も忘れていたことだが、夏彦はついさっきまで病室で寝込んでいた怪我人なのだ。

　その傷が癒いえていない状態で、シュトライムの攻撃を喰くらえば、誰だって昏倒する。死ななかっただけマシであろう。

「お前がこの一ヶ月で成長していたから、つい嬉うれしくなってな、はしゃぎ過ぎてしまったんだ。反省している。次はもうすこーし手加減するから」

　シュトライムは夏彦の機き嫌げんをとるように媚こびた笑みを浮かべた。

　師匠というより、夏彦と遊びたくて仕方がない子供といった感じだ。

　思えばシュトライムには、昔から厳しくなり切れない一面があったような気がする。

　しかし、今は甘やかされても全くありがたくない。

「手加減はいい。俺は一刻も早くバルトセルを倒して織姫を助けなきゃいけないんだ。遠えん慮りよしないで、続きを始めてくれ」

　シュトライムの言うとおり、夏彦の頭は冷えた。

　おかげで師匠の目的が、夏彦を鍛え直すことにあると理解できた。そんなことは考えなくても分かりそうなものだが、夏彦は魔造空間を飛び出すことしか頭になかったのだ。

「まあ待て。今のお前は立ち上がることも出来ないだろう？　言っておくが、織姫はしばらく無事だぞ。そうなるように私が仕掛けをしておいたからな。焦ったって強くはなれないぞ？」

「焦るなと言われても……」

　織姫が敵の手に落ちたのに焦るな、というのはかなり難しい話だった。

　それでも現実問題、夏彦は起き上がれないほど消しよう耗もうしている。
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　否いや応おうなく休きゆう憩けいするしかない。

　そしてここに至ってようやく、夏彦の視野が少しずつ広がり始めた。

「……ヘルガや委員長たちは無事なのか？」

　不義理なことに、夏彦は今まで織姫以外の安否を気にしていなかった。

　地に伏ふし、頭を冷やす時間を与えられ、ようやく仲間のことに思い至ったのだ。なんとも薄はく情じような話である。

「全員無事だよ。お前が一番重じゆう症しようだったくらいだ。あいつらのことはクロムウェルに頼たのんでおいたから、今いま頃ごろ、夢幻島で鍛え直してるんじゃないか」

「クロムウェル？」

「ああ、私の友人だよ。私と違ってかなりふざけた奴だが……まあ大だい丈じよう夫ぶだろう」

　それを聞いた夏彦は呆あきれてしまった。ふざけた奴に委員長たちを託たくしたことにではなく、自分は真っ当だと思っているシュトライムの精神構造に、開いた口が塞ふさがらない。

「おい夏彦。お前、すっごく失礼なこと考えているだろ。師し匠しようはちゃんと敬えよ」

「チャント、ソンケイ、シテルヨ？」

　わざとらしい片言で答える夏彦に、シュトライムは悲しそうな表情を浮かべた。

「……まぁいい。では、お前の体力が回復するまで、座学の時間にしようか。それも強くなるために必要だからな。魔ま術じゆつの授業『応用編』だ」

「応用編……？」

　ようやく上半身だけ起こした夏彦は、いぶかしげに尋たずねた。

「言っておくが、あまり難しい理論とか教えられても、ついていけねーぞ」

「そんなものを教えるつもりはない。ただ、強くなるには最低でも、求道位階と極点位階のことは知っておく必要があるからな」

「求道位階と極点位階……」

　初めて聞く言葉、ではなかった。

　あまり意識してこなかったが、いままでも戦闘中に幾いく度どか耳にしている。確かヒート・ヘイズやバルトセルがその言葉を口にしていた。

　そして夏彦は、自分が持つ【破戒王の残鉄】を使用する際、自然に極点位階と口走っていた。

　呪言の一種だろうとしか思っていなかったが、シュトライムの口ぶりからすると、何やら深い意味がありそうだ。

「もったいぶらずに教えろよ。遊んでいる余裕はないんだ」

「焦るなと言っただろう。急がば回れ。この場合、急いだって事態は好転しないんだ」

　それは正論に違ちがいないが、織姫がさらわれている今、焦燥感はどうしてもついて回る。シュトライムとの修しゆ業ぎようが必ひつ須すと理解していても、それを投げ出して助けに行きたい衝しよう動どうがくすぶっているのだ。

「まずは魔術における位階の説明からだ。三つあるんだが、たんに魔力を扱えるというだけの者は始動位階に分類される。魔族や魔ま術じゆつ師しの大半がこれで、お前も始動位階だな」

「……一番格下か。俺おれ、そこそこ強いと思ってたんだけどな」

「いや、お前は強いぞ夏彦。ただ位階の分類は、強さそのものではなく、性質の問題だからな。ヒート・ヘイズなんかは求道位階だが、楽勝だっただろう？　ま、普通だったら位階の差は実力の差なんだが、お前は私の弟で子しだからな。普通じゃないんだ」

「それ、俺じゃなくて自分のこと褒ほめてるだろ」

　夏彦は呆れて言った。

「む、そう言えばそうだが、事実だからな。で、次に求道位階についてだ。これは名前の通りというか、なんらかの道を極めようと強く願った者が到とう達たつする位階だ。この求道位階に達すると秘技というものが使えるようになる。聞き覚えがあるだろ。求道位階秘技なんちゃらかんちゃら～～というやつ」

　確かに聞き覚えがある。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さ愁しゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎり」

　夏彦はふとその言葉を呟つぶやいた。

　バルトセルの使った、その秘技とやら。まるで耳から離れない。

　夏彦はそれによって、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたのだから。

「なるほど、悔くやしそうだな。じゃあ、そのバルトセルを例に説明しよう。まずは哭狼という言葉。これは称しよう号ごうというか二つ名というか、とにかく秘技を使う者を表している。求道位階秘技はそのまんま。で、最後の鎖愁鴛鴦之契というのが秘技の名めい称しようだ。これらを唱え、しかるべき魔力を放出すれば秘技は発動する。あ、しかし夏彦。お前がいくら鍛たん錬れんを積んでも、バルトセルやヒート・ヘイズと同じ秘技は使えないからな」

「どういうことだ……？　俺に才能がないってことか？」

「そうじゃない。お前だけじゃなく、私だって誰かの真似は出来ないんだ。さっきも言ったが、求道位階は何かを極めようとした者が至る位階だ。単に目指すだけではダメで、それはもう心底、狂きよう信しん的てきに極めたいと思いつめなきゃ求道位階にはなれない。当然の話だが、何を極めたいかなんて全員違うだろ？　秘技はそれぞれの願望に応じて変わってくる。つまり、百人いれば百種類の秘技が生まれるわけだ」

　更さらにシュトライムは、求道位階秘技は厳密にいえば魔術ではないと語る。

「魔術というのは有あり体ていに言うと、魔ま力りよくを使った技術のことだ。技術なのだから、才能と鍛錬しだいで誰だれもが使える。ところが秘技は、そいつにしか使えない。そういうのは技術とは言わんだろう？　故に秘技は魔術ではなく、よく似た別の何かだ」

「なるほどな」

　シュトライムの話を聞きながら、夏彦は自分の極めたいものは何だろうと思いを巡らせた。もっとも、答えは早々に出る。結論は至し極ごくシンプル。

　――蓬田織姫を守りたい。

　それこそが自分の存在理由だと確信を持って言える。それ以外の全ては、枝葉のようなものだ。そのために、もっと強くなりたい。それが夏彦の願いだ。

「秘技はそいつにしか使えないと言っても、火が好きすぎて『炎を自在に操あやつる』なんて普通の魔術でも容易に再現できるような秘技になってしまう奴もいる。一方『周囲のものを全てお菓か子しにする』という変わり種の秘技もあったな。ただ秘技の最大の利点は、その強固さにある。普通の魔術なら、術式に干かん渉しようして効果を打ち消したり、発動そのものを止めたり出来る。が、秘技にはそういったことがほとんど通用しない。とにかく頑がん固こで融ゆう通ずうが利かないんだ。使われるまでどんな効果を発揮するか分からないし、妨ぼう害がいすることも出来ない。やっかいだろ？」

「ああ、えげつないな」

　しかし逆に言えば、自分が求道位階秘技を使えるようになれば、この上ない武器になるということだ。それこそ、あのバルトセルとも互角以上に戦えるようになるかもしれない。いや、ならなければならないのだ。

「そして三つ目が極点位階。これは端たん的てきに言うと、最終形態だな。道を極めたいと願い求道位階に達した者が、最後に到いたる場所。なりたかった自分、創つくりたかった世界を完全に実現できる。そうだな……求道位階が今ある世界の『書かき換かえ』だとしたら、極点位階は新しい世界の『創造』だ。大げさに言えば、神の如き力を得ることが出来るわけだ」

「神様とは本当に大げさに出たな」

「まあな。だが、あながち誇こ張ちようでもないぞ？　まあ、極点位階のことは今は忘れろ。まずは求道位階にならないとな」

　夏彦は始動位階らしいから、順序としてはそうなるだろう。そこに異存はない。

「で、どうやったら求道位階になれる」

「単刀直入だな。ならばまず立て。もう疲つかれも取れただろう」

　言われたとおり夏彦は、立ち上がって首をコキコキ鳴らす。

「さて、求道位階に至る方法だが……」

　シュトライムは珍しく真ま面じ目めな顔を作り、その方法を語り始める。夏彦は一字一句聞きき漏もらさぬよう、神経を集中させた。

「これといった近道はない。自力で到達しろ。いや、からかっているんじゃない。そう睨にらむなよ」

　夏彦は自分でもどうかと思うほど殺気立ち、鋭するどい目つきを師匠に向けてしまう。

　だが、やはり焦燥感は拭ぬぐえない。

　一刻も早く織姫を助けたい。近道を知りたいのだ。

「願いや理想、目指すものは全員が違う。だから求道位階への至り方も違う。ようは己おのれの道を自覚し、それ以外の一いつ切さいを排はいするという覚悟を決めることだ。静かに瞑めい想そうしてもいいんだが……お前なら無心に暴れる方が向いているだろ。ほら、相手してやるから、かかってこい」

　目指すべきものを決める。それ以外を見ない。

　そこに狂信的なまでの覚悟を決め、技わざとして発動するまで昇しよう華かする。

　ほんのわずかでも邪じや念ねんがあれば失敗する。

　ただひたすら一つのことだけを考える。

「要約すると、バカになれってことだよな？」

「おお、よく理解したな。まさにそれだ」

「なら大丈夫だ。得意だからな、そういうの」

　自分がバカであるという自覚、というか、自信がある。

　織姫のことしか頭にない、織姫バカだ。

　あとは想いの純度の問題だろう。

　シュトライムと暴れ、無心になり、他の一切を頭から払はらう。

「斑いか鳩るが流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　ここから先は、勝ち負けを考えず、ただ戦うだけだ。

　バカげているが、バカになるのが目的なのだから好都合だろう。

　こんなことに付き合ってくれるシュトライムは、いい師匠と評価すべきなのか、ただの暇ひま人じんというべきなのか、容易には判断しづらい。

　きっと両方なのだろうと失礼な考えを最後に、夏彦は弾だん丸がんとなってシュトライムに襲おそいかかった。
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「うにゃーん、天変地異のオンパレードにゃ」

　イデアル本部の窓から夢幻島の様子を眺ながめていたリン・リンは、人事のように呟いた。

　夢幻島では雪女が暴れていた。

　猛もう吹雪ふぶきの竜たつ巻まきを起こし、巨きよ大だいな氷柱つららの雨を降らし、海を水平線の彼方かなたまで凍とう結けつさせ、周囲一帯を危険極まる冷れい凍とう庫こにしてしまった。

　その雪女に果か敢かんに立ち向かう、二人の少女がいた。

　繭まゆ子ことヘルガである。

　繭子は雪女同様、氷使いだが、操る冷気の規模が違いすぎて、極地の氷山に雪合戦の球を投げつけているような印象を受ける。

　そしてヘルガは、旧ドイツ軍の兵器を召しよう喚かんし雪女に立ち向かうが、まるで通用していない。都市の一区画を丸ごと消し飛ばせそうな火力を集中させているのに、雪女の作り出した分厚い氷に阻はばまれ、攻こう撃げきが通らないのだ。

　雪女の名はクロムウェル。あのシュトライムの幼おさな馴な染じみであり、氷結魔術の使い手としては、魔ま界かいでも有数だった。

「繭子ちゃんもヘルガちゃんも修業大変にゃ。今頃、三さん世ぜ寺じくんもシュトライム様にしごかれてるのかにゃー？」

　今朝、病院で目覚めたリン・リンは、三年ぶりにシュトライムと再会した。

　本当は久しぶりにシュトライムと遊びたかったリン・リンだが、今は緊急事態だ。そんな呑のん気きなことを言っていられないのは十分に理解している。

　結局シュトライムは夏彦に修しゆ業ぎようをつけるため病院に残り、それ以外のイデアルメンバーは夢幻島に帰ってきた。

　無論、修業が必要なのは夏彦だけではない。むしろ、レムナンツに対して全くの力不足である繭子とヘルガこそ、鍛え直す必要があった。

　そこでシュトライムが手配してくれたのがクロムウェルである。

　リン・リンは社長として、部下二人の頑がん張ばりを安全な屋や敷しきの中から見守っていた。

「社長、三時になったからおやつにしましょ。外の皆を呼んできてくれない？」

「にゃにゃ、了りよう解かいにゃん」

　副社長に頼まれ、外に出ようと窓を開ける。瞬しゆん間かん、吐はいた息が凍こおり付つくほどの冷気が流れ込んできた。

「にゃぁぁっ！　冷たすぎて肌はだが痛いニャ！」

　リン・リンは悲鳴を上げて窓を閉めた。

　こんな寒い中を出歩くなど、正気の沙さ汰たではない。温かい家でゆっくりするに限る。

「おやつなんて甘あまいこと言ってちゃ駄だ目めなのニャ。ここは心を鬼おににして、繭子ちゃんとヘルガちゃんには修業を続けてもらうニャ。それが二人のためでもあるニャ！」

　リン・リンは外に出ないで済む言い訳を一いつ生しよう懸けん命めい語り、副社長と自分を納なつ得とくさせようと頑張った。

　しかしそのとき、外の修業が激化し、繭子とヘルガが吹ふき飛とばされ、屋敷へ向かって飛んできた。丁度リン・リンのいる窓に突つき刺ささり、ガラスを盛大にぶちまけて廊ろう下かに転がる。

「痛たぁっ！　クロムウェル先生、全然手加減してくれない！」

「それに疲れましたわ……そろそろ休憩に……」

　繭子とヘルガは全身、雪まみれ氷まみれだった。もう二人がいるだけで周囲が寒くなってくる。

「駄目ニャ！　そんな甘ったれた気持ちで強くなれるとでも思っているのかニャ！」

　リン・リンは渾こん身しんの力を込めて二人を外へと放ほうり投なげる。

「え、ちょっと社長っ？」

「酷いですわぁ！」

「問答無用ニャ、頑張ってくるニャ！」
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　自分でもどこからそんな力を出したのか分からないが、とにかくリン・リンが投げた繭子とヘルガは遠くへと飛んで行った。

　そしてリン・リンは素す早ばやくダンボールとガムテープで窓を塞ぎ、屋敷に冷気が侵入するのを防いだ。

「ふぅ……繭子ちゃんとヘルガちゃんには可か哀わい想そうだけど、これも二人のためニャ。心を鬼にして修業を続けてもらうニャ。そして私と副社長はいつでも前線部隊のバックアップが出来るよう、英気を養うニャ！」

　リン・リンは二人が聞いたら憤ふん慨がいしそうな論法で自分を納得させ、おやつを食べるため副社長の待つリビングに向かった。







第二話　南無・忉利天曼荼羅







　――聞こえるか？　聞こえるか、我わが夫よ。

　それは不意に聞こえた声だった。それ以前には全く音が聞こえず、何も見えず、それどころか意識すらなかった。

　自分が何者なのかという基本的なことを思い出すのにも苦労し、三秒もかけてしまった。

　――ああ、聞こえるぞ、我が妻よ。

　現状が掴つかめないまま、それでも奇き妙みように落ち着き、呼よび掛かけに答える。

　確かに自分は死んだはずだ。妻はそれより以前に死んだ。なのにどうして声が聞こえるのだろう。そんな疑問を察したように、妻は簡潔に語った。

　――妾わらわはじきに蘇よみがえる。だからそなたも目を覚ませ。

　説明、にはなっていない。死んだ者が蘇るなど可能なのか。どうやって蘇るのか。ここはどこなのか。いつなのか。疑問を上げればキリがない。

　だが、どれもこれも些さ細さいな問題のように思える。重要なのは、最愛の妻にもう一度会えるという可能性だ。

　――心得た。目を覚まそう。

　自分は死んでいるという自覚があるのに、その言葉がスラスラと流れ出た。出来るのだと確固たる自信があった。

　――それでこそ我が夫。ところで、妾は今、肉体を失っている。残ざん鉄てつだけが人間の娘むすめに取りついた状態だ。蘇れば必然的に、残鉄が剥むき出だしの状態で活動することになる。そうなればやがて霧む散さんしてしまうだろう。故ゆえに、妾の残鉄はそなたに宿したい。構わぬか？

　――構わぬよ。であれば尚なお更さら、我の目覚めは急がねばならぬのだな。安心しろ、霧散などさせぬ。一人にはしない。お前の残鉄は我が取り込んでやろう。

　端から見れば、酷く無責任な言葉に聞こえるかも知れない。

　なにせ自分は、今意識が戻もどったばかりで、現状を全く把は握あくしていないのだ。そんな者が何を言っても、普ふ通つうなら安やす請うけ合あいにしかならない。

　しかし、迷いなど微み塵じんもなかった。

　失敗するかも知れないなら止めておこうという発想そのものが未知のものだった。

　――我が二つ名は破は戒かい王おう。常識も条理も法則も、我の前では全てが無力。死をも超ちよう越えつしてこそその名にふさわしい。そうであろう、ダイアンサス。

　そう語りかけると、妻は満足げに笑う。

　たとえ死のうと朽くち果はてようと、幾千万の刻を刻んでも、その想いは永えい劫ごう不ふ変へん。無限の進しん撃げきを続けたい。そのためには、万ばん象しようを打うち砕くだくことすらいとわない。
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　星が出ていた。満天の夜空だった。

　風は微び風ふう。

　八月初頭ではあるが、この高度まで昇のぼると、肌はだ寒さむさすら感じる。

　ここは高度三千メートル――かつて東京と呼ばれた場所の上空だ。

　眼下には暗黒のドームが口を開け、大地を飲み込んでいた。

　東京駅を中心に半径二十キロメートルに渡って広がるそれは、見る者の心に氷柱を突き立てたような恐きよう怖ふを与あたえる。

　今からそれに飛び込むのかと思うと、流石さすがに夏なつ彦ひこは息を飲み込んだ。

「怖こわいだろ、夏彦。あれを見て怖いと思わない奴やつは、危機感が足りないアホだ。だから、適度に緊きん張ちようしておけ。なぁに、道案内は私がするから心配無用だよ」

　夏彦の手を握にぎるシュトライムは、気負いのない口調でそう語った。

「それは心強いな。よろしく頼むよ、師匠」

　つい夏彦は、本心を漏らしてしまう。

　そもそも夏彦にとって、三千メートルという高度まで自前の魔力で昇るのも初めてだった。

　ついこの前までは飛ぶことなど出来なかったのだが、シュトライムと戦っているうちにいつの間にか体が浮ういていた。そして空中で自在に体を動かせるようになり、今では鳥に負けないほど空を制している。

「殊しゆ勝しようだな。いつもそうなら嬉しいのに」

「たまに褒めるとこれだもんな。ところで、本当にいいのか？　俺はまだ求道位階じゃないんだろ？」

　夏彦は暗黒ドームを見下ろしつつ、その懸け念ねんを口にした。

　夏彦はシュトライムと、三日ほどぶっ続けで戦った。

　シュトライムの繰り出す禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎは刃は渡わたりが二百メートルにも達し、その魔力密度もさることながら、先端速度がえげつないことになっていた。また朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐもは、一発一発が戦略核兵器が裸足はだしで逃げ出すような爆ばく発はつを起こし、それを小石でも投げるようにしてポンポン気軽に撃ち込んできた。

　そんな激しい修業の結果、魔造空間内の日本列島は海の藻も屑くずになってしまった。

　当然、夏彦も藻屑になりかけた――というより、シュトライムに回復魔術を施してもらわねば、軽く十回は死んでいた。

　だが、防戦一方だった夏彦も、東日本が消滅した辺りから少しずつ反はん撃げきの真ま似ね事ごとを始め、九州が吹っ飛んだ頃には攻こう防ぼう戦せんと呼んでも差さし支つかえない程度になった。

　そして最後の陸地である沖縄列島を蒸発させると同時、夏彦は遂ついにシュトライムの脳天に一いち撃げきを叩き付けた。

「確かに求道位階には到らなかった。が、最後の一撃。正直あれは見事だったぞ。ほんのわずかだったが求道位階の片へん鱗りんが見みえ隠かくれした」

「師匠、泣きべそかいてたもんな」

「何を言っている。そんなことはないぞ」

「いや、頭抱かかえて涙なみだ滲にじませてただろうが」

「……見み間ま違ちがいだろ。とにかく、あとは実戦あるのみだ」

「実戦、か」

　確かにどれだけ真しん剣けんにやっても、修業はあくまで修業。本番ではないという思いが心の隅すみに出来てしまう。

　求道位階に到るには、狂信的でなければならないとシュトライムは言っていた。

　ならば、実際の命をやり取りする死線こそが最後のトリガーになるのかもしれない。

「さーて、飛び込むぞ。手を放すなよ。暗黒ドームの中ではぐれたら、私ですら捜し出せないかもしれないんだからな」

　シュトライムはそう言って握る手に力を込め、そして暗黒ドーム目がけて一気に急降下した。

　その加速力に驚おどろいたし、敵の拠きよ点てんに殴り込むという緊張もある。

　しかしそれよりも夏彦は、師匠と手を繋つないで進撃していくというのが気き恥はずかしかった。
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　突とつ然ぜん鳴なり響ひびいた電話の音に、修しゆ羅ら庁ちよう長官代行ショコラ・ミミングスは驚いて跳はね起おきた。

「うわぁっ！」

　眠ねむった覚えはなかった。なのに机には涎よだれのあとが残っているし、時計の針も二時間ほど進み、深夜零時を指している。

　あまりの情けなさにため息が漏れる。

　前にシュトライムにも言われたが、どんなに背せ伸のびをしても、ショコラの体が子供なのは変わらない。特に辛つらいのは夜よ更ふかしが出来ないことだった。

　どんなに起きていようと頑張っても、いつの間にか眠ってしまうのだ。

「代行。もしやお休みでしたか？」

　受話器を取ると、部下の真面目くさった声が聞こえてくる。

　別に馬ば鹿かにされているわけでもからかわれているのでもないのに、ショコラは無む性しように腹が立った。

「寝ねているわけがなかろう。まだ零時になったばかりだ！　で、何の用じゃ？」

　ショコラはそう怒ど鳴なりつつ、口元の涎を袖そでで拭った。

「つい先さき程ほど、暗黒ドームの上空でシュトライムと三さん世ぜ寺じ夏彦の姿が確かく認にんされました。どうやら既すでに内部へ侵入してしまったようです」

「ほう、いよいよか」

　部下の報告により、ショコラの眠ねむ気けは一気に消え去った。

　なにせ、この瞬間のために準備を進めてきたのだ。

　シュトライムは修羅庁に先んじてレムナンツを叩くつもりだろうが、そうはいかない。逆にシュトライムを利用して、レムナンツの拠点を探し出してやる。

「予定どおりトレースしておるな？」

「はい。恐おそろしい速度で潜もぐっていきますが……この日のために準備してきたのです。最後まで追いかけてみせます」

「よし。ワシは慈じ悲ひ帝てい陛下に報告してくる。一応、筋を通す必要があるからな」

　受話器を置いたショコラは自室を出て、慈悲帝ゲシュペスの所へと向かった。

「この時間なら執しつ務む室しつではなく、自室じゃろうな……」

　もしかして寝ているだろうかと一いつ瞬しゆん思ったが、すぐに考え直す。

　相手は自分と違って大人なのだ。この時間なら晩ばん酌しやくでもしているだろう。

　――酒は思考力を鈍にぶらせる。酔よっていてくれればワシに有利じゃ。

　それ故にショコラは、いつ何が起きても対処できるように、酒は飲まない主義だった。実際は飲まないのではなく飲めないのだが、その事実を自分でもときどき無視していた。

　修羅庁の長官代行ともあろう者が、酒も飲めないというのは、あまりにも格好が悪い。

　――飲めないのではなく飲まないのじゃ。そもそも、あんなもの別に美お味いしくない……。

　と、思考が情けない方向に行きそうになったので、ショコラは慌あわてて首を振ふる。

　幸い、夜中の万ばん魔ま殿でんの廊下には誰もいない。ショコラの不ふ審しんな行動は目もく撃げきされなかった。

「……慈悲帝陛下。報告したいことがあるのじゃが」

　慈悲帝の部屋の前に辿たどり着ついたショコラは、その扉とびらをノックした。が、返事はなかった。

　不思議に思ったショコラは、犬耳で聞き耳を立てた。ハーフの証明であるこの耳を、ショコラは好いていなかった。しかし純じゆん粋すいな焔ほむらに比べ、聴ちよう覚かくが優すぐれているのは否定できない。

　その犬の聴覚は、慈悲帝の声を捉とらえた。

　ただし、隣となりの部屋から。つまり朱す雀ざくの部屋から聞こえてくる。

「こんな時間に……もしや、いかがわしいことをしておるのではないじゃろうな……」

　慈悲帝がロリコンだという噂うわさは、万魔殿中に広がっている。広めたのは主にシュトライムとクロムウェルらしい。

　そんな噂にショコラは興味がなかった。だが、現場に遭そう遇ぐうするとなれば話は別だ。

　――どうする？　引き返すか？　いや、そんなことをいっている場合ではなかろう。じゃが……見たくないのぅ。

　ショコラは緊張感を持って朱雀の部屋をノックした。

　修羅庁長官代行ともあろう者が、どうしてこんなことで緊張しなければならないのだ、と思いつつ。
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　朱雀がシュトライムの手によって、気絶したまま万魔殿に運び込まれたのは五日前のことだった。

　原因はレムナンツによる襲しゆう撃げきである。

　朱雀だけでなく、イデアルの全員がやられたのだ。更に蓬よもぎ田だ織おり姫ひめが連れ去られるという最悪の事態となっていた。

　しかしゲシュペスの頭には、もはや朱雀のことしかなかった。

　気絶した朱雀の顔を見た瞬間、膝ひざがガクガク震ふるえ、目の前が真っ白になった。

　号ごう泣きゆうしながらシュトライムから朱雀を奪うばうように受け取り、付きっきりで看病を続けた。朱雀の意識が戻ったあとも、こうして暇ひまを見つけては、一いつ緒しよにいるようにしている。

「慈悲帝様、暇であります。起きたいであります」

　だが朱雀はベッドの中からゲシュペスを見上げ、不満げに訴うつたえた。

　そばの椅い子すに座すわるゲシュペスは、断固として拒きよ否ひする。

「いや駄目だ！　お前は気絶してここに運び込まれたんだぞ！　絶対安静だ！　くそっ、レムナンツの奴らめ……見付け次第、八やつ裂ざきにしてやるからな！　特にアウレリア……楽には殺さん。ジワジワとなぶり殺しにしてくれる！」

　ゲシュペスが拳こぶしを握りしめながら叫さけぶと、朱雀は大きなため息を吐いた。

「ですが、私はもう元気であります。外傷もないし、そもそもアウレリアに襲われたのは五日も前であります。いくらなんでも過保護であります」

　朱雀の声には怒ど気きが込められていた。

　この五日間、ずっと部屋に閉じ込められていたのだ。退たい屈くつで仕方なかろう。

「けどな朱雀。あのアウレリアだぞ。どんなイヤらしい術をかけているか分からん。あとになってから慌てても遅おそいんだ！」

「何ともないであります。検査の結果でも、何も出なかったであります」

「それはそうなんだが……うぅ、朱雀。オレはお前にいなくなられたら……」

「な、泣いては駄目であります！　いい子いい子、であります」

　たまらず涙なみだを流してしまったゲシュペスの頭に、朱雀は手を伸のばして撫なでてくれた。

　魔ま王おうとしての威い厳げんは欠片かけらもなかったが、ゲシュペスは幸せだった。

「朱雀……お前は本当に可愛かわいい奴だなぁ……」

「多分、慈悲帝様の方が可愛いであります。それより、部屋から出たいであります」

「それは駄目だ」

「けちんぼでありますっ！」

　朱雀が眉まゆをつり上げ、本気で怒鳴ってきたので、ゲシュペスは激しいショックを受けた。

　しかし、だからといって自由にするわけにはいかない。健康面も心配だし、またいずこかでトラブルに巻き込まれないとも限らないのだ。

　そんな不毛な言い争いをしていると、扉をノックする音が聞こえた。

「誰だ？」

「ショコラ・ミミングスじゃ。陛下に報告したいことがあるのじゃが……」

　その声がショコラにしては酷ひどく遠えん慮りよがちだったので、ゲシュペスは戸と惑まどった。

「待て、オレの部屋で聞こう」

　ゲシュペスは立ち上がり、まだ何か言いたげな朱雀の頭を撫で、部屋をあとにした。

　廊下に出ると、待っていたショコラが、ジロジロと舐なめるように見つめてきた。

「どうした。オレを観察して何か面おも白しろいのか？」

　そう問いかけると、ショコラはビクッと体を震わせ、半歩後ずさった。

「あ、いや別に……その、あれじゃ。陛下がロリコンなのは構わぬが……ワシには手を出さぬよう……」

「はぁぁぁっ!?　お前、急に何を言い出すんだっ？」

　何の前まえ触ぶれもなく『ロリコン』だの『手を出すな』などと訳の分からないことを言われ、ゲシュペスはたまらず叫んだ。

「何の冗じよう談だんだ。お前、そんなことを言うキャラだったかっ？　一体全体……マジで、何事だ!?」

　するとショコラは首をかしげ、不信感を込めた瞳ひとみで見上げてくる。

「つまり、ロリコンではない……と？」

「当たり前だ！　誰だそんな馬鹿げたことを言い出した奴は。お前かっ？」

「いや……シュトライムやクロムウェルが言いふらしていたのじゃが……」

　いまだ脅おびえるショコラは、絞り出すような声で呟いた。

　もう完全にゲシュペスがロリコンだと信じている。

「待て待て。どうしてあんな連中の言うことを信じる？　魔族の中でも特別いい加減な二人じゃないか」

「しかし……陛下はこんな夜中に朱雀の部屋に……夜よ這ばいというやつじゃろ？」

　そこに狡こう猾かつな長官代行の姿はなかった。年相応の幼さを見せる犬耳少女がいるだけである。

「お前にその偏かたよった知識を植え込んだアホはどこのどいつだ」

「昔、シュトライムに教えてもらったのじゃが……」

「頼たのむからアイツの言うことは信じないでくれ。お前はもっと頭がいいはずだ！」

「う、うむ……」

　ショコラは頷うなずいてから、

「改めて確認するが、陛下はロリコンではないのじゃな？　信じてよいのじゃな？」

　しつこく聞いてきた。

「それ以上言うと不敬罪でぶち込むぞ！」

「ぶ、ぶち込むっ？　やはりワシを襲うつもりなのじゃな！　ロリコン！」

　ショコラは壁かべ際ぎわまでダッシュで逃げる。

「いい加減冷静になれ！　刑けい務む所しよにぶち込むって意味だ。いつまでこのネタ引っ張るんだ。お前、そんなに暇なのか？」

「暇なわけがなかろう。現に今だって、シュトライムをトレースしてレムナンツの拠点を……」

　と、そこまで語ったショコラは、ハッとしたように――というより愕がく然ぜんとした感じで固まり、それから姿勢を正す。ようやく目に知性の色が戻ってきた。

「ふざけている場合ではないぞ慈悲帝陛下。たった今、シュトライムと三世寺夏彦が暗黒ドームに突とつ入にゆうしたのじゃ」
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　ふざけていたのはお前一人だろう、とゲシュペスは思いつつ、話を先に進めるため何とか我が慢まんした。

「そうか、あの二人、とうとう行ったか」

　三世寺夏彦を鍛え直したあと、蓬田織姫を取り戻すため、レムナンツの拠点を襲撃するという計画は、事前にシュトライムから聞いていた。

　普通なら『たった二人で行かなくても』と思うところなのだが、計画を聞かされたときゲシュペスは『シュトライムなら一人でも十分か』という身も蓋ふたもない感想を持った。

　それにしても、夏彦をあれ以上鍛えてよいものなのだろうか。間ま違ちがって前世に立ち戻ったら、誰が責任を取るのだろう。いや、責任を取るだけで済むならともかく、最悪、人間も魔族も全ぜん滅めつということも有り得る。

「廊下で立ち話というのは不格好だ。オレの部屋に来い」

　ゲシュペスの部屋は朱雀の部屋のすぐ隣だ。

　三歩で辿り着けるし、酒もある。

　ショコラのことは嫌いだが、安酒なら出してやっても構わない。

「陛下の自室に、二人っきり……？　あ、いや、行きますぞ」

「……警けい戒かいすんなよ」

　少し悲しい気分になりつつ、ゲシュペスはショコラを自室に入れた。

　その部屋は執務室や謁えつ見けんの間とは違ちがい、完全にプライベートな空間だ。和室と洋室に分かれているが、今回は洋室の方を使う。

　アールヌーボー調の装そう飾しよくを施ほどこした部屋だ。ミュシャの絵など結構気に入っているのだが、クロムウェル辺りに言わせると、「和服には似合わへんなぁ」となってしまう。正直、ほっとけ、という感じだ。

「何か飲むか？　オレは遠慮せず飲むぞ」

　ゲシュペスは、棚たなからウイスキーとグラスを取り出した。最近お気に入りのバーボンだ。度数五十・五というキツイ酒だが、飲んだ瞬間、鼻から火が出そうになる感覚がたまらない。

「こ、これから仕事がある故、酒は遠慮させて頂く……」

「そうか？」

　飲まないというのなら無む理り強じいする理由もない。貴重な酒をショコラなどに分けずに済んで良かったとすら思った。

　そしてゲシュペスは、自分の酒だけをグラスに注ぎ、ショコラと向かい合ってソファーに座る。

「んで？　結局お前はオレに何の用なんだ？　まさか、シュトライムと三世寺が暗黒ドームに入ったって報告をするためだけに来たんじゃないんだろ？」

「それは無論。ここに来たのは〝オペレーション・ジ・エンド〟の許可を得るためじゃ」

「オペレーション・ジ・エンド……？」

　どこかで聞いたことがあるようなないような響きに、ゲシュペスは頭を悩なやませた。するとショコラは目を細め、疑ぎ惑わくの目まな差ざしで見つめてくる。

「三日ほど前に概がい要ようを説明したはずじゃが……覚えておらぬのか？」

「い、いや……ほら、あれだろ。シュトライムをトレースするんだろ」

　ようやく思い出したゲシュペスは、慌てて記き憶おく力りよくをアピールした。

　なにせこの五日間、朱雀のことしか考えていなかったので、他のことが全すべておざなりになっていたのだ。

　正直、オペレーション・ジ・エンドを思い出せただけでも奇き跡せきに近い。

「そのとおり。シュトライムは誤ご魔ま化かしていたが、奴はレムナンツの拠点の場所を掴んでいる。口で教えたくないのなら、あとを付けて教えてもらうまでじゃ。そして暗黒ドームの底にあるであろうレムナンツの拠点を、修羅庁の総力を以もつてして、地上へ引きずり出す」

「レムナンツにとっては、まさに終わりジ・エンドってわけか」

　ゲシュペスはグラスの氷を鳴らしながら呟つぶやいた。

　魔界政府がいまだレムナンツを野放しにしているのは、その拠点がどこにあるのか不明だからだ。しかし、そのオペレーション・ジ・エンドとやらで拠点が地上に出てしまえば、あとはどうとでも料理できる。

　レムナンツを壊かい滅めつさせるのはゲシュペスにとっても悲願なのだから、その計画に反対する理由もない。

　だが、一つだけ不自然な点があった。

「どうしてオレの許可なんか欲ほしいんだ？　いつも好き勝手にやっているくせに」

　ゲシュペスは魔界政府の頂点に立つ魔王だ。よって魔界政府の一部門に過ぎない修羅庁は、ゲシュペスの指揮下にある。

　しかし実際には、魔界政府には裏の頂点があった。

　元げん老ろう院いんである。

　なにせ魔王の任期は短い。何年と明文化されているわけではないのだが、完全実力主義という性質上、入いれ替かわりも激しいのだ。

　魔王の座に世せ襲しゆうは認められない。そのとき一番強い魔族が座に付くべきというのが古代からの伝統だった。

　今の魔王より自分の方が強いと思ったのなら、挑いどめばいい。敗北すれば処しよ刑けいされるが、挑むこと自体は罪ではない。負けたことが罪になる。

　よって、魔王の任期は短いものだと数時間、長くても百年程度が相場だった。

　だが元老院は終身制だ。寿じゆ命みようが続く限り居い座すわり、明文化されていないのに世襲も行なっている。

　こうなってくると、元老院の発言力が魔王を凌りよう駕がする場面も出てくるのだ。

　現にショコラは、露ろ骨こつなまでに元老院派として振る舞ってきた。

　ゲシュペスを無視しても、元老院さえ味方につけていれば問題ないというスタンスで動いていた。それがなぜ今になって殊勝な態度に出たのだろうか。

「陛下の質問の意図が分からぬな。ワシはいつでも陛下の忠実な下げ僕ぼくじゃ。作戦を実行する前に、お伺うかがいをたてるのは当然じゃろ？」

　ショコラはこちらを煙けむに巻まくような物言いをした。この小こ賢ざかしい言い回しこそが彼かの女じよの得とく意い技わざだ。さきほどまで脅えていた少女の言葉とは思えない老ろう獪かいさだ。

「こんな夜中に時間を割さいてやったんだ。少しくらい本音を聞かせてもらいたいんだが」

「これは心外。ワシは嘘うそなど吐かぬと言うのに」

　新手のジョークだろうかと疑いたくなるほど有り得ない話だった。ショコラの舌は二枚も三枚も生えているに違いない。

「まぁ、しかし。オペレーション・ジ・エンドと元老院は、一いつ切さい関係ないとだけ言っておこうか」

「元老院と関係ないだって？　それはまた珍めずらしいこともあったもんだ」

　ショコラの行動はいつも、元老院へ自分の価値を売り込むことを基準としていた。

　それがここに来て無関係だと言われても、容易には信じがたい。

「言っちゃ悪いが、裏があるとしか思えんな」

「じゃろうな。ワシ自身どうかしていると思っているくらいじゃ」

　ショコラは自じ嘲ちようを浮かべ肩かたを落として息を吐いた。

　それから俯うつむき、スカートを握りしめながら静かに吼ほえた。

「しかし、シュトライムはワシを虚こ仮けにした。一いつ矢し報むくいねば気が済まん！」

　そのときゲシュペスは、ショコラが生の感情を顕あらわにしているのを初めて見た。

　このショコラという少女は、犬型魔族と【瓏ろう玲れいの焔ほむら】のハーフであるというハンデに加え、年ねん齢れいも見た目どおり幼い。そんなショコラが万魔殿で勝かち抜ぬいていくには、感情を殺すしかなかったはずだ。

「……もっとも、この作戦、十分以上に有意義じゃぞ。ワシらの手でレムナンツにトドメを刺せば、元老院といわず、魔界全体で修羅庁への評価が高まる。それはワシにとっての利益になる」

「なるほどな。つねにリターンを得るように動いているわけか」

　ゲシュペスは冗じよう談だん抜ぬきで感心していた。ショコラの政治屋としてのセンスというか、私腹を肥やすことや自己保身への嗅きゆう覚かくはずば抜けている。少し分けて欲しいと、本気で思ってしまう。

「お前の言うとおり、レムナンツを倒たおすのは魔界全体の利益になる。オレに異存はないぜ。好きにしろ。ただし……」

　蓬田織姫は殺すなよ。そう言おうとして止めた。

　なにせ、シュトライムと夏彦が先行しているのだ。あの二人は織姫の奪だつ取しゆを最優先させるはず。ならばショコラ如きがどう立ち回ろうと、結果は覆くつがえらない。

　むしろショコラが本当にシュトライムの思おも惑わくを越こえた動きが出来るとしたら、それはそれで見物だろう。

　結局のところ、ゲシュペスにとって蓬田織姫はその程度の存在でしかなかった。

　シュト敵に回すとやライムつかいな相手のお気に入りだから生かしているだけで、本来なら【ダイアンサスの残鉄】を取り出すため、殺した方がいいのだ。

「なんでもない。オペレーション・ジ・エンドを実行に移せ。多少被ひ害がいが大きくなっても構わん。徹てつ底てい的てきにやれ」

　ゲシュペスがそう言うと、ショコラは鼻で笑った。

「今日はワシだけでなく、陛下も珍しいことを言うのじゃな。慈悲帝のお言葉とは思えんぞ」

「ふん。そもそも慈悲帝なんて二つ名、オレが自分で付けたんじゃない。どこかの誰だれかが勝手に言い出したのが広まっただけで……」

　と、そこでゲシュペスは思い至り、ショコラに質問をぶつけてみた。

「お前を修羅庁長官代行と見込んで聞くんだが。慈悲帝って呼び方を広めたのは誰なのか知らないか？」

　嫌いやな予感を覚えつつ答えを待っていると、ショコラは目をパチパチさせ、そんなことも知らないか、という表情を作った。

「それは勿もち論ろん、シュトライムとクロムウェルに決まっておるじゃろう」
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　黒い黒い、エネルギーが渦うず巻まいていた。

　竜たつ巻まきの如く回転し、こちらの体を引き千切ろうと暴れている。

　夏彦は全身を魔ま力りよく防ぼう壁へきで覆おおい我が身みを守ったが、体が揺ゆさぶられるのはどうしようもない。

　一秒間に何回転もし、三半規管がイカれてくる。もはや右も左も分からないが、しかしそれでも、どっちが底なのかだけはハッキリと分かった。

　強きよう烈れつに、引き込まれるのだ。

　たんに渦うずに飲み込まれ沈しずむというのとはまた違う。

　なにか途と方ほうもない引力に引き寄せられるような感覚だ。如い何かにもがいても、あがいても、その力からは逃げられない。地じ獄ごくまで連れて行かれる。そんな錯さつ覚かくに陥おちいった。

「おい、師し匠しよう。こりゃどうなってるんだ！」

　唯ゆい一いつ頼たよれるのは、自分の手を握ってくれるシュトライムの体温だけだ。

　どうやらシュトライムは、この渦の中でも平衡感覚を保っているらしく、夏彦の腕うでを引いて自信ありげに突き進んでいた。

「どうなっていると言われてもな、知らんよ。一応この穴は、ゲシュペスとヴェズエルの激げき突とつによって空いたんだが、正直、理り屈くつに合わないことが多すぎる。なぜ空いたままになっている？　どこに繋がっている？　このふざけた量のエネルギー源は？　誰も答えを知らない。なぁ夏彦。お前なら感じるだろ。この底に眠るナニカの途方もない恐ろしさを。私は結構色んなことを知っているつもりだったが……この底にナニがあるのかだけは想像も付かない。考えるだけで怖いんだよ」

　怖い。

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんで最強最悪のシュトライムが、冗談抜きで怖いと訴えている。

　だが夏彦は、少しも笑う気になれなかった。

「師匠なら、底まで潜れるのか……？」

「前に一度試ためしたが、途と中ちゆうで引き返してきた。死にそうになったからな」

「……なんつーか、世界は広いな」

　夏彦にとって強さの頂点は、シュトライムだった。

　その至高ともいえる圧あつ倒とう的てきな強さを基準にして、全てを考えてきた。

　バルトセルから受けた威圧感はシュトライムにそっくりだったから危険だ。ヒート・ヘイズはシュトライムに比べたら全然大したことがないから楽勝だ。

　しかし、この暗黒ドームの奥おく底そこから感じられる力は、シュトライムですら天てん秤びんにかけられぬ、圧倒的なものだった。

　それを言い表す言葉を、夏彦は一つしか知らない。

　――無限。

　この宇宙にあるエネルギーの総量がいかほどか夏彦は知らない。それでも暗黒ドームの奥にあるナニカは、宇宙よりも更さらに巨きよ大だいなのではないかとイメージしてしまう。

「そう緊張するな。今から私たちが行くのは暗黒ドームの底ではない。あくまで、その途中にあるレムナンツの拠点だ。むしろ、この訳の分からない力を見たあとだと、レムナンツなんて大したことがないと思えるだろ？　バルトセルなんて雑ざ魚こだぞ、雑魚」

「まあ、そういう見方もあるが……」

　シュトライムの言うとおり、この奥から放たれるエネルギーに比べれば、バルトセルなど塵ちりに等しい。が、それは比較対象を間違っているのだ。

　底にある力を見たからといって、夏彦がその力を使えるようになるわけではない。夏彦は夏彦のままだ。よって比較すべきは、夏彦とバルトセルである。

　第一、バルトセルに限らず、暗黒ドームに渦巻くエネルギーに比べたら、シュトライムや慈悲帝ですら虫けらになってしまう。

「訳の分からないで思い出したんだが……インドラって知ってるか、師匠」

　夏彦はふとその言葉を口にした。

「……インドラ、だと？」

　瞬しゆん間かん、この暗黒ドームの中にあっても軽い口調だったシュトライムが急変し、トーンを落とした。

「夏彦、お前、その言葉をどこで覚えた」

「……バルトセルだよ。あいつ去り際に俺に向かって『インドラの転生体』って言いやがったんだ」

「ふむ……バルトセルの奴め。余計なことを言ってくれたな」

　シュトライムは唸うなり、難しい顔になった。

　インドラの転生体。

　そこには二重の意味で不気味なものが眠っていた。

　まずインドラという響きが何となく不ふ吉きつだったし、更に転生体というのが聞き捨てならない。額面どおりに受け取れば、それは夏彦の前世ということになる。

　夏彦の感覚では、前世などというのは赤の他人とまるで変わらない。そういうものがあるのだと、気にとめたことすらなかった。

　しかしバルトセルの口ぶりでは、夏彦の中に、そのインドラの力が眠っているような感じを受けた。

「知ってるならケチケチしないで教えろよ」

　もし、そのインドラとやらが役に立つのなら、夏彦は最大限に活用する。そして、一刻も早く織姫を取り戻す。

「別にケチケチしているのではない。ただ、言語化するのが難しいのでな……これは多分、人から聞くより、自分で答えに到とう達たつした方が受け入れやすいだろ」

「自分で答えに……って、どうしろってんだよ。今いま更さら、本でも読みあされってのか？」

「いやいや。そんな面めん倒どうなことは不要だぞ。早い話が、求道位階に達すればいいんだ。そうすれば、おのずと自分が誰なのか悟さとるだろう」

　シュトライムは澄すまし顔がおで語った。

　だが、どこかよそよそしい感じを夏彦は受けた。まるで説明責任を果たしたくないようにも見える。この傍若無人を絵に描かいたようなシュトライムが尻しり込ごみする秘密とは一体、何なのだろう。

「おっと、見えてきたぞ。あれがレムナンツの拠点だな。織姫はあそこにいるはずだ」

　シュトライムの指差す先を見つめると、白い球体が漂ただよっていた。

　渦のエネルギーが強すぎて、距きよ離りも大きさも分からないが、この黒い空間において明らかに異物だった。

「織姫……！」

　彼女が連れて行かれてから、まだ一週間も経たっていない。なのに夏彦は、会いたくて会いたくてたまらなかった。

　その前は五年間も会えなかったというのに。

　きっと、時間の長さは関係ないのだろう。なにせ夏彦は、二十四時間三百六十五日、常に織姫を視界に収めていたいと思っているのだから。

　一度織姫のことを考え始めると、もうインドラのことなどどうでもよくなった。

「さーて、一気に突っ込むぞ。何が起きるか分からないから、絶対に手を放すなよ」

　シュトライムがそう言った途と端たん、視界の白色が占しめる割合が一気に増大していった。

　あのレムナンツの拠点と思わしき場所へ、加速しているのだ。

「意外とでけぇな」

　遠くからは点にしか見えなかったのに、いざ間近に迫せまると、結構な迫はく力りよくだった。綺き麗れいな球体で、その直径は百メートルや二百メートルではきかないだろう。かりに一キロと仮定しても、その隅すみ々ずみまで見て回るのは骨が折れそうだった。

「なに。中に入れば、むこうから接せつ触しよくしてくるだろうさ。ようは向かってくる敵を倒せばいいんだ。分かりやすいだろ？」

「ああ。つまり暴れればいいんだろ」

「そういうことだな」

　夏彦とシュトライムは顔を見合わせ、笑い合った。

　これはとても作戦と呼べるものではない。

　良くいって正面突破。悪くいえば頭の悪い力押し。

　だが、これから突入する場所についての情報はないし、ためらっている時間もない。

　それに、斑いか鳩るが流りゆうは力押しを前提とした流派だ。

　その使い手が二人もいるのだから、取るべき戦術はおのずと決まってくる。

「さあ、いよいよだ！」

　シュトライムの号令と共に、白い壁かべに激突した。

　その瞬間、夏彦とシュトライムを押し返そうとする力場が発生する。こちらの魔力波長を分ぶん析せきし、真逆の波長をぶつけてくる。干かん渉しようを起こし、相そう殺さいしようとしているのだ。

「ふん。アウレリアの術だな。相変わらず性格の悪さがにじみ出ている。だが、小賢しい術など、圧倒的な総量の前では無力なのだよ」

　シュトライムは口の端をつり上げ、そして放つ魔力を増大させた。

「――!?」

　真横にいた夏彦が、思わず息を飲むほどの猪ちよ突とつだった。

　まさに圧倒的。

　白い壁に施された術は、夏彦にとって一割も理解できないほど高度なものだったが、シュトライムは力ちから業わざで引き千切っていく。

　たとえるなら、最さい新しん鋭えいのセキュリティを結集させた金庫を、何の技術も使わず腕わん力りよくでこじ開けるような無ぶ粋すいさだった。これがスパイ映画だったら観客は興きよう醒ざめするだろうが、幸いにもこれは映画などではない。

　実戦だ。故ゆえに何でもありなのだ。

　ピッチャーがレールガンを使って超ちよう音おん速そくの球を投げても構わない。ゴールキーパーが装そう甲こう車しやでゴールを塞ふさいでも文句が出ない。アメフトに恐きよう竜りゆうを参加させるのも許される。

　シュトライムという未み曾ぞ有うの怪かい物ぶつが本気を出しても、止めてくれる審しん判ぱんはどこにもいないのだ。

　丹たん念ねんに編み上げられたのであろう術式は、下品なまでのパワーで木こっ端ぱ微み塵じんにされ、白い壁に亀き裂れつが走る。

　その亀裂に、夏彦とシュトライムは飛び込んだ。

　刹せつ那な、全てが真っ白な光に包まれた。これまでも強烈な渦に襲おそわれていたが、それを上回る衝しよう撃げきが走り、意識が飛びかける。

「くっ、どうなって、やがる！」

　その悪態に応こたえる声はなかった。

　しかし、そんな暴ぼう風ふう圏けんは一瞬の出来事で、ほどなくして無風の地面に降り立った。

「これが、レムナンツの拠きよ点てん、か……？」

　夏彦の周りに広がるのは、純白の廊ろう下かだった。

　廊下といっても、その辺の家や学校などにあるような狭せまいものではない。

　天てん井じようまで十数メートル。幅はばはそれ以上。装飾の施された柱が立ち並び、どこまでも続いていく。

「中世の城……じゃなく、近世の宮きゆう殿でんって感じだな。荘そう厳ごんなことで……」

　夏彦は皮肉を言ってみたが、この白い廊下が美しいのは認めるしかなかった。

　だが、悪の組織の本ほん拠きよ地ちなのだから、もっとおどろおどろしい内装にすればいいのにと思ってしまう。

「なあ師匠。前に進めばいいのか？　それとも後ろか？」

　そう問いかけ辺りを見回したとき、夏彦はようやくシュトライムとはぐれたことに気が付いた。

「絶対に手を放してないんだけどなぁ」

　そもそも、どんな理屈でこんな廊下に放ほうり込こまれたのだろうか。

　夏彦とシュトライムは白い球体の亀裂に飛び込んだのだ。しかし、壁、天井、床ゆかのどこを見ても、その亀裂に相当するものは見当たらない。

　入り口が消えてしまったのだ。

　常識的に考えれば、有り得ないことだらけ。

　もっとも、ここは魔ま界かいと化した日本列島だ。その中でも特異点とされる暗黒ドームの、そのまた中に作られた怪あやしげな白い世界。

　常識を持ち出すことそのものが論外と言える。

　――要は、何が起きても全ての障害を粉ふん砕さいして、織姫の所まで一直線！　それ以外のプランはない。

　腹をくくった夏彦は、何も考えず前へ歩き出した。

　しかし、罠わなの数々が仕し掛かけられている可能性は高い。それに対し、警戒だけは怠おこたれない。そう考えた夏彦だったが、何分歩いても、変化は何もなかった。

　罠どころか、分ぶん岐き点てんもなければ、部屋の入り口もない。

　本当にひたすら同じ廊下が続いているだけ。

「こりゃあ……既すでに罠にはまったか？」

　夏彦にはまだ無理だが、魔界には空間をねじ曲げるような者もいる。もし、この廊下がメビウスの輪のように無限にループするだけの直線だとすれば、一生かかっても織姫のもとに辿り着けない。それどころか渚なぎさ市しに帰ることも絶望的だ。

　一番イヤなパターンだ、と夏彦は思う。

　どんな強敵でも、目の前に出てきてくれればやりようはある。だが、このように敵の姿が見えず、攻こう撃げきを受けているのか受けていないのかもよく分からない状じよう況きようでは、どう対処していいものか分からない。

　では変化を起こすため、一石投じてみるのも手であろう。

「おい、バルトセルッ！　こそこそ隠かくれてねぇで出てこいよ。まさか俺にビビってんじゃねーだろうなっ？」

　夏彦は返事を期待せず、適当に叫んだ。ここはレムナンツの本拠地だ。ならば全員揃そろっているだろう。よって、この現象を引き起こしているのがバルトセルとは限らない。

　しかし、夏彦は何となくバルトセルの気配を感じていた。

　理屈ではなく、一度戦った者同士に働く勘かんというやつだ。

　そして勘は的中し、バルトセルは応えた。

「テメェ……よく俺だって分かったな。見つかるヘマをした覚えはねーんだが？」

　姿は見えないが、どこからともなくバルトセルの声が聞こえてくる。

「簡単な話だ。お前の性格からして、俺がここまで入り込んだのに放置するわけがない。再戦はそっちから誘さそったことだろうが。次に会うときまでに精しよう進じんしておけ、とか言っておきながら、今更もったいぶるなよ」

「ハッ、フハハハハハァッ！　よく吼えるガキだなァ。この前は俺のお情けで生かしてやったのによ。そのペラ回しもシュトライムに教わったのか？　まぁいいぜ。そこまで言うなら相手してやるよ。俺に上等こいたんだ、覚かく悟ごは決めたんだろ？　もう手加減はしねぇ……ぶっ殺す。俺に殺される程度なら、ヴェズエルも興味を示さねぇだろうしなァッ！」

　獰どう猛もう極きわまる声が響ひびき、そして床の一部がぐにゃりと変形し、バルトセルの形を作った。

　出てこいと言われて本当に出てくるとは、意外と生き真ま面じ目めな奴やつなのかも知れない。

　だがお陰かげで、廊下に閉じ込められたまま何も出来ない、という最悪の事態だけはまぬがれた。ここでバルトセルを倒せば、また何か変化が起きるだろう。

　そうやって少しずつでもいいから織姫に近づく。絶対に助け出す。

　だがらまずは、目の前の敵に勝つ。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さ愁しゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎり」

　バルトセルは獲え物ものを狙ねらう野や獣じゆうの笑えみを浮うかべ、あの呪言を唱えた。

　かつて夏彦に敗北を突つきつけた超ちよう重じゆう力りよくの井い戸どが、あらゆるものを潰つぶそうとする。

　白い壁や柱にヒビが走った。夏彦も全身に強烈な圧力を感じ、動作が格段に鈍にぶくなる。

　そしてバルトセル本人もまた重力の影えい響きようから逃にげられない。

　相手も自分も平等に縛しばり付つけるこの歪ゆがんだ秘技は、いかなる願いから生じたものなのか。

　それを物語る一言が、バルトセルの口から漏もれた。

「絶対に逃がさねぇ……ああ、そうだ。もう逃げられるのはご免めんなんだよ。とことんまで闘りあおうぜッ！」

「くっ――」

　夏彦はあちこちの骨が軋きしむ音を聞いた。

　重力はどこまでもどこまでも強くなっていく。通常の物質なら、あらゆるものが粉こな微み塵じんになってしまうだろう。

　しかし、この純白の廊下は原形をとどめていた。それだけでも、この空間の異常性がうかがえる。

　そして夏彦も、まだ立っていた。

　前にバルトセルと対たい峙じしたときは、目を合わせただけで膝ひざが震ふるえ、その重力の前に膝を屈くつした。

　なのに、今は動ける。

　手足に重りを付けたような不自由さはあるが、逆にいえばそれだけ。

　地べたに倒れたまま動けないという無様な姿を晒さらす恐おそれは少しもなかった。

「へぇ……なるほどな。マジで精進してきたってわけか。どんなカラクリを使ったか知らねーが、そうでなきゃ俺の相手は務まらねぇ。来いよ、ぶちのめしてやる」

　バルトセルの目が、心底嬉うれしそうに輝かがやいていた。夏彦の成長を我が事のように喜んでいるのだ。

　そのことに夏彦は奇き妙みような誇ほこらしさを感じた。

　この男は間違いなく敵なのに、どうしてだろうか。失望させたくないと思ってしまう。

　それどころか、とことんまで満足させてやりたい。

　対等の敵として渡わたり合あい、そして圧倒し、戦闘意欲が枯かれ果はてるまで叩たたき潰つぶす。

　故に夏彦は吼えた。

「吠ほえ面づらかけよチンピラが」

　それはかつてのような強がりから出た言葉ではなく、確固たる自信に支えられた軽口だ。

　バルトセルをここで倒す。完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめす。

　火か界かい咒じゆや三さん叉さ雷らい毘び槍そうがなくても、斑鳩流の技だけで押し通せると確信した。

「ハッ！　知ってるか小こ僧ぞう。俺に上等こいて生きているのは、ヴェズエルとシュトライムだけだ。テメェは三人目になれんのかぁっ！」

　この超重力の中バルトセルは、ウサギに飛びかかるライオンのような勢いで突っ込んできた。

　しかし、夏彦はウサギになるつもりは毛頭ない。

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍炎闇色剱」

　己の魔力を凝ぎよう縮しゆくさせた暗黒の剣けんを両手で握にぎる。

　ソニックブームを巻き起こしながら迫るバルトセルの拳こぶしに、禍炎闇色剱を正確にぶつけた。

　力負けはしていない。いや、むしろ、夏彦がわずかに優まさっている。

「おおっ!?」

　跳ね返されたバルトセルは驚おどろきを浮かべたが、それは一いつ瞬しゆんで消え、すぐに歓かん喜きに染まった。拳から滲にじんだ血を笑いながら舐なめとり、夏彦を愛いとおしそうに見つめる。

「いいぜ……お前、三世寺夏彦とかいったよな。今のがマグレじゃねぇってんなら、そのまま続けてみろや。あっさり死んだら許さねーからなッ！」

　バルトセルが叫さけんだ瞬間、彼かれの周囲に複数の槍が浮かび上がった。

　二メートルほどもある濃こい紫むらさき色いろの槍が、十三本。先せん端たんを夏彦に向けて浮ふ遊ゆうしていた。

「わりぃが、少しだけルールを無視するぞ。この重力の中でどこまで足あ掻がけるか、せいぜい頑がん張ばってみろ！」

　刹那、爆ばく音おんが鳴り響いた。槍が大気を震わせ、夏彦へと一直線に向かってくる。

「な、にぃっ？」

　超重力下のノロマな動きに目を慣らされていた夏彦は、その加速力に虚きよを突かれた。まるでその槍の群れだけが重力の楔くさびから解き放たれたように、唸りを上げて迫り来る。

　普ふ段だんならばどうということのない速度だ。しかし、今は普段と同じ動きは出来ない。

　転がって何とか最初の一射を躱かわすが、即そく座ざに次の槍が飛んでくる。

　もう回かい避ひする余よ裕ゆうはない。体が追いつかない。

　が、幸いにも目では追えている。

　シュトライムと戦ったばかりなのだ。あらゆる感覚が極限まで研ぎ澄まされている。音速の百倍程度までなら余裕で見えるだろう。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ弐に――舞ま羽う時雨しぐれ」

　手に持つ剣を鞭むちに変え、槍へ向けて振ふり回まわした。

　鞭を持つ手首の動きが緩かん慢まんなものでも、その先にある鞭の先端速度は何十倍にもなっている。故に、体で反応しきれなくても、鞭ならば槍の速度に追つい随ずいできるはず。

　そして期待通り、飛来する十三本の槍は、舞羽時雨の前に全て叩たたき落おとされた。

「次は俺の番だ！」

　夏彦はそのまま舞羽時雨をバルトセルに打ち付ける。

「ぐお――っ！」

　バルトセルは腕でガードしたが、完全に威い力りよくを殺すことは出来なかった。

　袖そでに穴が空き、その下にある皮ひ膚ふが剥はがれ、血が飛び散った。

　火か界かい咒じゆですら傷一つ付かなかったバルトセルが、痛みに顔をしかめたのだ。

「野や郎ろう、調子こいてんじゃねぇぞ！」

　傷を負ったバルトセルだが、動く舞羽時雨を素す手でで掴つかみ上あげるという離はなれ業わざをやってみせた。なんとも恐ろしい反射神経だ。

「さあ、今度はどうやって防ぐ」

　再び十三本の槍が現れ、大気を切きり裂さき地獄のような音を奏かなでた。

　舞羽時雨を一度解除し、もう一度作り直す――いや、そんな時間はない。そうしている内に最初の一本が夏彦の体を貫つらぬいてしまうだろう。

　ならば取るべき手段は一つだけ。

　斑鳩流の使い手は、迷ったときは前進するものと相場が決まっている。

　つまり夏彦は、十三本の槍に向かって自ら突とつ撃げきしたのだ。

「!?」

　バルトセルは信じられないものを見たという顔をする。

　しかし冷静に考えれば、夏彦の行動が理に適かなっていることが分かるだろう。

　なぜなら、十三本の槍の集約点は、夏彦が立っていた場所だ。そこにとどまっていることこそが一番危険なのだ。よって前に出れば、直ちよく撃げきする槍の数を減らせる。その上、バルトセルに近づくことが出来る。

　魔力防壁で前方を覆うが、降りそそぐ槍はその上からでも鋭するどい激痛を夏彦に与あたえた。それでも逃げたり立ち止まったりは出来ない。

　織姫の所まで駆け抜ける。

「おりゃぁぁぁぁあっ！」

　更に夏彦は舞羽時雨を自らたぐり寄せ、その勢いを加速に上乗せした。

　全体重を乗せた右ストレートを、バルトセルの顔面に叩き付ける。

「がっ、はぁっ！」

　直撃、である。

　あれほどの強さを誇ったバルトセルが、夏彦の攻撃を防ぐことが出来ず、無様にも顔を殴なぐられ吹ふっ飛とんでいく。

　――俺おれはバルトセルと互角以上に戦える！

　その実感は心ここ地ちよいものだった。

　程度の差はあれど、強くなるというのは全ての男の夢であるし、今まで出来なかったことが出来るようになるというのは、万ばん人にんにとっての喜びだろう。

　まして、憎にくきバルトセルに勝てるかもしれないとなれば、喜ばない理由がなかった。

「戦いの最中に気を抜いてんじゃねぇぞ、ガキィ！」

　ところが、喜びは続かない。

　舞羽時雨はいまだバルトセルに握られたまま。それはつまり、向こうもこちらを引き寄せることが可能ということ。

　不意に脚あしが床から離れ、バルトセルの方へと体が飛んでいく。

　そしてカウンターとばかりに、右ストレートが夏彦の頬ほおに突き立てられた。

「ぐっ――」

　夏彦は真ま芯しんで打たれたボールの如き軌き道どうを描く。

　それでも着地は両脚でしっかりと行い、即座に舞羽時雨を禍炎闇色剱へと切り替えた。

　しかしバルトセルからの追つい撃げきはなかった。彼は夏彦に殴られた場所をさすり、血を拭ぬぐい、赤いツバを吐はき捨すてる。

「痛ぇ、痛ぇな、オイ。最高だ……楽しすぎるだろ。ここまで力が拮きつ抗こうしてると、永遠に続けたくなってこねーかァ？」

　バルトセルは親しみすら込めた笑みを向けてくる。

　それが無む性しように夏彦の神経を逆なでした。

「ふざけるな、一いつ緒しよにすんなよ。俺は織姫を助けに来たんだ。とっととくたばって道を空けろ。ひたすら邪じや魔まだ。なに同意求めてんだ、このバトルジャンキー。可か哀わい想そうだから引導をくれてやるよ。かかってこい、三下」

　それらは全すべて偽いつわらざる本音だった。

　いくら激げき闘とうを繰くり広ひろげても、宿敵であったとしても、やはりバルトセルは、織姫へと通じる道に転がっている障害物でしかない。

　一刻も早く消えて欲しい。

　消えないのなら、消してやる。

　だが、ここまで罵倒しても、バルトセルの笑みは消えなかった。

「ハハハハッ！　いいね、やっぱ殴り合いには罵ののしり合あいも必要だろ。問答無用なんてつまらねぇ。死ぬまでそうやって俺を楽しませてくれよッ」

　怒おこるどころか、喜んでいる。

　心が広いというより、ハイになり過ぎて、妙みようなスイッチが入ってしまった感じだ。

「なにラリってんだよ。薬中とかお呼びじゃねーぜ」

「おいおい。薬使わなきゃ気持ちよくなれねぇような奴らと一緒にするなよ。俺は今、冷静に幸せを噛かみ締しめてんだよ。知的で文化的な行いってやつだな」

「つまりシラフでそれかよ。本格的に救いがたいぜ」

　夏彦はそう吐き捨て、禍炎闇色剱を握り直す。

　ここまでの戦いは五分五分といえるだろう。互たがいに一撃必殺がない以上、このまま泥どろ沼ぬま化かするのも有り得た。

　――互角じゃ駄だ目めなんだ……こいつを、バルトセルを圧倒する力が欲ほしい。もっと強く、どこまでも強く！　織姫といつも一緒にいられるだけの強さをッ！
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「おかしいな。ちゃんと夏彦の手を握っていたはずなのに……そもそも、ここはどこなんだ？」

　シュトライムは腕を組み、一人呟つぶやいた。

　あまり動じることのないシュトライムだが、この空間にだけは首を捻ひねるしかなかった。

　地面は平らで真っ白だが、空は薄うすいピンク色。そして足元にはヌメリとしたローション状の液体がたまり、膝まで浸つかっている。

　明らかに魔造空間に見えるが、どんな目的で作られたのか分からない。

「何というか……エロいな。こういうスケベな空間を作るのは、アウレリアか？」

　シュトライムはかつての仲間の名前を口にした。

　その途端、ケタケタと品のない笑い声が空間に木こ霊だました。

「やっぱり分かっちゃうネ？　私の溢あふれ出でる色気は隠しきれないネ」

　間ま違ちがいなくアウレリアの声だった。

　歩く猥わい褻せつ物ぶつと呼ばれた、本物の痴女だ。

　ヴェズエルに拾われる前は娼しよう婦ふだったらしいが、詳くわしいことをシュトライムは知らない。

　しかし経歴は何であれ、実力は確かだし、ヴェズエルへの忠誠心は本物で、仲間への義理も厚い女だった。

「色気というか、たんに発情しているだけだろう。下品だぞ。私のように高貴な乙女おとめには刺し激げきが強すぎる」

「誰が乙女ネ。強くなることしか頭にない修羅地獄女のくせに生意気ネ。女の喜びを知らない憐あわれなシュトライム……ああ、可哀想ネ。だから私が気持ちよくしてあげるネ」

　アウレリアのふざけた声とともに、足元にたまっていたローションがうねり始めた。

　波立ち、泡あわ立だち、そして無数の触しよく手しゆとなって立ち上がった。

　シュトライムの四方を囲み、ヌラヌラとした光を放つ。

　その数は軽く百を超こえているだろう。

「なるほどな。私は既に、お前の秘技に捕つかまっていたというわけか。すると夏彦の相手をしているのはバルトセルか？」

「そのとおりネ。今回のバルトセルは本気だから、お前の弟で子しも危ないネ。もしかしたら死んじゃうかもしれないネ」

　アウレリアはとても愉ゆ快かいそうに語る。こちらを煽あおって、焦あせらせたいのだろう。

　しかし、この程度で揺らぐほどシュトライムは弱くないし、バルトセルに殺られるほど夏彦を怠なまけさせた覚えもない。

「危ないのはそっちの方だろう？　そもそも、夏彦の正体が何なのか、知らないとは言わせないぞ。ヤブをつつけばヘビが出る。そうでなくても夏彦は私の一番弟子だ。負けんさ。それにアウレリアよ。お前は自分の心配をしたらどうだ？　私を魔造空間に閉じ込めたあげく、求道位階秘技を使ってくるということは、まともに闘り合うつもりなのだろう？　いい度胸だと褒ほめてやる。お前と会うのは五年ぶりだが……どう変わったか試してやろう」

「いい気になるのも今の内ネ！」

　シュトライムの煽りに、アウレリアはいとも簡単に反応し、怒いかりを顕あらわにした。

　どうやらかなり嫌きらわれているようだ。もっとも、むこうから見ればシュトライムは裏切り者なのだから、仕方がないといえばそれまでだが。

　そんなアウレリアの声に応じて、液体の触手が一いつ斉せいにシュトライムに襲いかかった。

　腕に、脚に、腰こしに、胸に、そして服の中へと潜り込み、きつく縛り上げ、舐めるように蠢うごめいた。

「おお、確かにこれは気持ちいい。アウレリア、お前レムナンツを止めてマッサージ屋を始めた方がいいんじゃないか？　きっと繁はん盛じようするぞ。ああ、そこをもっと強く……っ」

「その強がりもいつまで続くネ？　ほーら、ビリビリネ！」

　触手はアウレリアの意のままに動くらしく、巧こう妙みように下着を脱ぬがし、そして奥へ奥へと入り込み、電気を流し始めた。それもたんなる電流ではなく、感覚神経に直接干渉する、情報を持った電流だった。

　アウレリアの触手たちは、この電流を使って相手の神経細胞をハッキングし、五感を意のままに操あやつる力を持っている。

　ところがシュトライムにとっては、軽いマッサージにしかならなかった。

「そこそこ。もっと強くしてもいいぞ。最近、肩かたも腰もこっていてな。はぁ……電でん気き風ぶ呂ろみたいだ……」

「な、なぜ平然としてるネ！　普ふ通つうなら気が狂くるいそうになるはずなのに！」

　シュトライムが余裕の態度を取っていると、アウレリアは分かりやすく狼ろう狽ばいした声を響かせる。

「ふん、知れたこと。私とお前では位階が違ちがうんだ。こんな小こ賢ざかしい秘技が私に通用すると思ったか。マッサージとしては本当に気持ちいいのが心残りだが、お前の時間稼ぎにいつまでも付き合っていられん。ここまでだ」

「くっ――そう簡単に突破させないネ」

　ローションは触手であることを止め、一ひと塊かたまりの濁だく流りゆうとなってシュトライムを頭からつま先まで飲み込んだ。

　それはたんにシュトライムの動きを止めるにとどまらず、押しつぶそうと凄すさまじい水圧をかけてきた。

　――このヌルヌルだけじゃなくて、空間ごと閉じているのか。

　アウレリアが作ったであろうこの魔造空間が、一気に狭くなっていくのをシュトライムは感じた。

　狙いはプレス機と同じ。しかも空間そのものを閉じるのだから、潰す対象の強度は問わない。鋼鉄だろうがダイヤモンドだろうが、空間がなくなればそれでお終しまいだ。

「ならば、簡単に突破してみせよう」

　シュトライムは全身から魔力を解き放った。

　技とか術とかと呼べるようなものではなく、無造作に力を込めただけ。

　だが、その一撃で体を取り巻くローションは全て弾はじけ飛とぶ。

「なんてデタラメな魔力ネ！」

「たんにお前が弱すぎるだけだろ、アウレリア」

　シュトライムは姿を見せない敵を侮ぶ蔑べつし、そして迫り来る魔造空間の壁へ魔力を叩き込む。それはしぼみ始めた風船に、再度空気を入れ直すような行いだった。

　閉じようとしていた魔造空間の動きがピタリと止まり、再び安定し始める。

　収縮する世界の力と、それを押し返したシュトライムの魔力が、完全に拮抗した証あかしだ。

「流石さすがに私じゃお前を倒たおせないネ……けど、時間稼ぎが出来れば構わないネ！」

「時間稼ぎ、か」

　アウレリアの声は悔くやしそうではあった。だが焦りの色は少ない。どうやらハッタリではなく、本当に時間さえ稼げればそれでいいと思っているようだ。

　しかし、何のために？

　あと何分こうしているつもりかは知らないが、その程度の時間では、シュトライムが織姫に施ほどこしたプロテクトは破れないはず。

　エルメネヒルドがシュトライムの想像を超えた技術者に成長していれば、あるいは可能かも知れない。が、今まで見た限り、そういった気配も薄かった。

　――いや、技術的に未熟でも、奴は何をしでかすか分からん。なにせゲルメネヒルドの息子むすこなのだからな。

　シュトライムは、かつての仲間である狂った魔導技術者を思い出す。彼の発明は、蓄ちく積せきされた技術やセオリーとは無む縁えんの所から生まれていた。無論、体系化された知識を吸収することにも貪どん欲よくだったが、吐き出すものは決まって奇き想そう天てん外がいなのだ。

　もしエルメネヒルドが父親の才能を受うけ継ついでいるのなら、プロテクトがあるからと油断することは出来ない。

「アウレリア。お前が私を足止めしている間に、エルメネヒルドは何をするつもりだ？」

「ふん、聞かれて答えるバカはバルトセルだけネ」

「なるほど。では、この目で確かめることにしよう」

　シュトライムは放つ魔ま力りよくを一段階強めた。

　するとアウレリアが息を飲む。

「お、お前、まだ本気じゃなかったネ!?」

「おいおい、当たり前だろ。私を誰だれだと思っている？　魔界広しと言えど、私を確実に倒せるのはヴェズエルだけなのだぞ」

　縮まろうとしていた魔造空間は、巻き戻されるように元の広さまで広がっていく。

　そして元の広さでは止まらず、更さらに大きく膨ぼう張ちようしていった。

「ぐっ、これ以上広げたら……！」

「ふん、苦しいか？　無理せず魔造空間を解除したらどうだ。もうお前の許容範囲を超えているだろうに」

「うるさい、黙だまるネ！」

　魔造空間をどんな形にするかは造る者の自由だ。実際の街や地形をそのまま再現してもいいし、全く架か空くうの風景でもいい。それらをどこまで緻ち密みつに造れるかは技術次第、器用さ次第である。

　そして広さの上限は、魔力次第だった。

　シュトライムとアウレリアの魔力は、天と地ほども差がある。故にアウレリアが造れる魔造空間の面積はかなり小さい。どう頑張っても、県一つ程度だろう。

　そんなアウレリアの魔造空間に、シュトライムの魔力を無む理り矢や理り流し込めばどうなるだろう。

　風船に限界以上の空気を送り込めば破は裂れつする。それと同じことが起きる。

「さあ、トドメだ。言っただろう、簡単に突破すると」

　シュトライムは送り込む魔力の量を、一気に増やす。

　今まで何とか耐たえてきたアウレリアだが、空間内にその悲鳴が響き渡った。

「きゃあああああっ」

　その瞬しゆん間かん、バンッ、という音が鼓こ膜まくを震わせ、世界が破れた。

　ピンクの空に穴が空き、白い地面が崩くずれ落おち、ローションが滝たきとなって流れ出す。

　そんな光景も一瞬のことで、全てが砂になって消えてしまう。

　魔造空間は術者の魔力で維い持じされているのだ。魔力の供給が止まれば当然、その空間は崩ほう壊かいする。

　かくしてシュトライムは、アウレリアの魔造空間から脱出した。

　そして次に目の前に広がった光景は、どこまでも続く真っ白な廊下だった。
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　超重力――もうそんなものは感じていなかった。

　今の夏彦とバルトセルの動きを見て、遅おそいと思う者などいないだろう。

　軽く触ふれただけで岩を抉えぐり取とるような速度で二人は激げき突とつを繰り返し、剣と拳で火花を散らす。

「うぉらぁっ！」

「ウラァァッ！」

　ここまでで打ち合った攻撃の数は軽く一万を超こえている。

　しかし、戦い始めて五分程度しか経っていない。おまけに初めの方は、重力に脚を引っ張られ、満足に動けなかった。それを考えれば、激突のほとんどは後半だけで行なったことになる。

　――戦ってる内にどんどん力が溢れてくる……けど、それは向こうも同じか！

　求道位階に近づいているというより、単純にテンションが上がって限界まで力を引き出せているに過ぎない。そうであると分かるのは、自分の求める道が、こんなちんけなものではないと確信しているからだ。

　夏彦が理想とする自分は、バルトセルなど一撃で倒せる。誰が来ようと織姫を余裕で守れる。たとえ地球が砕くだけようとも、太陽系が飲み込まれようと、宇宙が消しよう滅めつしようと。関係ない。全てどうにかしてやる。

「ハッ、三世寺夏彦！　まるで俺なんか眼中にねぇって顔だな！　けど、そういうのは俺を倒してからにしろやッ！」

「ああ、そうさせてもらう！」

　そんな罵りの応おう酬しゆうも、常人には聞き取れない速さで放たれている。なにせ二人は音速の百倍以上で動いているのだ。まともに話していては、アクビが出てしまう。

　人が一生かけて歩むような距きよ離りを一瞬で走破しながらも、二人の戦いは膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいっていた。

　互いの攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ力りよくが拮抗してしまい、どちらも決定打を出せずにいる。

　見た目の派手さとは裏腹に、勝負の流れは停てい滞たいしているのだ。

　ここで火か界かい咒じゆか三さん叉さ雷らい毘び槍そうを使えれば話は変わるのだろうが、そのどちらも壊こわれている。

　夏彦は斑鳩流の技だけでこの状況を突とつ破ぱしなければならない。

　こうしている間にも、織姫が何かされているかも知れないというのに。どうしてバルトセルなどと千日手を演じねばならないのか。

　――織姫……俺が行くまで、無事でいてくれ！

　そんな夏彦の心の叫びを聞いたわけでもないだろうが、タイミング良く、バルトセルの横よこっ面つらをしたたかに蹴けり飛とばす者がいた。

　赤い髪かみとロングスカートを靡なびかせ、瞬間移動ともいえる速さで現れた彼かの女じよはまさしく、夏彦の師し匠しようであるシュトライムだった。

　バルトセルは吹っ飛び、柱を貫き、壁かべにめり込んで白はく煙えんと瓦が礫れきを撒まき散ちらしてようやく止まった。

「おいおい夏彦。お前、こんなところでチンピラの相手をしている場合じゃないだろう？」

　そして、そんな横よこ槍やりを入れた本人は、平然と夏彦の前に立ち、気負いのない口調で語った。バルトセルを蹴ったことをもう忘れてしまったかのようだった。

「師匠。相変わらず、いきなり現れてやりたい放題だな」

「ん？　まだ一蹴りいれただけじゃないか。やりたい放題はこれからだ。だから夏彦。ここは私に任せて、早く先に進め。どこかに織姫がいるはずだ。助けるんだろう？」

「あったり前だ」

　シュトライムの言うとおり、夏彦がここまで来た理由は、織姫を無事に連つれ戻もどすことだ。バルトセルとの決着のためでは断じてない。

　故ゆえに夏彦は、少しの心残りもなく、シュトライムへこの場を託たくした。

「悪ぃ、奴の相手は任せた」

「うむ、任せておけ。お前こそ、織姫を頼たのんだぞ」

　自信の塊かたまりのような顔で頷うなずくシュトライムの横を、夏彦は全力で駆けていった。

　この白い廊ろう下かの向こうに織姫がいる。

　この空間の構造も分からないし、織姫の場所も特定していない。

　だというのに、どうしてか夏彦は、自分が走る方向が正しいと信じていた。

　磁石のＳ極とＮ極のように、自分と織姫は引かれているような気さえしていた。

「そこかっ？」

　やがて、廊下の終わりが見えた。

　そこに扉とびらはなく、ただ白いモヤが広がっているだけだった。一昔前のゲーム機は、処理能力が足りないために遠方の描びよう写しやを省略していたが、それにソックリな光景だ。

　夏彦は躊ちゆう躇ちよなくモヤに飛び込む。

　すると、その向こうに広がっていた景色は、更に白い世界だった。

　下も上も、視界まるごとが完全に純白。空もなければ地面もない。重力が働いているので上下は分かるが、視覚的には無に近い。

「織姫……どこだ織姫！」

　夏彦は叫びながら、その白い空間をさまよった。

　あてずっぽう、に限りなく近いが、それでも夏彦はわずかに感じられる織姫の気配を追って走る。

　それは本当に微び弱じやくな気配で、夏彦ですら見み逃のがしてしまいそうなほど薄まっている。しかし、この空間のどこかに織姫がいるのは確かなのだ。そう分かっているからこそ、砂さ漠ばくに落とした砂金を捜すが如き難事も可能になる。

　――俺が織姫を見つけられないはずがない！

　そんな意味不明の自信に導かれ、やがて夏彦は白い世界に違う色を見つけていた。

　灰色の門が建っていた。

　その周りに壁も何もなく、いきなり門だけが唐とう突とつに建っているのだ。

　そんなものを潜くぐり抜ぬけても、普通なら素す通どおりするだけで何も起きない。

　だが、この空間は常識外れなことばかりだ。ならば、この門も無意味なオブジェとは限らない。

　それに夏彦の勘が、織姫はこの先だと告げていた。

「織姫、今行くぞ！」

　あらん限りの大声で叫び、門を蹴け飛とばし、夏彦はその奥おくへと進んだ。

　くぐった瞬間、景色が一変する。

　真っ白だった空間は、二十畳ほどの部屋に変わった。

　そこにある椅い子すやテーブル、壁の装そう飾しよくなどは明らかに中ちゆう華か風ふうで、その手の料理屋に来たような違い和わ感かんに囚とらわれた。が、幸いにも、そんな違和感は一瞬で消え去った。

　部屋の中央に、織姫がいたのだ。

　それも、得体の知れない機械に四し肢しを繋つながれている。

「織姫っ!?」

　叫んでも返事はなかった。

　織姫の細い手足を、鉄の筒つつが飲み込み、天てん井じようから吊つるし、同時に地面からも拘こう束そくしていた。

　こめかみや首筋には電極が付けられ、見るからに痛々しい。

　織姫の目は開かれている。だが、そこに光はなかった。瞳どう孔こうは開き、首がダラリと垂れている。口の端からヨダレが垂れ、さながら生ける屍しかばねといった感じだった。

　そんな織姫の姿を見て、夏彦は体が震えた。動どう悸きがうるさいほど激しくなり、血液が沸ふつ騰とうしそうになる。

「やぁ三世寺夏彦。まさかこんなに早く辿たどり着つくとは思わなかった。いや、ほんと、バルトセルを相手に、凄すごいね。愛の力ってやつ？　見習いたいな、男として」

　織姫の後ろから、三人の【瓏玲の焔】が現れた。

　一人は年とし端はもいかない少年。人間でいえば十三歳程度だろう。女の子と見み紛まがうほど可愛かわいらしい顔立ちだが、その笑みには深い陰かげがあった。

　もう一人はチャイナドレスのアウレリア。織姫を連れ去った張本人だ。しかし前に会ったときは、常に人を食ったような笑みを浮かべ、底が見えない相手だった。なのに今のアウレリアは苦しげな表情で、痛みを堪こらえているような様子だった。

　そして最後はレムナンツの首領、リリウム・ホーリーベルである。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、何を考えているのか分からない。

「そういえば、この姿で君と会うのは初めてだったかな？　前は僕ぼく、変装してたからね。では改めまして三世寺夏彦。僕の名前はエルメネヒルド・マイスター。よろしく。ねぇ、リリ姉も自己紹介したら？」

「どうでもいい」

　エルメネヒルドはリリウムを促うながしたが、真顔で断られていた。

　しかし夏彦も、どうでもいいというのには賛成だ。

　名も顔も覚える必要がない。話も無用だ。重要なのは唯ただ一ひとつだけ。

「てめぇらが織姫をこんな目に遭あわせたんだな……っ！」

「うん、そうだよ。と言っても、実際に作業したのは僕とアウレリアで、リリ姉は見てただけだけど。そーんな怒らないでよ。君の恋こい人びと、ちゃんと生きてるよ？　ま、かなり弄いじくり回まわしたから、もう意識は戻らないかも知れないけど」

「俺を前にして……よくもそんな挑ちよう発はつが出来るなッ！」

　顎あごの骨に亀き裂れつが走るほど強く噛み締める。漫まん画がのように血管が浮き出す感覚が額にあった。頭に血が上りすぎて、視界に赤あか味みが差していく。

「織姫を解放しろ。さもなくば八やつ裂ざきにしてやる」

「ふーん。解放したら許してくれるんだ」

「ああ、四つ裂きで許してやる！」

「うわ、四つでも死ぬって」

　目の前の三人を生かしたままにするという選せん択たく肢しは、夏彦の中にはなかった。

　今殺すか、あとで殺すかという問題でしかない。

「……エルメネヒルド。来るネ。準備するネ」

　今まで押し黙っていたアウレリアが、小さくそう呟いた。

「分かってるよ。いつでも準備はオーケーさ」

　そしてエルメネヒルドは、そんな意味不明な回答をする。

　そのやり取りが夏彦の怒りを誘ゆう発はつした。

「もういい。取とり敢あえずくたばれ！」

　夏彦はエルメネヒルド目がけて、稲いな妻ずまのように突とつ進しんした。

　禍炎闇色剱で斬きる。八つ裂きどころか、細切れにしてやろうと考えていた。

　ところが――

「行け、黒くろ姫ひめ撫なで子しこ！」

　エルメネヒルドがそう叫んだ途と端たん、夏彦の眼前に黒姫撫子が出現した。

「なっ？」

　現れただけでも驚きなのに、なんと黒姫撫子は夏彦へ太た刀ちを振り下ろしてきた。それも半はん端ぱな斬撃ではない。今の夏彦ですら危機感を覚えるほど鋭い一撃だった。

　それを何とか跳ね返し、夏彦は後ろに跳とんだ。そして黒姫撫子を観察する。

　銀の髪、白い仮面、黒装束、緋ひ袴ばかま、太刀。

　間違いなく、織姫の傀く儡ぐつである黒姫撫子だった。

　しかし、それにしては一撃が重すぎた。まだ手に痺しびれが残っている。そもそも、織姫の意識がないのに、どうして黒姫撫子だけ独立して動いているのだろう。

　それも、エルメネヒルドの叫びに合わせて動いたのだ。

　これはまさか。

「師匠のプロテクトをやぶったのか!?」

　もしそうだとすれば、目の前にいるのは黒姫撫子ではなく、ダイアンサス本人だ。

　つまり、織姫の中から【ダイアンサスの残鉄】が抜かれてしまったということになる。

「そうさ。シュトライムのプロテクトなんて、僕らの手にかかれば楽勝……と言いたいところだけど、残念ながら違うんだ。これはあくまで黒姫撫子という傀儡。僕はそれを借りて操ってるだけ」

　そう言ってエルメネヒルドはニコニコと笑い、更なる攻撃命令を下した。

「キックだ、黒姫撫子！」

　命令に従い黒姫撫子は夏彦へと駆け出し、回まわし蹴げりを放つ。先さき程ほどは不意を突つかれたが、こうして身構えていれば対処は簡単――と思いきや、目の前から黒姫撫子が消えた。

　刹せつ那な、真後ろに気配が現れる。振り返ると、黒姫撫子は袴はかまを翻ひるがえし脚を夏彦の頭上まで上げ、かかと落としを繰り出してきた。

「ぬぅっ」

　夏彦はその脚を左手で掴み、止める。それから黒姫撫子に足あし払ばらいをかけ、床ゆかに倒した。続いて右手の禍炎闇色剱を白い仮面に叩たたき付つけた。

　バリンッ、と盛大な音を鳴らして割れた。

　今まで隠かくされていた黒姫撫子の素す顔がおが、初めて夏彦の前に晒さらされる。

「これが黒姫撫子、いやダイアンサスの素顔か」

　仮面に負けないほど白い肌はだに、引き込まれそうなほど赤い瞳ひとみ。顔立ちは恐おそろしくなるほど整っており、まさに魔ま王おうの妻という貫かん禄ろくがあった。

　夏彦がその顔に気を取られた一いつ瞬しゆんを突き、黒姫撫子は腹に蹴りを打ち込んできた。夏彦は飛とび退のいて避よけたが、倒れていた黒姫撫子は起き上がってしまう。そして真しん紅くの瞳で睨にらみ付つけてくる。

　だが、いくら美しくても、そこに感情はなかった。

　命令に従うだけの傀儡なのだ。

　ダイアンサスではなく黒姫撫子だというエルメネヒルドの言葉は、どうやら真実らしい。

「どう？　凄いでしょ。僕はロボットみたいに黒姫撫子を動かせるんだ。君の恋人を中ちゆう継けいしてね」

「織姫を中継する、だと？」

「そうさ。だって【ダイアンサスの残鉄】はいまだに君の恋人の中だ。まだ取り出せそうにない。そこで苦肉の策だよ。この機械を使って、ダイアンサスの力だけを僕らのものにする。正直言って、ダイアンサスを生き返らせるって目的の役には立たないんだけど。まずは君とシュトライムを撃げき退たいしないことには始まらないからね。これ、僕のアイデアなんだ。面おも白しろいと思わない？」

　エルメネヒルドは本当に自じ慢まんげに語っていた。それこそ、褒めてもらいたがっている子供そのものだった。

「しゃべり過ぎネ、エルメネヒルド」

「ああ、ごめんごめん。どうしても自慢したくってさ」

　叱しかられたエルメネヒルドは、舌を出して肩をすくめた。

「まぁそんなわけで、君には僕ら三人と黒姫撫子を同時に相手してもらう。言っておくけど、黒姫撫子の強さは、蓬田織姫が操っているときとは別物だから。それでもダイアンサスには程ほど遠とおいんだけどさ」
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　エルメネヒルドが語り終わったと同時に、アウレリアが呪言を解き放った。

「花か車しや乙おと女め『求道位階秘技』愛あい河が愛あい染ぜん雨あめ虎ふらし」

　どうやら彼女もまた、バルトセルと同じく求道位階に到いたった者のようだ。

　その秘技が発動すると、アウレリアを中心に液体が溢れ出し、部屋の床全体を飲み込んでしまった。水位は夏彦の腰まで上がり、ヌルヌルしていて気持ち悪い。

　いや、気持ち悪いだけならまだしも、その液体は夏彦の脚を締め付け、拘束してきた。それもかなりの力だ。夏彦は液体を蹴り飛ばし逃のがれようとしたが、グニャリと歪ゆがむだけで離はなれてくれない。

「シュトライムには逃にげられたけど、弟子のお前には負けないネ！」

　そして液体が迫せり上あがり、五匹の大だい蛇じやの形を作る。天井に頭がつくほどの巨きよ体たいであり、強力な魔ま力りよくが込められていた。

　それら全てが一斉に唸うなりを上げ、夏彦目がけて体を叩き付けてくる。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ肆――楞りよう嚴ごん暗あん幕まく」

　五つの方向から迫せまる攻撃に対し、夏彦は黒い幕で全体を包つつむ。

　大蛇たちをその表面で跳ね返した。

　しかし大蛇は諦あきらめず、体をしならせ、即そく座ざに二撃目を打ち込んできた。

　楞嚴暗幕の上から、大きな震しん動どうが伝わってきた。一匹一匹が超ちよう高こう層そうビルを跡あと形かたもなく破は壊かいできる力を秘ひめている。だが、楞嚴暗幕は壊れない。

　アウレリアの攻撃力は、バルトセルよりは一段劣おとるようだ。

　ならば、ここから一気に反はん撃げきに転じようと夏彦が思ったのも束つかの間ま、黒姫撫子が真横から斬りかかってきた。

「くっ！」

　その斬撃は、大蛇を五匹まとめたものより遥はるかに強きよう烈れつだった。

　楞嚴暗幕は壊れなかったものの、大きく歪んだ。そして即座に追撃が来る。

　エルメネヒルドが言ったとおり、織姫が操っていたときとは段だん違ちがいの強さなのだ。立ち止まったまま相手をするのは極きわめて危険である。

「こっちも忘れないで欲しいネ！」

　アウレリアの大蛇は一カ所に集まり、五匹から一匹に合体した。当然、太さも長さも増大する。バネのように身を縮ませ、弾だん性せい力りよくを溜ため込こんだ。限界まで縮んだ蛇へびのバネは、その力を一気に放出し、夏彦に突とつ撃げきする。

「小賢しいッ！」

　夏彦は吼ほえ、楞嚴暗幕を解除する。それに使っていた魔力を攻撃に転じ、周囲へと撒き散らす。

　腰まで溜まっていた液体は、波打ち、押し流され、夏彦から離れていく。

　自由になった夏彦は後ろに飛とび退のき、大蛇と黒姫撫子を回かい避ひした。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ参――朧朏穿雲」

　夏彦は特大の弓と矢を作りだし発射した。その黒い矢は射った瞬しゆん間かん膨ぼう張ちようし、人よりも巨きよ大だいになる。矢を射るというより、膨ぼう大だいなエネルギーの塊を放出した感じだ。

　大蛇も黒姫撫子もまとめて飲み込む軌道だったが、残念ながら黒姫撫子は素す早ばやい反応で躱かわしてしまう。消滅したのは大蛇だけだった。

「そんな、弟子のお前にも私は勝てないネ!?」

　アウレリアは悔しそうに拳こぶしを握にぎりしめ、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

　どうもアウレリアは、シュトライムによほど酷ひどくやられたらしい。弟子の夏彦なら勝てると踏ふんでいたようだが、残念ながら、その当ては外れた。

「アウレリア、落ち着いて。まだ負けたわけじゃないよ！」

　エルメネヒルドは黒姫撫子に命令を出しつつ、アウレリアを叱しつ咤たした。

　それによって気を取り直したアウレリアは、再度、一匹の大蛇を作り出す。

　鬼き気き迫せまるほどの殺気を放ち、大蛇は暴れ始めた。夏彦はそれを禍炎闇色剱や舞羽時雨を使い弾はじきつつ、黒姫撫子の相手をするという苦しい戦いを迫られた。

　そんなとき、これまで黙っていたリリウムが動き出した。

「エルメネヒルド。種をまくから、合わせて」

「……うん！」

　エルメネヒルドが頷くと、リリウムは両りよう腕うでを広げ、袖そでから出した何かを放ほうり投なげた。

　無数の小さな粒状の物体が、液体の上に落ちていく。

　その次の瞬間、植物が床全体に根を張り、一斉に発芽した。

「な、に！」

　予想外の展開に、夏彦は声を上げた。

　なにせ美しい白しら百ゆ合りが、部屋一面に咲さき誇ほこっているのだ。戦いの舞ぶ台たいには似つかわしくない。

　夏彦が訝いぶかしんでいると、今度はエルメネヒルドが帽ぼう子しを脱ぎ、トンと指で弾いた。すると帽子の中から、数百、あるいは千を超えるミツバチの群れが飛び出した。

　ミツバチたちは百合の花に殺さつ到とうし、その蜜みつを吸う。するとどうしたわけか、ミツバチの目が赤く光り始めた。

「どうしてか知らないんだけどさ、魔ま界かいのミツバチって百合の蜜吸うと、凄く凶きよう暴ぼうになるんだよね。動く者は手当たり次第に刺さして、噛かみ砕くだいて、引ひき裂さく。けど、僕は虫を操るの得意だから。ターゲットは君だけだ」

　エルメネヒルドは夏彦を指差す。

　それに従い、ミツバチの大群が夏彦へと襲おそいかかった。

　もともとハチの羽音は人に本能的な恐きよう怖ふを与あたえるが、ここまで密集すると鼓膜が破れそうなほどの爆ばく音おんとなる。

「虫けら如きに俺おれがやられるか！」

　夏彦は剣けんを振ふり、ハチを薙なぎ払はらった。が、斬れたのは群れの極一部だけ。残ったハチは無傷のまま夏彦へ突っ込み、針を突き立ててくる。

　しかし、刺さらない。

「え、嘘うそっ？」

　エルメネヒルドは目を丸くして唖あ然ぜんとする。

　ミツバチの針は全すべて、皮ひ膚ふに刺さる直前で止まっていた。夏彦の魔ま力りよく防ぼう壁へきに阻はばまれ、それ以上進めないのだ。

　だが、ハチに取り囲まれたことにより、夏彦の動きは一瞬止まってしまう。その隙すきを突いて、大蛇が鞭むちのようにしなり、横から体当たりしてきた。

「ちっ」

　ガードは間に合ったが、夏彦の体は浮かび上がり、壁かべ際ぎわまで飛ばされた。

　着地した瞬間、黒姫撫子が百合の花弁を散らしながら太刀を打ち下ろしてきた。

　それに合わせて夏彦も禍炎闇色剱を振り上げる。

　二つの剣が鍔つば迫ぜり合あい、オレンジの火花を散らす。

　ついさっきまで夏彦の力は黒姫撫子に勝っていた。そのまま押し切り、跳ね返せるはずだった。

　ところが信じがたいことに、黒姫撫子の力がどんどん強くなっていく。

　いつの間にか夏彦は歯を食いしばり、逆に押し切られないよう全力を尽つくしていた。

　――こいつ、どうなってやがる！　今までは本気じゃなかったのか？

　不可解な現象に夏彦は混乱する。だが、悠ゆう長ちように悩なやむような贅ぜい沢たくは許されない。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで耐えなければ、負ける。

　と、そのとき、夏彦の耳に聞こえるはずのない声が聞こえた。

「あ、あぁ……」

　織姫の声だった。

　機械に吊され眠ねむっている織姫が、苦しげな声を漏もらしたのだ。

「うーん、やっぱり無む茶ちやだったかなぁ？」

　エルメネヒルドは織姫を見上げ、薄笑いを浮かべながら首をかしげた。

「無茶、だと……てめぇ、織姫に何をした……!?」

「いやぁ、ちょっとね。君があまりにも強いから、黒姫撫子に送り込む魔力を二倍にしてみたんだよ。けど、やり過ぎみたいだね。もともと蓬田織姫のキャパシティを越える力を引き出してたんだから。でも、あと一ひと押おしみたいだから、三倍までいってみようか」

「うわぁ、エルメネヒルドってばあくどいネ。どんどんやるネ！」

　アウレリアが楽しげにはやしたてる。

　そして黒姫撫子の力は更に増大し、夏彦は遂ついに膝ひざを突いた。

　関節が軋きしみ、筋肉が千切れそうだ。禍炎闇色剱は今にも折れそうなほどたわみ、維持するために夏彦の魔力を吸い上げていく。

「あ、ぅ……うぅ……っ」

　織姫の声は大きくなり、ガクガクと痙けい攣れんしていた。意識がないまま涙なみだを流し、口から泡あわを吹き出す。

　死ぬ。このままでは織姫が死ぬ。

　夏彦と織姫は数メートルしか離れていないのに、助けることが出来ない。

　他でもない、夏彦を倒すために織姫は苦しんでいる。

　そんなふざけた話があるだろうか。

　夏彦がここに来たのは、織姫を殺すためではない。殺されるためでも、心中するためでもない。

　助けに来たのだ。

　抱だきしめ、ごめんと謝あやまり、もう大だい丈じよう夫ぶだよと言って、キスをする。

　照れて真っ赤になった織姫を連れて帰り、夢幻島でキャンプの続きを始める。カレーの大食い競走をして、花火をして、夜空を見ながら浜はま辺べに寝ね転ころび、眠くなったらテントに潜もぐる。そして織姫と二人きりになったところで、もう一度キスを迫ってみよう。どうせ委員長やヘルガが邪じや魔ましにくるのだろうが、それもまた楽しいだろう――

　そんなささやかな望みを、どうして邪魔されなければならないのだ。

　このレムナンツという連中は、夏彦から全てを奪うばおうとしている。

　織姫のいない渚なぎさ市し、織姫のいないイデアル、織姫のいない日本、織姫のいない世界。

　全て空っぽと同じだ。

　織姫がいなければ、何も始まらないのだ。

　それを奪おうとする者は殺す。滅殺する。

「へー、まだ頑がん張ばるんだ。じゃあ四倍、やっちゃう？」

「やっちゃうネ！」

「ちょっと、二人とも……三世寺夏彦の様子が、変……」

　リリウムはこちらを見て、顔をしかめていた。何だか分からないが、大変なことが起きそうだと感じ取ったのだろう。

　しかし、夏彦自身、自分に何が起きているのか分からなかった。

　ただ、紡つむぐべき言葉が口から勝手に漏れていく。

　それこそが自分の求める道だと確信をもって言えた。

　――織姫を助ける。その力が欲ほしい。だから俺は、こいつらを破壊する！

　全てを終わらせる禁断の呪言が、ここに放たれる。

「帝釈天インドラ『求道位階秘技』南な無む・忉とう利り天てん曼まん荼だ羅ら」

　刹那、世界が震ふるえた。

　究極の力が溢あふれ出だしてくる。

　深い魂の底から、尽きることなく吹き上がった。

　自分の中に眠っていた無む尽じん蔵ぞうともいえる力の源泉を今、夏彦は認にん識しきした。

　人界、魔界、天界を内包する高次元世界、須しゆ弥み界かい。その頂点に君臨する神。

　全てを創造し、破壊し、再生させてきた絶対者。

　億や兆という桁けたでは語れぬ悠ゆう久きゆうの存在。

　すなわち――帝釈天インドラ。

　それこそが夏彦の前世だった。

「ヤ、ヤバイネ！　神が……インドラが目覚めたネ！」

「そんな、何だってこのタイミングでッ？　もう少しで倒せたのに！」

　アウレリアとエルメネヒルドは、この世の終わりでも見たかのような顔色で、蒼そう白はくを通とおり越して土気色になっていた。

　それは夏彦がバルトセルとアウレリアを初めて見たときに抱いた感情そのままだろう。

　一つ違ちがうのは、あのときのバルトセルとアウレリアに、こちらを殺す意志はなかった。だが夏彦は、レムナンツを一人たりとも生かしておけない。

　力と共に、猛もう烈れつな殺意が体全体に染しみ渡わたっていく。

　まるで自分本来の意志が、別のものに塗り変わっていくようだ。

「二人とも、落ち着いて。まだ完全にインドラになったわけじゃない。これが本物のインドラだったら、私たちはもう死んでる」

　震えるアウレリアとエルメネヒルドを、リリウムは落ち着いた声で制した。

　大人しそうな顔をして、一番度胸がすわっているらしい。

「これ以上インドラに近づく前に……ここで倒たおす」

　リリウムは右みぎ腕うでを突き出し、その袖から植物のツルを伸のばした。ツルは夏彦の体に巻き付き、縛り上げる。しかし少しも窮きゆう屈くつに感じない。夏彦の動きを止めるには弱すぎる。

「行け黒姫撫子！　そしてミツバチ！」

「大人しくぶっつぶれるネ！」

　その場にいたあらゆる敵が、夏彦を屠ほふろうとして一いつ斉せいに立ち向かってくる。それに対し夏彦は、無造作に手を振っただけだった。

　そんな何気ない動作で、全てが弾はじけ飛とんだ。

　黒姫撫子は吹っ飛び、ミツバチは粉々になり、大蛇は霧む散さんする。

　床を満たしていた液体は蒸発し、そこに浸ひたっていた白百合が灰になる。

　誰だれ一ひと人り抗あらがうことの出来ない、神の力。

　これさえあれば何もいらない。

　そんな考えが突とつ然ぜん浮かび上がり、夏彦は慌あわてた。

　――な、何考えてるんだ俺は！　織姫を助けるんだろっ？

　しかし自分のものではない思いが次々と溢れ、夏彦を飲み込んでいく。

　目的など必要とせず、ただ戦うことだけが存在価値。

　人界、魔界、天界を巻き込んで、永えい劫ごうに戦い続ける者。

　――俺は、俺は……三世寺、な、なつ。

　そのとき、三世寺夏彦という人格は溶とけ、神の中に混じっていく。ただ敵を殺す装置と化した。

　そして、三世寺夏彦だった肉体は、森しん羅ら万ばん象しように宣言する。




「我わが名を帝釈天インドラ。これより世界の終焉ビツグクランチを開始する。

　汝なんじら、全ぜん霊れいをかけて抗え。

　それが蠱毒の中に生まれた者の義務と知れ」







第三話　幼馴染み







「よぉ、久しぶりだなシュトライム。日本こつちに来てから会うのは初めてだな」

　バルトセルは敵意と親しみをない交ぜた声で語りかけてきた。

　そういえばそうだったかとシュトライムは思いだし頷く。

「すると五年ぶりか。久しぶりと言えば久しぶりだな。元気にしていたか？」

「ああ、一晩中暴れられるくらい元気だぜ。テメェはどうだシュトライム。俺たちを裏切りゲシュペスについて、良心の呵か責しやくにさいなまれちゃいねぇか」

「お前の口から良心の呵責なんて言葉が出るとは思わなかったな。まぁ、そうだな。まったく心が痛まなかったと言えば嘘になるが、かといって後こう悔かいしているわけでもない。ヴェズエルはやり過ぎた。奴やつに魔王は任せられんよ」

「ハッ。するとテメェはヴェズエルよりゲシュペスの方が魔王の器うつわだっていうのかよ。あのヘタレが」

「少なくとも私はそう思ったが？」

　シュトライムは澄すまし顔がおでそう言って、肩かたをすくめてみせる。

　それをバルトセルはしばらく睨んでいたが、やがて笑えみを浮かべた。

「ま、お前が裏切った理由なんて正直なところどうでもいい。むしろ俺としてはテメェと闘りあう大義名分が出来てありがたいくらいだ」

「なんだ、女一人襲うのに大義名分が必要なのか。意外と生き真ま面じ目めなんだなバルトセル」

「言うと思ったぜシュトライム。その答えはイエスだ。俺はこれでも仲間のことは大切に思ってるし、ヴェズエルに仕えることに誇りを持っている。同どう士し討うちなんか出来るかよ。だがな、テメェが裏切った以上、遠えん慮りよはいらねぇ……覚かく悟ごしな。滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるよ」

　バルトセルは淡たん々たんと、しかし力強く語り、周囲一帯の重力を天てん井じよう知しらずに増大させていった。

　だがシュトライムは戦せん慄りつするどころか、可笑おかしくなって笑い出してしまった。

「ぷ、ふふふ……あ、いや悪い。しかし、お前が、この私を？　滅茶苦茶にするって？　あははは、やれるものなら是ぜ非ひともやって欲しいな。近ちか頃ごろ、お前ら男からまるで力強さを感じないから、辟へき易えきしていたところだ」

「はん、その辺の軟弱者と比べんなよ。俺を誰だれだと思っていやがる」

「雑ざ魚このバルトセルくん」

　軽口を叩き合っているうちに、シュトライムは何だか楽しくなり、昔に戻ったつもりで言ってみた。

　すると案の定、バルトセルの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切断してしまったようで、瞬しゆん間かん的てきに場の空気が一変する。

　それにしても、何と分かりやすい性格であろうか。千年経たっても少しも成長していない。

　子供の頃ころは、彼かれのこんな性格を利用して、よくクロムウェルと一いつ緒しよにからかったものだ。

「俺が、この俺が雑魚だと？　他のことは何を言われても構わねぇが、それだけは許さねぇ……二度とその口、きけねぇようにしてやる！」

　重力が炸さく裂れつした。

　言葉としてそんな表現が正しいのかは分からないが、それ以外にシュトライムは上う手まい言い回しを見つけられなかった。

　履はいている靴くつが潰つぶれ、服もやぶけそうなほど引っ張られる。

「おお、下着がズリ落ちそうだ。さてはそれが狙ねらいだな、えっちな奴」

「ぬかせ。その軽口がいつまで持つか、試ためしてやるよシュトライム！」

　バルトセルが叫ぶと同時に、彼の前に、十三本の紫むらさき色いろの槍やりが出現した。

　シュトライムはその槍の特性を知っている。

　バルトセル本人も敵も味方も等しく縛る超ちよう重じゆう力りよくであるが、あの槍だけは例外だ。重力の影えい響きようを一いつ切さい受けず、速度を維い持じしたまま一直線に向かってくる。

　ほとんど反則に近い攻撃だ。バルトセルの性格に相応ふさわしく、戦闘向きの秘技として見事に完成している。

　しかし、シュトライムからすれば、恐れることは何もない。

　如い何かに速かろうがバルトセルの力ではシュトライムの魔力防壁を貫つらぬけないし、そもそもこの程度の重力なら障害にもならない。

　少し動きが遅おそくなるのは確かだが、相手に後おくれを取ることは絶対になかった。

「斑いか鳩るが流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　右手に握った黒の剣を、軽い仕草で横に振る。

　すると十三本の槍は尽く消し飛び、痕こん跡せきすら残らない。

「目め眩くらましを消して悦えつに入ってんじゃねーぞ！」

　爆音と共に地を蹴けったバルトセルは、馬ば鹿か正しよう直じきに真正面から突っ込んでくる。これでは目眩ましの意味がない。

　だがシュトライムは、そんなバルトセルの一本気な心が心ここ地ちよくてたまらなかった。

　逃げも隠れもせず、そのまま受け止めてやりたい。

「いい男なんだがなぁ、一つの欠点さえなければ」

　そうぼやきつつシュトライムは、バルトセルの拳を剣で弾く。

　互たがいの距きよ離りが離れたかと思ったその次の瞬しゆん間かん、バルトセルは廊下の天井や壁かべを蹴り飛ばし、三次元的な軌き道どうでこちらの後ろに回り込んだ。

　――なるほどな。大口叩くだけあって、五年前よりは強くなっている。

　厳しい修しゆ業ぎようを積んだのだろう。その頑張りを褒ほめてやりたい。そんな慈じ愛あいに満ちた気持ちすら沸き上がってきた。

「しかし、後ろに回り込んだくらいで私は動じないぞ。私に一いち撃げきを入れたいのなら、泥でい酔すいして寝ねているときを狙って百人くらいで攻撃してこい。そうしたら一発くらいは当たるかもな」

「一人で十分に決まってんだろッ！」

　シュトライムは振り返り、バルトセルの攻撃を受け止める。

　彼の攻撃は重く、動きは速く、重力は強く、闘とう志しは最高潮。

　それでもシュトライムとバルトセルの溝みぞは埋うまらない。

　理由は単純。地力の差がありすぎるのだ。

「うぉらぁぁぁっ！」

　重力が更さらに強くなる。それによってシュトライムとバルトセルの動きは遅くなり、相対的に槍の速度は速くなる。

　シュトライムは、背後に十三本の槍が生まれたのを感じ取った。

　前方のバルトセルと、後方の槍。

　ここまで不利な体勢になっても、シュトライムは微み塵じんも焦あせらなかった。

「お前の欠点はな、バルトセル。それは単純に弱いということだ。ようするに冗じよう談だん抜ぬきで雑魚なんだよ」

「――ッ」

　包み隠さず言ってやると、バルトセルの顔が恥ち辱じよくに歪んだ。何かを言いたげだったが、その言葉が放たれる前に、シュトライムの禍炎闇色剱が周囲の全てを薙ぎ払う。

　一つの斬撃から伸びた衝しよう撃げき波はが、槍の全てと、バルトセルと、更に柱と壁の一部をも斬り裂いた。

「ごああァッ！」

　肩から腰こしにかけて血を流しながら、バルトセルは吹っ飛んでいく。壁に突き刺さり、瓦が礫れきを飛び散らせ、塵ちりを巻きあげる。

　死にはしないが、このまま戦いを続けることはまず無理だろう。

　痛みで集中できないし、血が足りないし、あちこちの骨も砕くだけている。

　再会を祝した勝負もここまで――シュトライムはそう思ったが、しかしバルトセルは全く逆の意見のようだ。

　驚おどろいたことに先程までの倍の、二十六本の槍が現れ、飛びかかってきた。

「む？」

　無論、数が増えたところで、シュトライムの魔力防壁は突とつ破ぱできない。全ては皮膚の表面で弾かれ、消えるのみ。

　しかしそれでも、あの傷を負っていながら攻撃を仕し掛かけてきたバルトセルに、賞賛を禁じ得なかった。

「大した奴だな。まだ続けるつもりなのか？」

「ったりめぇだろ、ヒヨってんじゃねーぞ。俺はテメェを倒す……倒して、その矛む盾じゆんした生き様を終わらせてやるよ」

　バルトセルは立ち上がり、全身から血を流しながらも、ゆっくりとこちらに近寄ってきた。

「……おせっかいだな、お前も」

　シュトライムは呆あきれたように呟つぶやいたが、実のところ、少しドキリとしていた。

　自分が矛盾をはらんだ人生を送っているのは承知している。

　なにせ、『誰よりも強くなりたい』と思っているくせに、好みの異性は『自分より強い男』なのだから。

　その二つは絶対に両立しない。どちらかを諦めねば、先に進めない。

　だからかつてのシュトライムは、自分より弱くなったバルトセルと別れたのだ。

　決して嫌いになったからではなかった。

　ただ、付き合っている男が自分より弱いというのは、やはり女として違い和わ感かんを覚えるだろう。

　男は強くあって欲しい。私を守って欲しい。

　女なら誰だって思うはずだ。

　私は強くありたい。誰よりも強くなりたい。

　魔族なら誰だって思うはずだ。

「シュトライム。俺はテメェが間ま違ちがっているとは思わねぇ。どっちの想おもいも至極当然。この上なく真っ当だ。じゃあ、何が悪い？　どうして矛盾する？　ああ、答えは単純だ。男オレが悪い。男オレが女テメエを叩きのめして、屈くつ服ぷくさせて、自分は一番にはなれないと思い知らせてやらなきゃいけなかった。魔族の男と女は大たい概がいそうしている……だが、俺には出来なかった。素す直なおに謝るぜ。悪かったな、幻げん滅めつしただろ。確かに俺は雑魚過ぎた。だから、今ここでやりなおす。俺はテメェを倒して、身みの程ほどを思い知らせてやるよ」

「……バルトセル、お前って奴は」

　この告白は、卑ひ怯きようではないか。

　二人が別れたのは、もう何百年も前なのに。

　それなのに、ずっと好きでいてくれたのだ。本来なら思春期で終わらせていなければならないシュトライムの矛盾を、ここで終わらせてやると、そう言ってくれている。

　ここまで言われては、心が動かぬはずがない。

　もともと恋人同士だった仲。

　気き恥はずかしくてとても口には出せないが、ときめいた。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さ愁しゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎり」

　そしてバルトセルは改めて秘技を唱え、超重力を更に更に強めていく。

　限界を超こえ、魔力を絞り出し、死の淵ふちまで突き進む。

　彼が求める道は唯ただ一ひとつ。

　――逃がさない。放さない。俺のそばにいろ。

　言葉にしなくても、ハッキリと伝わってきた。この重力がシュトライムを全力で抱ほう擁ようしてくる。

　なのにシュトライムは、この抱擁に少しも力強さを感じなかった。

　バルトセルが死を賭として告白してくれているというのに、どうしようもなく萎なえてしまうのだ。

　弱い。脆ぜい弱じやく。吹けば飛びそう。少し力を加えただけで壊こわれてしまう。

　それを思うと、自分がバルトセルのものになるなんて、納なつ得とくできなかった。

「バルトセル。もうやめろ。私たちの仲は終わったんだ。それ以上続けると、死ぬぞ」

「うるせぇ、泣きそうな顔で言ってんじゃねぇよ！　やめられるわけねーだろうがっ！」

　彼は血を吐はいた。

　重力で体が折れ、皮膚を貫いて骨が飛び出した。

　なのにバルトセルはやめないのだ。

　シュトライムを倒せるなら、自分は死んでもいいと言わんばかりに。

　これほどまでに想ってくれるなら、いっそ弱くてもいいのではないか。自分より強い男がいいなんて少女じみた考え、そろそろ捨てるべきなのではないか。

「バルトセル……私は……」

　そこで言葉に迷い、シュトライムは言いよどんだ。あと一言で、この先の人生が全て変わってしまうかも知れない。変わってもいいと今の自分は思っている。

　きっと明日になれば、また考えが変わるのだろう。

　だから今言わなければ、分ぶん岐き点てんが閉じてしまう。

　簡単な話だ。私もお前が好きだと、そう言えばいいだけのこと。それで別の道に進めるのだ。

「私もお前が――」

　シュトライムがそれを言おうとした瞬間、世界が震えだした。

　廊ろう下かの奥おく、夏なつ彦ひこが向かった方向から、途と方ほうもない力が放たれている。

　それが空気と地面を揺ゆらし、シュトライムに冷や汗をかかせているのだ。

「これは夏彦……いや、インドラか!?」

　求道位階の気配があった。シュトライムの予想どおり、戦いの最中で夏彦が覚かく醒せいしたのだろう。

　織おり姫ひめを守るという想いを狂きよう信しん的てきに高め、それを実現するため、内に眠るインドラの力を我が物とする。

　それが夏彦の求道位階秘技。

　そこまではシュトライムも予測できた。
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　ところが今起きている現象は、その予測の一歩先に進んでいる。

　――インドラが夏彦を乗っ取ろうとしているのかっ？

　前世の力が蘇よみがえったという話なら、極少数だが前例がある。だが前世の人格がそのまま復活して、今の人格を上書きしていくなど聞いたこともない。

　しかし、廊下の奥から伝わってくる気配は、夏彦のものから、かつてシュトライムも対たい峙じしたことのあるインドラへと置おき換かわっていた。

「……いや、それも違う。本当にインドラなら、我々全員とうに弾け飛んでいるはずだ。するとこれは、求道位階に目覚めたばかりで混乱しているだけか。それにしても凄すごい魔力だな。是非とも手合わせ願いたいものだ」

　弟で子しの放つ魔力を感じ、シュトライムは愉ゆ快かいな気持ちになった。

　どうしようもなく自分は魔族なのだと実感してしまう。

　こうして目の前に、自分を好きだと言ってくれている男がいるのに、それよりも戦いの匂においに惹ひかれてしまうのだ。

「おい、待てよシュトライム……どこに行くつもりだ。戦いはまだ終わっちゃいねぇぞ」

「そうか。では、この一撃で終わりにしよう」

　シュトライムは一足飛びでバルトセルに詰つめより、そのみぞおちに拳を叩たたき込こんだ。

「――ッッ！」

　バルトセルは悲鳴を上げることすら出来ず、そのままくずおれた。

　超重力の抱擁は解かれた。

　それが命を懸かけた求愛に対する、シュトライムの答えだった。

「夏彦が暴れている間に、私はヴェズエルの屍し体たいを捜し出す。もともとそういう計画だったからな。お前と遊んでいられるのもここまでだ」

「遊び、だと……俺との戦いを、遊びだと！」

　バルトセルは床ゆかに突つっ伏ぷし血を吐きながら、力を振り絞って訴うつたえた。

　それは怒ど声せいではなく、慟どう哭こくだった。

「……済まんな、バルトセル。お前が悪いんじゃない。わがままな私が悪いんだ。だから、私のことなんかいい加減忘れろ」

　シュトライムは去り際、バルトセルに軽く回復魔術を施ほどこし、死なない程度に傷を治してやった。

　別にそれで許してもらおうと思ったわけではない。

　ただ、こんな自分のためにバルトセルが死ぬのが嫌いやだったのだ。

「おいこらテメェ、自分が悪いとか意味不明なこと言ってんじゃねぇぞ！　どう考えても俺だろうが！　次は俺が勝つ……俺が勝ってやる！　絶対に……絶対に……っ」

　背中から、狼が哭なく声が聞こえた。

　だが、シュトライムは振り返らなかった。
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「辿たどり着ついたのは何人じゃ？」

「代行と私を入れて、十一人です」

　暗黒ドームの奥おく深ふかく、シュトライムのあとをつけて辿り着いた、白い球状の建造物。

　レムナンツの本ほん拠きよ地ちだ。

　ショコラはそのそばで、副官と並び浮かんでいた。

「ふむ……綺き麗れいに強い順からじゃな。まぁ、この空間の性質を考えれば当然か。十一人もいれば、ギリギリ間に合うじゃろ」

「はい、私も同意見です」

　ショコラの言葉に、アレス・アランは静かに頷うなずく。

　アレスは修しゆ羅ら庁ちようのナンバー７にして、ショコラの副官である。

　純血の【瓏ろう玲れいの焔ほむら】であり、その容姿は端たん麗れい。かなりの若手だが、そうはいってもショコラよりは年上だ。少年と青年の境目といったところだろう。

　鋭するどい目つきにメガネという風ふう貌ぼうが、理知的かつ冷たい印象を与える。

　実際、ショコラはアレスの事務処理能力に不満を感じたことは一度もない。が、同時に何を考えているのかも分からない。感情がないのではと思うことすらあった。

　しかし有能な部下をユーモアのセンスがないからといって更こう迭てつできるほど、ショコラは贅沢な立場ではない。むしろアレスの得がたい勤勉さを思えば、少々の欠点などご愛あい敬きようというものだろう。

「さて、これ以上待っても面子は増えないじゃろう。そろそろ始めるとするか」

　ショコラは念波通信を使い、この場にいる修羅庁メンバーへ命令を発した。

　彼らは当初の予定どおり、レムナンツの本拠地を取り囲み、そして懐ふところから呪符を取り出す。その呪符には、大規模構造物を押おし上あげるための術式が組み込まれていた。

　目指すは地上。動力源は修羅庁の魔ま力りよく。

　レムナンツがこれまで野放しにされてきたのは、その本拠地がどこにあるのか分からず、手出しできないからだった。しかしショコラの作戦が成功し、本拠地を地上へと押し上げることが出来れば、壊かい滅めつさせるのは極きわめて容易だ。

　もしかすれば、朝までには終わらせることが出来るかも知れない。

　そうなれば、ショコラの名前は魔界の歴史に残るだろう。それどころか、元げん老ろう院いんに入ることすら可能だろう。

　純血の焔ではないということで差別されてきたショコラが、魔界で最も名めい誉よある元老院になれるのだ。

　高い地位を得て何を成なし遂とげるかは考えていなかったが、とにかくのし上がりたいのだ。

　ショコラはときどき、自分は根っからの政治屋だな、と思う。しかし、悔くい改あらためるつもりもない。

　私腹を肥やして何が悪い。

　ここは魔界だぞ。自分は魔族だぞ。倫りん理り観かんという言葉自体が片腹痛い。

「呪符、展開。オペレーション・ジ・エンド、発動！」

　ショコラは声高らかに命令を発する。

　修羅庁の各員は、ありったけの魔力を呪符に送り込み、レムナンツの本拠地を取り囲む力場を形成する。

　嬉うれしいことに、呪符は正常に働き、白い建造物はゆっくりと上じよう昇しようを始めた。
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　脳に無数の鉄の棒を突っ込まれ、滅茶苦茶に掻かき混まぜられている。そうとしか表現のしようのない不気味な苦痛が、休むことなく織姫を苦しめていた。

　自分が誰なのか分からなくなるほど意識が遠のいたかと思うと、次の瞬間には覚醒し、何年分もの記き憶おくがドッと溢れ出す。誰かが、引き出しの奥にしまったペンを探すような要領で、織姫の頭の中を掻き混ぜている。

　痛みはないのに、強きよう烈れつな吐き気が襲ってくる。胃の中の物を全てぶちまけたい。

　なのに吐けなかった。それどころか口を開けることが出来ない。口が見つからない。

　目が見えない。何も聞こえない。体の感覚が一切ない。ただただ、脳を弄いじられる気持ち悪さだけが次から次へと迫せまってくる。

　自分は今、どうなっているのだろう。生きているのか死んでいるのかすら分からない。

　そんな織姫の意識を繋つなぎ止とめているのは、たった一つの短い単語。

　――夏、彦！

　その名を繰り返し唱えることにより、織姫の精神はかろうじて形を保っていた。そうしなければ、とっくの昔に消えていただろう。

　むしろ、消えてしまった方が楽に違いない。意識がなければ、この苦痛も消えてしまうのだから。

　しかし織姫は抗った。ここで屈くつしたら、二度と元には戻もどれない。

　もう夏彦に会えなくなる。

　だからどんなに苦しくても耐たえる。

　だが、脳のう味み噌そを攪かく拌はんされるという誰も経験をしたことのない拷ごう問もんを前に、織姫の限界が迫っていた。

「織姫よ、聞こえるか？」

　そのとき不意に、知らない女性の声が聞こえた。幻げん聴ちようなどではなく、ハッキリと織姫を呼んでいた。

　――誰、ですか？

　そう答えたとき織姫は、あれほど辛つらかった吐き気と目め眩まいが、嘘うそのように消えていることに気付いた。

「ふむ、ようやく繋がったか。先さき程ほどから語りかけていたのだが、エルメネヒルドがそなたの意識を強ごう引いんに掻き混ぜているお陰かげで、なかなか捕つかまえられなかった。どうだ、だいぶ楽になったであろう？」

　――はぁ……そうですね。

　相手が何者なのか分からず、織姫は警けい戒かいした。しかし楽になったのは確かなので、曖あい昧まいに返事をする。

「それはよかった。そなたから離はなれる前に一度、ゆっくり話がしたかったのだよ。苦痛は妾わらわが和やわらげた。安心するがよい」

　その女性は妙みように馴なれ馴なれしく、まるで織姫を昔から知っているような口ぶりだった。

　そして織姫も、彼かの女じよの声をとても身近なものに感じてしまう。まるで、生まれたときからずっと一緒にいたかのように思えてしまう。

　――貴女あなたは一体誰ですか。

「おや、つれないな。妾とお前はこの十六年間、片時も離れなかったというのに。そういった意味なら、あの夏彦より妾の方が、そなたと親密とすら言えよう」

　――十六年、片時も離れなかった……？　まさか貴女は。

「もっとも、エルメネヒルドの施した施せ工こうのお陰で、妾はじきにそなたから離れることが出来そうだ。エルメネヒルドにその自覚はなさそうだが。魔術というものはときに、術者にとってすら想定外の効果を引き起こす。夫もそろそろ目覚める頃ころ合あいだ。妾は宿主をそなたから夫に代えることにする。妻が夫に寄生するというのは、ある意味、正しい姿だからのう、ふふふ……」

　その声は、織姫の想像を肯こう定ていするように言葉を紡いでいく。

　ならば彼女の夫とは、レムナンツが盟主と仰あおぐ存在に他ほかならない。

「されど、織姫。そなたに寄生していた十六年もなかなかに愉快だったぞ。特にそなたと夏彦の絡からみは見ていて飽あきぬ。まあ、妾と夫のむつまじさには一歩劣おとるが……人間にしては美しい関係だ。褒めてつかわす」

　声は圧倒的高みから放たれた。

　織姫と夏彦の仲を、まるで見世物のように語っていた。あげく「褒めてつかわす」などと偉えらそうな語り口。何様のつもりなのだろうか。

　負けず嫌いの織姫は後先考えず、自分と夏彦がいかに理想的なカップルであるかを語ってしまった。

　――ふ、ふざけないでください！　貴女たち夫ふう婦ふがどんな関係か知りませんが、私と夏彦の方が親密に決まっています！

「ほう。その割に、まだ接せつ吻ぷんすらしておらぬではないか」

　――そんなものは何の尺度にもなりません！　夏彦は私のためなら何だってやります。私も夏彦のためならどんなことでもします。五年間会えなかったのに、少しも違和感なく前と同じように、いえ、前より親密に接することが出来るのです。そうです、愛し合っているのです！

　織姫は機き関かん銃じゆうのように言葉をばらまき、声の主と戦った。

　もっとも、戦っていると思っているのは織姫だけで、どうやら向こうはただ愉たのしんでいるだけだったらしい。その証しよう拠こに、織姫の言葉が途と切ぎれた途と端たん、他意のない純じゆん粋すいな笑いが巻き起こった。

「あはははは。やはりそなたは面おも白しろい奴よのぅ。妾をここまで愉しませるとは実にあっぱれ。夏彦にもそう言ってやれば良かろうに。死ぬほど喜ばれるぞ？」

　そこで織姫は、自分の台詞せりふを振り返り、そして死にたくなった。

　またしても勢いに任せて本音を言ってしまった。それもよりにもよって『敵』に対して。

「妾はそなたのそういうところが好きだぞ。故ゆえに殺さぬ。夏彦と共に、我が夫に相応ふさわしい敵となるが良い」

　――ま、待って下さい！　これからどうなるのですか？　いえ、今どうなっているのです!?

　織姫は彼女を呼び止めた。

　現状が全く不明だというのはとてつもなく不安だった。そしてそれ以上に、いままで黒くろ姫ひめ撫なで子しことして共に戦っていた存在が自分から離れていくのに、少なからず寂さびしさを感じたのだ。

　すると彼女は、織姫のことなど全すべてお見通しといった声で答えた。

「どうもこうもない。夏彦がもうすぐ助けに来る。そなたはそれを支えてやればいい。いつもどおりだ。それはこれからも変わらんのだろう？　そなたと夏彦は、妾と夫によく似ているからな」

　――え？

　なぜかは分からない。しかし織姫は、彼女から本物の好意を感じてしまった。

　もう黒姫撫子ではないのに。はっきりと敵になってしまったのに。

　そんな織姫の戸と惑まどいをよそに、彼女の気配は遠ざかっていった。
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　リリウム・ホーリーベルは、レムナンツの首領だ。

　破は戒かい王おうヴェズエルを蘇らせることに全てを賭かけ、何も恐おそれず、立ち止まることなく、この五年間歩んできた。

　なのに今、目の前にいる三さん世ぜ寺じ夏彦という人間の手によって、全てが台無しになろうとしていた。

　それは強いとか弱いとか、そういった言葉で語れる存在ではなく、まさに絶対的なのだ。

　須しゆ弥み界かいを統すべる神、すなわちインドラ。

　それがここに復活しようとしている。

　どうしてこのタイミングでインドラなどが目覚めねばならないのか。

　リリウムたちがヴェズエルやダイアンサスを生き返らせようと必死なのに、なぜインドラはこうもあっさりと再来してしまうのだ。

「リリウム、何をボンヤリしてるネ　ここから逃にげるネ！」

　アウレリアに腕うでを引かれた、そのとき――夏彦から咆ほう哮こうが上がった。

　ビリビリと腹の奥まで響ひびく声は、一いつ瞬しゆんにしてアウレリアの部屋を分解し、一同を白空世界の中心部へと押し戻した。

　リリウムたちは白い床に降り立ち、夏彦はその真正面に現れる。織姫は手足に機械をつけたまま転がった。そのそばに黒姫撫子も現れたが、今いま更さらそれを操あやつったところで役に立たないだろう。

「そんな……声だけで白空世界の構造を壊したのっ？」

　エルメネヒルドは驚きの声を上げた。

　しかし実際は、声を出すまでもないのだ。そこにいるというだけで、白空世界全体が震え上がり、内側から崩くずれていくのがよく分かる。

　今の白空世界はリリウムのみならず、アウレリアやバルトセルの魔力も使って維持されていた。かつてよりずっと頑がん強きようになったはずなのだ。

　だが、そんな真っ当な理り屈くつが通じる相手ではない。分かりきっている。

　なにせ魔ま界かい、天界、人界を通じて、間違いなく最強の存在なのだ。あのヴェズエルですら一対一では敵かなわなかった、正しよう真しん正しよう銘めいの神。

　今のレムナンツでは、絶対に勝てない。

　ならばどうするか――尻尾しつぽを巻いて逃げるしかない。

「ヴェズエルを連れて逃げる。二人とも急いで。白空世界が崩れる」

「くっ……悔くやしいけどそれしかないネ」

「でも、蓬よもぎ田だ織姫はどうするのさっ？」

「……今回は諦あきらめる。ヴェズエルを失うわけにはいかない」

　ダイアンサスが宿っている織姫は、向こうの仲間だ。よって放置しても危害を加えないだろう。それどころか、この上なく丁てい重ちように扱あつかわれるはずだ。

　しかしヴェズエルは彼らからすれば敵だ。動けないのをいいことに、徹てつ底てい的てきに壊されるに違ちがいない。

　選せん択たくの余地はなかった。

　リリウムたちは本拠地を捨て、せっかく手に入れた【ダイアンサスの残ざん鉄てつ】も放ほう棄きし、ヴェズエルだけを連れて逃げるしかない。

　完全な敗北だ。

　ところが、逃げることすら敵は許してくれなかった。

　――汝なんじら、全ぜん霊れいをかけて抗あらがえ。

　低く響く夏彦の声が、リリウムたちへ放たれた。

　森しん羅ら万ばん象しようを見下すかのような、圧倒的高みから放たれたような声だった。とても人間の声とは思えない。

　しかし同時に、人間のものとしか思えない声も聞こえた。

「織、姫……ッ」

　抗うように、絞り出すように、三世寺夏彦の口からこぼれ落ちる。

　リリウムは混乱した。

　自分が対峙している少年は、まだ人間なのか。それとも、もう人間をやめてしまったのか。蓬田織姫を守ろうとしているのか。ただ全てを消しよう滅めつさせようとしているだけなのか。

　おそらく、その中間。インドラと三世寺夏彦は、主導権を巡めぐって戦っているのだ。

　人間が神に抗うなど、滑こつ稽けいな悪あがきに聞こえる。しかしあの夏彦という少年は、常識では測れない何かを持っている。彼の織姫に対する想いは、世界の法則すら凌りよう駕がするのではないかと思えるほど狂気的なのだ。

　そして、どちらが勝つにせよ、レムナンツを皆みな殺ごろしにするのは変わらない。

「リリ姉、来るよ！」

「――っ」

　エルメネヒルドの声で我に返った途端、夏彦から四方へ魔力が放たれた。

　それによりリリウムたち三人は強烈な圧力を受け、後方へ吹ふき飛とばされた。まるで目に見えない巨きよ人じんの手の平で叩かれたようだった。

「なんつーデタラメな魔力ネ。あれじゃ近づくことも出来ないネ！」

「悔しいけど、戦うのは無理。早くヴェズエルを連れて逃げないと」

　人間相手に逃げる。そう口にするだけで、はらわたが煮えくり返りそうだった。たとえインドラの力がそこにあろうと、三世寺夏彦が人間であることに変わりはないのだ。

　だが、今は生き延びることが先決だ。生きて生きて、いつかヴェズエルとダイアンサスを取り戻す。

　だから泥どろにまみれることもいとわない。雪せつ辱じよくはいつかきっと出来る。

「リリ姉、あれ見て！　まだ運は僕ぼくらを見放してないよ！」

　エルメネヒルドが興奮した声で叫さけんでいた。

　彼の視線を辿っていくと、そこにはリリウムが求めていたものが立っていた。

　ヴェズエルの屍体を入れたカプセルである。

「私たち、丁度いい方向に飛ばされたネ！」

　カプセルからは力強い鼓こ動どうが響いていた。そばに立つだけで卒倒しそうな音だが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　三人でカプセルに近づき、それを根元から外そうとする。

「けど、外したらカプセルの機能が失われる。そのまま放っておいたらヴェズエルが腐くさっちゃうよ!?」

　エルメネヒルドの言うとおり、このカプセルは魂たましいなきヴェズエルの屍体を保存するための装置なのだ。床から外せばその機能は失われ、屍体は腐ふ敗はいを始めるだろう。

「……大丈夫。ヴェズエルの心臓は動いている。それに、いつまでもそのままにしておくつもりはない。どこかでまた白空世界を作って、やり直そう」

　リリウムはエルメネヒルドの頭を撫なで、そして自分にも言い聞かせた。

　このままでは終わらせない。相手がシュトライムだろうがゲシュペスだろうがインドラだろうが、絶対に最後には勝ってやる。

　この命に代えてでも。

「アウレリア。そこのレバーを引っ張って。それでロックが外れる」

「分かってるネ。外したら、ダッシュで運ぶネ」

　アウレリアがカプセルの底に手を伸のばし、レバーに手をかけた瞬間、『彼かれ』の気配がすぐそこまでやって来た。

　底なしの憎ぞう悪おと、無限の破壊意志を放ち、白空世界に亀き裂れつを入れながら歩み寄る。

「チッ……もうちょっとだったのにネ！」

　それが三世寺夏彦なのかインドラなのかは不明だが、こうして互いの顔が見える距離まで詰められては、もう逃げるのは不可能だ。

　残された方法は、誰だれかが囮おとりになること。

　一分でも足止めできれば、白空世界から脱だつ出しゆつできるのだ。

　だが、囮になった者は、確実に殺される。

「私が――」

　リリウムが申し出ようとしたそのとき、遮さえぎって前に立つ者がいた。

「僕が残るよ。リリ姉とアウレリアはヴェズエルを連れて逃げて」

　エルメネヒルドがこちらに背を向けて、夏彦と睨にらみ合あった。

　声も脚あしも震えていて、脅おびえているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。なのに、退こうとしなかった。

「なにをバカなこと言ってるネ。一番年下のくせに生意気ネ！」

「そう。エルメネヒルドはアウレリアと一いつ緒しよに逃げて。囮役は私がやる」

　リリウムとアウレリアは、彼の腕を引っ張った。

　しかし、シルクハットの少年は首を振るばかりで、言うことを聞いてくれない。

「だって、男は女を守るものでしょ？　ここに男は僕しかいないから……ねぇ、頼たのむよ二人とも。ここでどっちかを犠ぎ牲せいにして逃げたら、僕は生しよう涯がい腰こし抜ぬけだ。女は男を立てるものでしょ？」

　子供のくせに、いっぱしの男のような口を利く。

　死ぬと分かっていながら、仲間のために命を張る。

　それはとても格好良くて、英えい雄ゆう的てきで、憧あこがれの死に方だ。

　故に――エルメネヒルドには千年早い。

　死ぬのは年齢順と相場が決まっている。年下は年長者の言うことを聞くべきだ。ここでエルメネヒルドを犠牲にしたら、それこそリリウムとアウレリアが腰抜けになってしまう。

　だが三世寺夏彦は誰も逃がさないと宣言するが如く、途方もない魔力を放った。

　そして彼は地を蹴ける。

　目標は、リリウム、アウレリア、エルメネヒルド、ヴェズエル、白空世界――レムナンツの全て。一人たりとも生かしておけないという極大の殺意を放つ。

　果たしてこの殺意は、レムナンツを殺しただけで収まるのだろうか。もっと無差別の、収しゆう拾しゆうのつかない終わりに属するものではないのか。

　リリウムは夏彦の突とつ進しんに最上の恐きよう怖ふを覚えながら、体の反応が追いつかなかった。

　殺される。自分だけでなく、ここにいる全員が一いち撃げきで。

　もう、どうしようもなく終わっていた。

　知略を巡らせるとか、想いの強さで覆くつがえすとか、そういったものが通用するレベルではなく、誇こ張ちようなしに一撃で粉々にされるだろう。

　もう一度、皆みなで宴うたげをしたい。そんなリリウムのささやかな願いは、ここで木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれる――

「哭狼『求道位階秘技』鎖愁鴛鴦之契」

　瞬しゆん間かん、超ちよう重じゆう力りよくがリリウムたちとカプセルを真横へ強烈に引っ張った。

「!?」

　痛いほどに全身が軋きしみ、散々飛んだあげく、床に落下し転がった。

「ギリギリ間に合ったなァ」

　リリウムは体を起こし、その聞き覚えのある声を出す男を見上げた。

「バルトセル……助けてくれたの？」

「あんだよ、仲間なんだから当然だろ。それより、ここは俺おれに任せて、お前らはヴェズエルを連れて逃げろ！」

　エルメネヒルドと同じようなことを言う。男というものは、全員同じ思考パターンなのだろうか。

「でも……」

「でも、とか言ってる場合じゃねーんだよ。シュトライムがヴェズエルを狙ねらっている。白空世界は迷めい路ろになっているから俺が先行できたが、奴やつのことだ。すぐに来るぞ。インドラに加えてシュトライムまで来たら、完全に詰みだ。そうなる前に、とっとと行けよ！」

　不意に出てきて好き勝手なことを言うバルトセルだが、その言い分はもっともだった。

　現状レムナンツは、インドラに目覚めつつある夏彦と、魔王級の力を持つシュトライムという二人の怪かい物ぶつに襲おそわれている。

　片方だけでも対処できないとハッキリしているのに、二人いっぺんに来られたら、絶望という言葉ですら生ぬるい状じよう況きようになってしまう。

「リリウム。ここはバルトセルに任せるネ！　悔しいけど、私たちの中で一番強いのはバルトセルネ！」

　アウレリアがリリウムの手を引っ張り、逃とう亡ぼうを促うながした。

「そうだよリリ姉！　今の三世寺夏彦に勝てる可能性があるのはバルトセルだけだ。気持ちは分かるけど、ヴェズエルを連れて行かないと！」

　エルメネヒルドまでそんなことを言い出す。

　理屈としては分かる。

　レムナンツはヴェズエルを蘇らせるために作られた組織であり、ヴェズエルの屍体を守るには、バルトセルが残ることが最善だ。

　だが、感情の部分で納得がいかない。

「……私も残る！　私の秘技は、誰が相手でも通じるはずだから」

「バカかテメェ。その分リスクも洒しや落れにならねぇだろうが！　いいか、リリウム。お前の能力はヴェズエルのために使え。俺はお前に助けてもらえるほど価値のある男じゃねぇんだよ」

　バルトセルは分かりやすいほど自じ嘲ちようしつつ、早く行くよう手で促す。

　それは死地に向かう男の背中だ。

　彼が勝てる可能性は一パーセントもない。

　それを分かっていながら、任せろと言ってくる。

「シュトライムと何かあったの……？」

　リリウムは珍めずらしく、他人の事情に踏ふみいった。

　ところが、それこそ余計なお世話だったらしく、バルトセルの怒いかりを買ってしまう。

「うるせぇ、お前には関係ねぇだろう！」

　バルトセルの拳こぶしがリリウムのみぞおちを容よう赦しやなく打ち抜いた。

　横おう隔かく膜まくが押し上げられ、肺の空気が一気に吐き出される。息が出来なくなったリリウムは、その場に座り込み、脂あぶら汗あせを流して喘あえぐしかない。

「アウレリア、ヴェズエルのカプセルを持っていけ。エルメネ、リリウムを頼んだぞ。なにせ俺らの首領だからな！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、リリウムはそんな言葉を聞いた。

　勝手に話を進めないで欲ほしいと思ったが、声を出すことが出来ない。

　そしてアウレリアはバルトセルの言葉に従い、ヴェズエルのカプセルをローションの触しよく手しゆで運ぶ。

「リリ姉、行こう。きっと何とかなるよ」

　エルメネヒルドはリリウムを担かつぎ、アウレリアを追いかけて、白空世界の出口へと走っていく。

　リリウムは自分の背後から、バルトセルと夏彦が戦い始める気配を感じたが、そこに声をかけてやることすら出来なかった。
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　――やっと行きやがったか。

　仲間たちの気配が遠ざかっていくのを背中で感じながら、バルトセルは三世寺夏彦と睨み合った。

　とはいっても、実際に睨んでいるのはこちらだけだ。向こうの眼中にバルトセルはない。

　そのくせ見み逃のがすつもりはないらしく、極限まで肥大化した殺意をぶつけてくる。

　もはや目に映った者全てを殺すことしか考えていないのかもしれない。

「ハッ、つまらねぇ目をしやがって。インドラの操り人形か、オイ。落ちぶれたもんだなぁ三世寺夏彦」

　バルトセルの挑ちよう発はつに夏彦は答えない。その代わり視界から消きえ失うせた。

「――ッ!?　うがぉあっ！」

　夏彦が消えたのと同時に、バルトセルの体は吹っ飛ばされた。

　極単純に、真正面から体当たりされたらしい。

　油断などなかった。インドラを前にして油断するほど、バルトセルは思い上がってはいない。集中力を高め、いつ攻こう撃げきされてもいいように身構えていた。

　なのに、この体ていたらく。

「ふざけてんじゃ、ねぇぞっ！」

　バルトセルは起き上がると同時に十三本の槍やりを形成し、全方向へ無造作に飛ばした。当たらなくても牽けん制せいになればいい。そう思ったのも束つかの間ま。今度は顎あご下したに一撃が入り、真上へと突き上げられる。

「――」

　もう悲鳴も呻うめきも上げられず、風に吹き上げられる木の葉のように無力な姿を晒さらすしかなかった。

　床に落ちるまでの間に、更さらに三回の攻撃を喰くらい、前後も分からないほど憔しよう悴すいする。

「織、姫……！」

　夏彦からそんな呟つぶやきが漏もれてくる。

　意識があるのかないのかすら分からない。

　どうやら完全にインドラになったわけではなさそうだが、かといって人間の部分が残っているとも言いがたい。どっちつかずの不完全な化け物だ。

「まあ、正直な話、てめぇの精神状態なんざぁどうだっていい。ここで俺がぶっ殺すんだからなァ！」

　再び挑発する。無論、バルトセルは本気で勝てるとは思っていない。それどころか、自分はここで死ぬとすら思っていた。

　それでもいい。とにかく、夏彦の怒りを全て自分に向けさせ、リリウムたちが逃げる時間を稼かせぐのが肝かん要ようだ。

　目で追いかけることすら出来ない超ちよう高こう速そくで夏彦は駆かける。

「うぉあ、がはぁぁっ！」

　前から後ろから右から左から、攻撃は同時に襲いかかってくる。

　夏彦が無数にいるのでもないし、分身しているわけでもない。あまりにも別次元の速さ故に、一発一発を知覚できないのだ。

　バルトセルは自分が今、殴なぐられたのか蹴られたのかそれとも剣で斬きられたのか、少しも把は握あくできなかった。

　ただ分かっているのは、まだ生きているということだけ。

　それだけで、時間稼ぎは順調といえる。

　もう勝とうという気は微み塵じんもなかった。

　シュトライムにいたぶられたあげく敗北し、終しまいには無視された。そして、その弟で子しにすら歯が立たない。

　男としても魔族としても、価値がないと証明しているようなものだ。

　せめて仲間を逃がす時間稼ぎでもしなければ、申し訳なくて死にきれない。

「ちょこまかと……せめて一発くらいは当たれや！」

　バルトセルはいつもより気合いを入れ、二十六本の槍を形成し一斉発射した。

　重力の影えい響きようを受けず直進し、高速で標的を粉ふん砕さいするはずの槍だったが、夏彦は容た易やすく回かい避ひし、こちらの懐に入り込む。

　超重力下の夏彦と、無重力の槍でも、前者の方が速いのだ。それも圧倒的に。

「ぐぉぉぉあぁぁぁあっ！」

　神速の一撃がバルトセルを貫つらぬく。もはや、どこを攻撃されたのか、何発打ち込まれたのかも知覚不能だ。

「……ハ、そろそろ限界か。リリウムたちもいい加減逃げただろ……だったら俺はもうお役ご免だな。おら、さっさと殺せやガキ」

　骨が砕くだけ、筋きん繊せん維いが破断し、血が溢あふれた。あとは死ぬだけだ。

　バルトセルの望みを叶かなえようとしたわけではないだろうが、夏彦は応こたえるようにして、己おのれの体を砲ほう撃げきの如く直進させてくる。

　殺意を蒸留し濃のう縮しゆくし凝ぎよう固こさせた、一撃必殺の砲ほう弾だんだ。

　――これが俺の死に場所か。ざまぁねぇな。

　何一つ成し遂げていない。お世辞にも充じゆう実じつした死とは言えぬだろう。

　逆に考えれば、バルトセルという男は、所しよ詮せんその程度だったのだ。

「おやおや。何を柄がらにもなく悟さとった顔をしているのだバルトセル。らしくないぞ？」

　そのとき、夏彦とバルトセルの間に割って入る黒い影かげがいた。

　銀色の髪かみに、黒い巫女みこ装しよう束ぞくの少女。

　手に持った太た刀ちで、夏彦の禍炎闇色剱を受け止めた。

　――黒姫撫子、か？

　あの蓬田織姫の操っていた傀く儡ぐつであり、今はエルメネヒルドの命令で動く仕し掛かけになっていたはずだ。

　しかし、ここにはエルメネヒルドも織姫もいない。

　勝手に動いている。

　そもそも、黒姫撫子から聞こえた声は、バルトセルに強い懐なつかしさを抱かせるものだった。この尊大な口調は、傀儡如きに演じられるものではない。

「どうしたバルトセル。妾の前で無様な姿を晒してよいと思っているのか？　しばらく見ぬうちに腑抜けたのぅ」

「ダイアンサスなのかっ？」

「うむ、確かに妾はダイアンサスだ。ちと服装が変わってしまったが、中身は相異ない。まあ、しかし、今まで苦労をかけたな。事情はおおむね把握している。つもる話もあるのだが、まずはこの三世寺夏彦を退けるのが先決だ」

　どんな理屈なのかは分からない。

　バルトセルの頭では想像も出来ない。

　だが蓬田織姫の中に眠ねむっていたダイアンサスが、こうして蘇よみがえった。そのことだけは確かだった。

　破戒王ヴェズエルの妻である彼女は、その地位に相応しい強さを持っている。シュトライムと同等だとすらいわれていた。

　そのダイアンサスがいれば、この絶望的な状況を覆すのも可能だろう。

　いわゆる、希望の光というやつだった。

　そうだ、希望の一つくらいなければ嘘だ。大魔災以降の五年間、レムナンツは辛しん酸さんを舐なめてきたのだ。

　かつて魔王直属のエリートとして最前線で戦った。

　魔界政府への反抗勢力。無む秩ちつ序じよに暴れる魔獣。天界から進しん撃げきしてくる天使たち。そして神インドラ。

　あらゆる敵から魔界を守った。

　それが慈じ悲ひ帝ていゲシュペスのクーデターにより犯罪者へと転落し、バルトセルたちは全ての権利を奪うばわれた。

　過か酷こくな暗黒ドームの奥おく深ふかくだけが安息の地となり、今まで何とか生きてきた。

　全ては、もう一度宴をするために。

「妾がこうして目を覚ましたのだ。ヴェズエルもじきに起きるだろう。それまでに、このインドラのなり損そこないでリハビリだ。実体がないというのは動きにくいことこの上ない」

　そんなことを言いながら、ダイアンサスは太刀を振り回して夏彦を強きよう襲しゆうした。

　刀と剣が衝しよう突とつし、火花と爆音と魔力波を放つ。その威い力りよくで白空世界だけでなく、バルトセルの鎖愁鴛鴦之契にも亀裂が入る。

　たんなる力ちから業わざで求道位階秘技が粉砕されつつあるのだ。

　既すでに戦いはバルトセルが立ち入れる領域ではなく、別の位階が見え隠れし始めていた。
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「う、ぅ……ここは一体……？」

　目を覚ました織姫は、視界一杯に広がった光景に唖あ然ぜんとした。なにせ、地面も空も、全てが真っ白なのだ。夢を見ているのではないかと疑ったほどだ。

　織姫は記憶を辿たどり、自分がレムナンツにさらわれたことを思い出す。

　それから、ボンヤリとしていて確信はないのだが、眠っている織姫に語りかけてくる誰かがいたような気がする。

　――黒姫撫子……いえ、ダイアンサス。

　そうだ。夢の中でダイアンサスに出会ったのだ。彼女は馴れ馴れしく織姫に話しかけ、そして夏彦が助けに来るということと、破戒王がじきに目覚めるということを教えてくれた。

　あれが単なる織姫の妄もう想そうではないという証拠もあった。

　自分の中から、黒姫撫子がいなくなってしまったという実感があるのだ。なにかこう、ゴッソリと抜け落ちた感覚で、寂しいような、それでいて軽くなったような、不思議な気持ちになる。

　しかし感傷に浸ひたっている場合ではなかった。まずここがどこなのか理解するべきだろう。もっとも、自分がレムナンツにさらわれたのはハッキリしているのだから、ここはその拠きよ点てんということになる。

　――夏彦が助けに来ている。

　ダイアンサスにそう言われたからではなく、近くに彼の魔力を感じ、織姫は確信した。

　ならば、こちらから会いに行く。きっと夏彦はまた無む茶ちやをしているに違いないのだ。

　たまには夏彦の役に立ちたいのに、助けられるのはいつも決まって織姫だ。そんな自分の駄だ目めっぷりを本気で呪のろってしまう。せめてこれ以上夏彦に負担をかけないために、自分を捜す手間を省いてあげたい。それに何より。

　――会いたい。

　その思考に到いたった織姫は、まず起き上がろうとした。が、どうしたことか、手足の全てにズッシリとした重みを感じる。動かせない。

「……？」

　一向に動かない体を不思議に思った織姫は、何とか頭だけを回し、手足を見やった。すると、わけの分からない機械の塊かたまりが手足を飲み込んでいた。

　太さが織姫の胴どう体たいより大きい、筒状のものだった。長さも手足を付け根からスッポリ覆い隠すほどある。

　織姫はその機械の不気味さに息を飲み込んだ。が、どうやら壊こわれているようだ。それぞれの先せん端たん部ぶからコードが覗のぞき、バチバチと火花が散っている。金属の部分も強い力で捻ねじられたように歪ゆがんでいた。どこかに固定されていたものが、強ごう引いんにもぎ取られたという印象だ。

「固定されていないのであれば、動かせるはず……ぐぬぬぬ！」

　織姫は歯を食いしばり、自分でも顔が赤くなるのが分かるくらい力を入れ、機械を持ち上げようとする。

　自分より大きな鉄の塊を同時に四つも動かそうというのは、いかに魔ま術じゆつ師しでも無む謀ぼうな試みかもしれない。普ふ通つうに持ち上げるならまだしも、手足を飲み込まれ、しかも寝ね転ころがった状態からだ。

　それでも織姫は、立ち上がった。

　血管が何本か切れたのではないかと思えるほど目め眩まいがし、肺が痛くなるほど酸素を使った。一瞬、視界が真っ白になったが、とにかく織姫は立ち上がったのだ。

「斑鳩流人じん用よう傀くぐ儡つ闘とう法ほう、剣ノ型――黒姫撫子！」

　そして手て枷かせ足あし枷かせを破壊するため、いつもの癖くせで黒姫撫子を呼び出そうとする。しかし当然、その傀儡は一向に現れなかった。

「私としたことが、この期に及およんで……黒姫撫子は【ダイアンサスの残鉄】から得ていた力。借り物の力だったのです。それに頼たよるなんて、軟なん弱じやくです！」

　織姫は自分の力で夏彦に並び立ちたいのだ。他者の力を借りては意味がない。それが生まれた瞬間から自分に宿っていた残鉄だったとしてもだ。

　だから織姫は、自分だけの力で現状を突とつ破ぱしようと決意し、ほくそ笑えんだ。夏彦に頼らないために。いつか夏彦の役に立つために。

「黒姫撫子が他人の力だというのなら、いい機会です。私自身の力で、この機械を破壊します！」

　今までずっと使ってきた黒姫撫子に愛着がないといえば嘘うそになるが、ある意味、不当な力だったのだ。

「斑鳩流人用傀儡闘法、爆ノ型――無む常じよう無む名めい西すい瓜か丸まる」

　織姫は自分の眼前に、大きなスイカを呼び出した。直径六十センチもあるそれは、自爆用の傀儡である。

　中の赤い部分を火薬にし、爆ばく発はつ。それに続いて、種と外がい殻かくを弾だん丸がんのように撒まき散ちらす広こう範はん囲い攻こう撃げきが売りだ。

　指向性が一いつ切さいなく、敵だけでなく味方も巻き込む心配があるが、今回は遠えん慮りよなく使える。なにせここには自分しかいない。巻き込まれるのは自分だけ。

「破ッ！」

　織姫の掛かけ声ごえとともに、スイカは自爆を敢かん行こうした。

　同時に織姫は自分の体全体を魔力防壁で覆う。

　目の前で爆発が巻き起こり、スイカの破は片へんが凄すさまじい勢いで四方八方へ撃ち出される。

　それは鉄が溶とけるほどの温度。鉄を貫くほどの威力。

　されど、織姫の魔力防壁は破れない。

　結果、手足の機械だけが吹っ飛び、織姫の体は無事に残った。

「……っ、少し火傷やけどしてしまいましたか……未熟です。あ、それより早く逃げないと！」

　早くしないと、また夏彦に助けられてしまう。

　彼に助けられる瞬間そのものは、織姫も嫌いやではなかった。むしろ、言いようのない安あん堵どと至福を感じ、そのまま身を任せてしまいたい気持ちになってしまう。

　命を賭として助けに来てくれる夏彦が、たまらなく好きだった。大好きなのだ。

　許せないのは、夏彦の手を借りねば生き残れない自分の弱さ。大好きな夏彦をいつも危険に晒し、恩返ししようにもその実力がない。

　いつも一方通行の施ほどこしを受けているのだ。

　女だから男に甘あまえて当然、などと思いたくない。大好きな相手だからこそ、支え合いたい。夏彦が迎むかえに来るまで待つなんて、絶対に駄目だ。

　だから織姫は白い空間を一人で走っていく。

　どこまで続いているのか、出口はあるのか、ちゃんと真まっ直すぐ進めているのか。まるで分からないが、何かに引かれるように走った。

　――誰かが戦っている気配がします。

　向かう先から、突つき刺さすような魔力が放たれていた。戦っているのは誰か。考えるまでもなく、夏彦とレムナンツだろう。

　これで彼に助けてもらうのは幾度目だろうか。織姫は申し訳なく思いながらも、全身で安堵を感じていた。夏彦さえ来てくれたら、怖こわいものなど何もないのだ。

　仕方がない。自力で切り抜けるのは次の機会にしよう。織姫はそんなことを考えて、一人ニヤついた。

　そうと決まれば、一刻も早く夏彦の顔が見たい。だが、彼の前に出るまでに、このニヤつきを消さねばならない。

　嬉うれしがっているのがバレたら非常に恥はずかしい。精せい一いつ杯ぱいふくれっ面つらを作り、嫌そうにしなければ。もし抱きしめられたりしたら、それだけで失神しそうなのを悟られることなく耐たえねばならない。

　そんな浮うわついたことを考えていた織姫だが、気配が近づくにつれ、状況の深刻さに気付いた。

　ぶつかり合っている魔力が、あまりにも大きすぎるのだ。

　なにせ織姫が手も足も出ず敗北した、あのアウレリアですら比較対象にならないほどだ。

　織姫が知っている者で一番近いのは、シュトライムだろう。そんな規格外を持ち出さなければ、この向こうにいる者を測ることが出来ない。

　――本当に夏彦？　もしそうだとしたら、どうやってこれほどの力を？　戦っている相手は誰ですか？

　不安になった織姫が唇くちびるを噛かむのと同時、進行方向から閃せん光こうがいくつも見えた。

　戦いによる火花、火柱、爆発。

　織姫は限度一杯まで加速し、その戦場に飛び込んだ。

「夏彦！」

　そこで戦っている者は三人いた。

　予想どおり、一人は夏彦だった。

　それに向かって紫むらさきの槍を撃ちまくっているのは、バルトセルとかいう名の魔族だ。

　そして残る一人は何と、黒姫撫子だった。

「ああ、やはり……あれはもうダイアンサスなのですね」

　織姫の命令がなければ何も出来ない傀儡のはずなのに、今の黒姫撫子は勝手に太刀を振ふり、夏彦に斬りかかっていた。それも半はん端ぱな速さではない。ほとんど瞬間移動にしか見えない。一いつ瞬しゆん現れては消え、気が遠くなるほど離はなれた場所に出現し、また消える。

　別に驚おどろくほどのことはない。破戒王の妻ともあろう魔族だ。人間である織姫の知覚を凌駕しても、少しも不思議はない。

　それよりも、真に驚くべきは、夏彦がそんな神がかった黒姫撫子に追つい随ずいし、むしろ押おしているように見えることだった。

　ダイアンサスの太刀と夏彦の禍炎闇色剱は、空間が歪むほどの衝突を繰くり返かえす。

　正直なところレベルが違いすぎて、織姫どころかバルトセルの攻撃すらたんなる雑音と化していた。

　まっとうな方法でここまで強くなれるはずがない。夏彦は相当な無茶をやらかしている。ここに到るまでの事情が分からなくても、織姫はすぐに察した。

　その無茶をやめさせるため、更に一歩近づいた。その途と端たん、頭に象が百匹ほどまとめて降ふってきたのかと思うほどの重力が働いた。

「な、っ？」

　突とつ然ぜんのことに織姫は膝ひざを突き、もう一度立ち上がるのにえらく苦労した。

　どうやら、ここから先は超重力地帯となっているようだ。そんな場所で夏彦と黒姫撫子は目に映らない速度で戦せん闘とうしている。

「夏彦、やめてください！　そんな動きを続けたら……絶対にただでは済みませんよ!?」

　織姫の叫びに真っ先に反応したのはバルトセルだった。

「あァ？　誰かと思えば、ダイアンサスが宿っていた小こ娘むすめか。空っぽになったのに、よくここまで辿たどり着つけたな」

　嘲ちよう笑しようされてしまったが、無理もない。彼の脅威度は目の前の戦闘に比べれば一段劣おとるが、それでも織姫の敵かなう相手ではないのだ。

「おや、やはり来たか織姫。愛いとしい男を追いかけて遙はる々ばるといったところか。健けな気げだな。そなたのそういうところは好きだぞ」

　今度は黒姫撫子がこちらを見、流りゆう暢ちように話しかけてきた。

　いつも白い仮面に隠れていた素す顔がおは、いまや完全に顕あらわになっている。息を飲むほど整った顔立ちに、真しん紅くの瞳ひとみという組み合わせが、ゾッとするほど美しい。

　その表情には気品と自信が浮うかび、いかにも王おう妃ひといった尊大さを全身から放っている。

　姿形こそ同じだが、それはもう黒姫撫子ではない。

　夢に現れたときから分かっていたことだ。

「貴女あなたが、ダイアンサスですね！」

「左様。妾わらわは破戒王ヴェズエルの妻、ダイアンサスだ。織姫よ。今まで妾の残鉄をその身に宿し、守ってくれて助かったぞ。シュトライムに何度も弄いじくり回まわされて、正直どうなることやらと不安だったが、こうして動けるようになった。礼を言おう」

　別に守ってやった覚えのない織姫は、礼を言われてもまるで嬉しくない。むしろ、いいように利用されていたと知り、腹が立つだけだった。

「敵と談だん笑しようする趣しゆ味みはありません。早く私と夏彦を解放しなさい！」

「解放とな？　夏彦はそなたを助けるため、この白空世界に侵しん入にゆうしてきたのだ。別にレムナンツが連れてきたのではない。それに、今押されているのはむしろ妾の方かもしれんぞ？」

　ダイアンサスがそう言って微び笑しようを浮かべると同時、その背後に夏彦が出現し、禍炎闇色剱を横薙ぎにした。ダイアンサスは振り返ってそれと斬きり結むすぶ。

　織姫にはその交差の一瞬しか見えなかったが、衝しよう撃げき波はと激音がいたるところから聞こえてくる。どうやら見えているのは戦いの極一部だけで、実際にはその何百倍もの剣けん戟げきが繰り広げられているようだ。

　だが、その見えた極一部だけでも、ダイアンサスがよろめいているのが分かった。

　少なくともパワーだけなら夏彦の方が上らしい。

　――夏彦はいったいどうやってこんな力を……！

　これまでだって夏彦は強かった。しかしそれは、織姫の理解が及ぶ範はん囲いでのことだ。

　いま目の前で繰り広げられている攻こう防ぼうは、完全に別世界のもの。

　自分の何千倍、何万倍の魔力があればこの領域に踏み込めるのかも分からない。

　そんな世界で夏彦は優位に立っていた。

「私はここにいます！　無事ですから……もう無茶はやめてください！　そんな戦い方を続けたら……」

　どうなるのか。そもそも、今現在どうなっているのか。織姫には分からないが、一つ断言できることがある。

　この夏彦は、織姫の知っている夏彦ではない。

　いつもの夏彦なら、織姫の姿を見たら、真っ先に近寄ってくるはずだ。少なくとも、声すらかけてこないというのは有り得ない。

　何か得体の知れないことが夏彦に起きている。それは黒姫撫子が使えなくなったとか、ダイアンサスが復活したとか、そんなものがチャチに見えるくらいの何か、だ。

　――夏彦の中に、何かが混じっている？

　その考えに到った織姫は、超重力をはね除のけ、夏彦へ向けて一直線に走り出した。

　夏彦とダイアンサスは相変わらず不可視の速度で戦闘を続けているが、織姫とて魔術師の端はしくれだ。目に見えなくても、放たれる魔力から位置と軌き道どうを割り出し、次の場所を予測する。

　それに、この蓬田織姫が、三世寺夏彦のところまで辿り着けないわけがないのだ。

「夏彦っ！」

　相対速度はマッハ千以上という天文学的なものになっていたが、それでも織姫は夏彦を捉とらえた。正面から強く抱きしめ、進撃を止めた。

　理り屈くつでは絶対に不可能な芸当だろう。しかし織姫と夏彦は、生まれた瞬間から幼おさな馴な染じみを続けているのだ。二人の間に不可能など、一つもない。

　だが、あろうことか夏彦は、織姫を振り払い戦闘を続行しようとした。

　いつもいつも、ウザったいほどまとわりついてくるくせに、この肝かん心じんなときに言うことを聞いてくれない。この理り不ふ尽じんさに織姫は怒りすら沸わき上あがり、夏彦の正面に回り込む。

「言うことを聞きなさい！」

　そして口を塞ふさいでやった。

　なぜそんな蛮ばん行こうに及んだのか自分でも不明だったが、織姫は気付いたとき、夏彦と唇を重ねていた。

　それはソッと触ふれただけの軽いキス。されど初めてのキス。

　王子様を叩たたき起おこす姫のキス。

　私はここにいる。私を見つけて。私を無視しないで。私を好きにして。

　そんな想いを込めてキスをした。




　　　　　※
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　――ここは、どこだ？

　ふと気付くと夏彦は、ゴツゴツとした岩山の上に立っていた。

　空は真っ黒で、星一つ見えない。そのくせ視界はハッキリしている。

　――俺は織姫を取とり戻もどすため、レムナンツと戦っていたはずだ。

　しかし周りにはレムナンツも織姫もいない。ただ岩いわ肌はだの斜しや面めんが続くばかり。

「いや、この上に何かいる」

　別に気配を感じ取った訳でもなく、ただそうであると知っていた。

　山頂にいる敵と対決しなければならない。そうしなければこの空間から出られない。

　予感などという曖あい昧まいなものでなく、確信を持ってそういえる。

　――なぜなら、この空間は俺の意識が作り出したものだから。

　そうだ。自分はレムナンツと戦っていたとき、求道位階に到った。織姫を助けたい一心で、眠っていたインドラの力を引き出し、そして体を乗っ取られた。

　今の夏彦が自由に動けるのは、この夢の世界だけ。肉体がどうなっているのかは皆かい目もく分からない。

　物理的に足あ掻がきようもない。ならば精神的に足掻くまでだ。

　この夏彦の夢の中に、インドラを引きずり込んだ。それが山頂にいる。

　故ゆえに夏彦は山を駆け上った。

　途と中ちゆうから岩が階段状に整備され、この先に何かあると物語る。

　やがて見えた門の奥おくに石いし畳だたみの空間が広がり、そして古めかしい寺が建っていた。

「よぉ、お前がインドラだな」

　石畳の上に、人の形をした何者かがたたずんでいた。

　全体のシルエットこそ人間に近いが、その輪りん郭かくは滲にじんでおり、しかも全身が金色に発光している。目も鼻もなく、凹凸がほとんどない。身の丈は三メートルほど。そして腕うでは四本。決して人間では有り得ない。

「黙だまってないで何とか言えよ。……いや、やっぱそのままでいい。俺はお前を倒たおして体を取り戻す。ついでにお前の力を支配してやるぜ。超つえーんだろ？」

　夏彦は禍炎闇色剱を作りだし、インドラへ真っ直ぐ向けた。

　それが宣戦布告であると理解したらしく、インドラから強きよう烈れつな魔力が放たれた。その背後に光輪が広がり、夏彦は得体の知れない威圧感を覚えた。

　と、次の瞬間、光輪の輝きが頂点に達し、インドラから一条の光が放たれた。

「く、っ……！」

　咄嗟に夏彦は体を捻り、その光を回避した。

　受け止めるとか跳ね返すという考えは浮かばず、逃にげの一手しかなかった。そして、それが正解だったとすぐに分かる。

　インドラの放った光は遙か彼方かなたまで飛んでいき、大爆発を引き起こす。

　いや、大爆発という言葉では生ぬるい。

　夏彦自身、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆという大火力武装を振るっていたし、何よりシュトライムにしごかれたばかりなのだ。並大抵の爆発では驚かない。

　だというのに、インドラの光は、夏彦を震え上がらせた。

　ここが夢の中で良かったと心底思う。現実だったら、太平洋が蒸発していたかもしれない。インドラの火力はそれほどのものだった。

　――直ちよく撃げきを喰らったら、絶対に死ぬな、こりゃ。

　夢だから大丈夫、ということはないだろう。

　今や夏彦はインドラに体を乗っ取られ、意識だけの存在だ。夢で殺されるということは、意識を殺されるに等しい。故に、完全に消しよう滅めつしてしまうかもしれない。

「けど、怖じ気づいてる時間もねぇ！　敵はお前だけじゃねーんだよ！」

　織姫は未だレムナンツの手にある。バルトセルやアウレリアも危険だが、織姫の中にはより一層強力なダイアンサスという魔族がいるらしい。グズグズしていると、そのダイアンサスが復活する可能性もあった。

「前世なら前世らしく、占いの中だけで活躍してろ！」

　夏彦は叫さけび、インドラ目がけて飛びかかった。

　あの光線を放たれる前に、禍炎闇色剱で一刀両断する。すなわち先手必勝。単純ではあるが、最善の策に思えた。

　ところがインドラの動きは、夏彦の想像より遥はるかに速かった。

　一瞬にして光輪が輝き、そこから怒濤の勢いで光の波が押し寄せ、夏彦を飲み込んでいく。

　――死、ぬ！

　視界が白く染まり、エネルギーの奔流に押し流される。防御も回避も間に合わない。

　痕こん跡せきも残さず消えるしかない。

　死ぬことに対し覚かく悟ごを決める時間も、諦あきらめる時間もなかった。

　即死。




　そう。夏彦は一瞬で死んだ。はずだった。




　――なのに、まだ意識がある？

　手足の感覚はない。目も見えない。なのに頭はハッキリしている。

　そして体のとある一点の感覚だけが、かつてないほどに明敏になっていた。

　夏彦の唇に、何か柔らかいものが触れている。

　間違いない。今まで幾億回としてきた妄想と、全く同じ感覚だ。

　――織、姫！

　夏彦は自分が死んだということも忘れ、吼ほえた。

「邪じや魔まだインドラ、そこをどけぇぇっ！」

　夏彦を包んでいた光は、その叫びで消し飛んだ。

　岩山が抉れ、インドラが吹っ飛ぶ。

　五感を取り戻した夏彦は、迷うことなくインドラに斬りかかった。

　インドラは四本の腕にそれぞれ黄金の剣を持ち反はん撃げきしようとしたが、最早、夏彦は止まらない。四本の剣と腕を一いち撃げきで切り落とし、そのままインドラをぶった斬った。

　脳天から股まで、真っ二つ。

　金属を擦りつけるような音が聞こえた。インドラの断末魔の叫びなのだろう。

「うるせぇ、泣いてる暇ひまがあったらさっさと消えろ！　織姫がキスしてるんだぞ！」

　想いは力となり、物理的な破は壊かいとして解き放たれた。

　インドラを斬り伏せ、消滅させ、更に足元の岩山までも消し飛ばし、夏彦は現実へと帰還する。




　　　　　※




　何かが弾けた。たかがキスと思うなかれ。織姫にとっては、手を繋ぐことすら恥ずかしいのに、敵の目の前で、戦闘中にキスをしたのだ。

　頭がおかしい奴やつと思われていたかもしれない。そもそも、これで本当に夏彦は正気に戻るのだろうか。いや、戻らねば嘘だろう。

　織姫がキスをしたのに、夏彦が目を覚まさないなんて、そんな宇宙の法則に反するようなことがあってはならない。

　織姫の想いは届くはず。夏彦の中にいるのが何者かは知らないが、邪魔などさせない。追い出す。このキスで叩き出す。

　――って、私は勢いに任せて、何をしてるのですか！

　恥ずかしさに耐えられず織姫は唇を離そうとする。ところが離れなかった。

　なぜ？

　それは夏彦が腕を回し、力強く抱きしめてきたからだ。

「む、むぐぅぅう～～」

　突然の出来事に、織姫はわけも分からずもがき、夏彦を引きはがそうと暴れる。

「ぷはぁっ！　な、ななな、何をするのですか夏彦！」

「何をするだって!?　それは俺おれの台詞せりふだ！　いきなり人のファーストキス奪いやがって。このスケベ！」

　そう言った夏彦の瞳は光が戻っていた。禍まが々まがしいまでの殺意が鎮まり、いつもの優しい顔つきになっていた。

「だ、誰だれがスケベですか！」

「お前だよ織姫！」

「はひぃ！」

　確かに織姫は夏彦の唇を奪ってしまった。それも嫌々ではない。織姫がそうしたいからそうしたのだ。今までずっと我が慢まんしていたスケベ心を、夏彦の意識を取り戻すという大義名分のもと、実行してしまったのだ。

　当然、見透かされている。生しよう涯がいの幼馴染みたる夏彦に、分からぬはずがない。

「違います、違います……たまたまなんです。たまたま夏彦の顔が目の前にあって、それでたまたまキスみたいになっただけで、別に私がスケベなわけでは……」

「分かった分かった。つまり因果律が俺と織姫をスケベに導いたんだろ。超スケベってことだッ」

　元に戻った瞬しゆん間かん、夏彦は好き勝手なことを言い、好き勝手に抱きしめてきた。

　何と脳天気な奴だろう。ここは敵の拠点だというのに。

　まして、すぐそばにダイアンサスとバルトセルがいるのだ。

「おやおや。予想はしていたが、ここまで綺き麗れいに収まるとはな。何度見ても妬けるな、そなたらは。さてバルトセル。一件落着したところで、妾たちは先を急ぐぞ」

「は？　わけ分かんねーぞダイアンサス。こいつらはまだ生きている。トドメもささねーで、なにが一件落着だよ」

　バルトセルは不満を述べたが、それは即そく座ざに退けられた。

「見失っているな、バルトセル。当初の目的を思い出せ。妾を蘇らせることであろうが。それはこうして達成されたであろう。ならば次にすべきは、我わが夫ヴェズエルの復活だ。ならばグズグズしておれん。リリウムたちを追いかけるべきだ。それとも、ここで織姫と夏彦を倒してしまうか？　妾がここにいる以上、織姫は普通の少女だというのに。夏彦はこれからもっと強くなり、やがて神滅のやり直しに付き合ってもらわねばならぬというのに。そなたは一時の感情に流され、全すべてを台無しにするつもりか？　それは魔族的というより、短絡的と言うのだ。より大きな敵を見誤るな」

「……はん、確かにごもっとも。この状じよう況きようでの最善は、ヴェズエルの安全を確保することだ。異存はねぇ。いまいち釈然としねーがな」

「それは、そなたが負け続きだからだろ。状況は予断を許さぬ。個人的な感情はまた次の機会にしておくれ」

「――チッ！　分かってるよ。人間の命なんざ、どうでもいい」

　バルトセルは投げやりに言い放ち、そしてその場から消えた。全く同時にダイアンサスも去った。

　真っ白な空間に、織姫と夏彦だけが残される。

　激しい戦闘が嘘のように、耳が痛いほど静まりかえった。

　余よ裕ゆうが出来ると、織姫の中に再び疑問が沸き上がってくる。自分の手足についていた機械は何だったのか。どうして突然、黒姫撫子がダイアンサスになってしまったのか。夏彦の異常なまでの強さは何だったのか。ダイアンサスがあっさり引き上げたのもやはり不自然だ。

　そんな数々の疑ぎ惑わくがあるが、一番問題なのは、夏彦がこちらを抱きしめたまま離そうとしないことだった。

「な、何なんですか！　ふざけている場合ではありませんよ。早く追いかけないと逃げられちゃうじゃないですか！」

「ああ。まぁ、そうなんだけど。いいんじゃないか？　俺がここに来たのは、織姫を取り返すためだ。そして、こうして俺の腕の中に戻ってきた。だったら、目的達成じゃん。あいつらが何をするつもりか知らないけど、こっちはこっちでイチャイチャしようぜ」

「イチャイチャって……どうして私が夏彦とそんなことを……！」

「え？　だって織姫からキスしてきたし」

「それは、何というか、成り行きで……」

　織姫は口ごもり、押し黙った。すると夏彦は嬉しそうな声で、

「へぇ、織姫は成り行きで誰とでもキスするのか？」

　と、煽あおってきた。

「するはずないでしょう！　夏彦だからしたんですっ！」

　反射的に織姫は、後先考えず正直な気持ちをぶちまけた。

　限界を超こえた力を振るう夏彦が心配で心配で、いても立ってもいられなくて、正気を取り戻させるためキスをした。キスをしたかった。夏彦とキスをしたかった。理由なんてどうでもいい。本当はもっとイチャイチャしたい。とても人には言えないようなことをやりまくって、夏彦のものになってしまいたい。

「つまり、俺のことが好きなんだな」

「ふぁっ？　あ、いや、その！」

「俺は、織姫のことが好きだぜ。織姫はどうなんだ？」

　好き。好きと言われてしまった。

　今までも夏彦はそれを隠そうとしなかったが、こうして抱だきしめられ、ハッキリと「好き」と言われたのは初めてかも知れない。

　照れる。溶ける。燃える。メルトダウンする。

　織姫の体液という体液が煮えたぎり、穴という穴から噴き出しそうになる。

　恥ずかしくて、嬉しくて、死にそうだ。

「わ、私も、その、好きか嫌いかと言えば、好き、ですが……ええ、夏彦のことが好きですよ！　大好きです！　そうじゃなきゃキスなんてするはずないじゃないですか！　そんなことも分からないんですか、もうっ！」

　もはや誤魔化すのは不可能だった。溢あふれ出だす気持ちが止まらない。バルブは完全に壊れていた。好き、好き、好き。大好き。愛してる。ずっと一いつ緒しよにいたい。本当は時と場所を選ばず抱きしめ合いたい。委員長やヘルガが見ていても関係ない。見たいなら見ればいい。夏彦は自分のものだ。自分は夏彦専用だ。夏彦の好きにして欲ほしい。滅め茶ちや苦く茶ちやにして欲しい。夏彦にそういうことをされているのを想像するだけでキュンキュンする。

「だから私、心配だったんです。夏彦が普通じゃ考えられない力を使っていて、絶対に無理していると思って……だから止めようと思って。無事で良かった……私、夏彦がいなくなるのはもう嫌です。私のそばから離れないでください。好きです、大好きです。私の頭の中、いつも夏彦のことで一杯なんですから！」

　とうとう言ってしまった。

　夏彦と同レベルの強さになるまでは、決して口にしないつもりだったのに。

　もう止まらない。

　だって、好きすぎて、もう自分でもわけが分からないのだ。

　こうして抱きしめられているだけで痙けい攣れんしてしまう。目の前が真っ白になる。

「織姫……大丈夫。俺はお前のそばを離れない。何があっても守るから」

「守らなくてもいいんです。ただ、いてくれれば、それでいいんです……」

　とろとろに溶けた頭で、織姫は辛うじてそこだけは譲らなかった。

　守られるのではなく、一緒に戦いたい。

　しかし、その想いすらどうでもよくなるほど、今の織姫は溶けていた。

「織姫……もう一回キスしよう」

「は、はい……」

　キスだけでなく、このまま最後までしてしまうのだと織姫は予感した。抵抗する意志など微み塵じんもなかった。

　むしろしたい。して欲しい。しなかったら怒おこる。欲しい、夏彦が欲しい。今すぐ欲しい。沢山欲しい。他のことはどうでもいい。

　だから今すぐ。




　だが、織姫と夏彦が二度目のキスに及ぼうとした瞬間、立っていられないほどの震しん動どうが襲いかかり、情事はまたしてもお預けとなった。




　　　　　※




　エルメネヒルドは気絶したリリウムを背中に担かつぎ、白い廊ろう下かを走っていた。

　その前をアウレリアが進み、更さらに液体で出来たタコが触しよく手しゆでカプセルを包み、出口を目指して疾走している。

　これが何か目標を持って走っているのであれば、もう少し覇気が出るだろう。

　しかし、これは逃走。それも絶望的な逃走だった。

　卑ひ怯きようにも仲間を囮おとりにした。しかも、そんな卑怯な手段を講じたのに、逃げ切れる保証はどこにもない。仮に逃げ切れたとして、そのあとどうする？

　いつになったらヴェズエルは蘇よみがえるのだろう。

　それまでどうやってシュトライムや三世寺夏彦に対抗するのだろう。

　レムナンツの戦法は、今までずっとゲリラ的だった。それは、白空世界という逃げ場があってのことだ。

　その白空世界の場所はすでに割れ、おまけにインドラの魔ま力りよくによって崩ほう壊かいを始めていた。

　エルメネヒルドたちには、もう帰る場所がない。

　ぶざまに逃げ回り、狩りとられ、やがて壊かい滅めつする。

「ねえアウレリア。どうしてこんなことになっちゃったのかな？　僕ぼくら、悪いことしたっけ？」

　ほんの五年前まで、自分たちは魔王直属の戦士だったはずだ。

　それがゲシュペスにクーデターを起こされ、シュトライムに裏切られ、何もかもがご破算になった。

　しかしリリウムは諦めず、何とかヴェズエルを蘇らせようともがいていた。そんなリリウムを助けるため、エルメネヒルドもアウレリアもバルトセルも集まった。

　望みは一つだけだ。

　また皆みんなで楽しくやりたい。それだけなのだ。

　それが許されないというのなら、世界と喧嘩するしかない。

　だからレムナンツはゲシュペスの政権に組せず、戦いを挑み――今、敗北しつつある。

「弱いから？　だから望みが叶わない？」

　改めて言葉にすると酷ひどく理不尽に感じられるが、それは魔ま界かいの根底だった。

　かつて破戒王ヴェズエルも力によってのし上がり、力によって支配した。慈悲帝と呼ばれるゲシュペスですら、反乱分子を力で排除している。

　むしろ魔界だけでなく、どこの世界でも同じなのではないか。

　軍事力、政治力、諜報力、経済力、団結力。色々あるが、ようは自分たちの我がを押し通すための手段だ。レムナンツはそれが不足していた。

「まだ終わったわけじゃないネ。これから力を蓄えて、何度でもやり直すネ！」

「うん……そうだよね、アウレリア。僕らはまだ負けたわけじゃないし……バルトセルだって何とか生き延びて追いかけてくるよね！」

　絶望の中に一筋の希望を見いだそうと、エルメネヒルドもアウレリアも必死だった。たとえそれが気休めであっても、あるのとないのでは大違いだ。

　ところが、そんなささやかな希望を打ち砕こうと、裏切り者が立ちはだかった。

「残念ながら、お前たちは終わりだぞ。なぜなら、ここに私という『力』が立ちはだかっているのだからな」

　聞き間違えるはずがない。見み紛まがうはずもない。

　かつてはヴェズエル直属の戦士であったにもかかわらず、ゲシュペスと共に裏切り、クーデターを起こした憎むべき敵。

　長い魔界の歴史でも最上位クラスに数えられる、強力無比な【瓏玲の焔】の女。

「シュトライム！　お前、何だって私たちの邪魔するネッ!?　お前はゲシュペスと違って、ヴェズエルと意見が対立することも少なかったネ。なのに、どうしてゲシュペス側に行ったネ！」

　アウレリアは、かつての仲間が立ちはだかっている光景を目にして、泣くような声を上げた。

　なにせヴェズエル直属の者たちは、全員が家族同然だった。

　軽口を叩き合い、酒を飲み交わし、ときには罵しり合うことがあっても、その絆は決して切れない。

　切れない、と思っていた。

「どうして、か。想いは複雑でも、答えは単純だぞ。早い話が、私はヴェズエルのやり方に付いていけなくなったんだ。自分が圧あつ倒とう的てきな力を持っているから、他者の全てを犠ぎ牲せいにしてよい、というのは、いくら魔族といえど横暴が過ぎるだろう。別にお前たちを嫌いになったわけではないが、私としては異を唱えるしかなかった」

「何が横暴ネ！　今、お前が私たちにやろうとしていることだって同じネ。圧倒的な力で抑え込もうとしているネ。ヴェズエルもゲシュペスも、やっていることはさほど変わらないネ！」

「……なるほど、そうかも知れん。だが、一つだけハッキリと違うところがあるぞ。それは、犠牲にしてよいと考えている範囲だ。ヴェズエルは、自分と自分の仲間以外どうなろうと知ったことではないという男だった。しかしゲシュペスは、犠牲を最小限に抑えようと努力している。その一点だけでも、私はゲシュペスを支持するぞ。魔王としての適性と、男としての魅力は無関係だからな」

　シュトライムの言っていることは、理に適かなっていた。

　魔王とは、魔界の王なのだ。ならば魔界全体のことを考えねばならない。

　だがヴェズエルは、そんなものに興味がなかった。

　彼かれが大切にしていたことは三つだけ。

　戦うこと。ダイアンサスのこと。仲間と酒を飲むこと。

　あとは心底どうでもいいと思っていた。

　故にヴェズエルは、魔界ではなく、エルメネヒルドたちの王なのだ。

「確かに、ヴェズエルは魔王に相応ふさわしくなかったのかも知れない。いや、魔王なんて小さな枠に収めたのが間違いだったんだ。ヴェズエルは滅茶苦茶だったかも知れないけど、僕らはそれが堪らなく大好きだった」

「そうネ。魔王としての適性なんてクソ喰くらえネ。私たちはヴェズエルの男の魅力に惚れ込んだネ。器うつわがでかすぎて、お前らじゃ付いて来れないネ。須しゆ弥み界かいの外まで突き抜ける、でっかい男ネ！」

　エルメネヒルドとアウレリアは、ヴェズエルへの忠誠心を言葉にして放った。

　口で抵抗する以外、何も出来ないからそうしたというのが実情なのだが、どういうわけかシュトライムは硬直し、何やらショックを受けているようだった。

「須弥界の外……だと？」

　なぜ彼かの女じよがその言葉に強く反応したのかは分からない。

　しかし、これは千載一遇のチャンスだ。

　シュトライムが敵の前で隙すきを見せるなど、それこそ千年に一度あるかないかという珍事なのだから。

　――走るよアウレリア！

　――分かってるネ！

　互たがいに目で合図を送り、そしてシュトライムのわきを走り抜けようとした。

　アウレリアの操あやつる触手がカプセルを運び、エルメネヒルドはリリウムをおぶって駆かける。

　ところが、やはりシュトライムが固まっていたのは一瞬のことで、すぐに正気を取り戻してしまった。

「おっと、行かせないぞ。まあ、昔のよしみだ。命までは取らんよ。ただし、ヴェズエルの屍し体たいだけは徹てつ底てい的てきに破壊させてもらうがな」

　シュトライムは、レムナンツの存在理由を破壊すると宣言する。

　そんなことは絶対に許せない。

　なのに、エルメネヒルドにもアウレリアにも、もう抗あらがう手段が残されていなかった。

　我がを押し通す力が足りない。

　奇き跡せきでも起きない限り、レムナンツはここで終わる。

　――そんなのは嫌いやだ！

　エルメネヒルドが強く願ったそのとき、白空世界が震えだした。

「……なんだ、この震動は？」

　シュトライムはこちらに目を向けたまま、そう尋ねてくる。

　しかし、エルメネヒルドとアウレリアにも、震動の正体は分からなかった。

　何か外部から、強烈な力が加えられているような、そんな震動だった。

　それは収まるどころかますます激しくなり、そしてエルメネヒルドは上空へ投げ出される感覚を味わった。

　白空世界全体が真上に打ち上げられたのである。







第四話　虚無戦線







　白空世界は現状、リリウムとバルトセルとアウレリアの三人の魔力から構成される魔造空間だ。暗黒ドームという過か酷こくな環境そのものが防ぼう壁へきになっており、発見と侵入を困難にしている。

　だが、白空世界はアンカーや錨で固定されているわけではなく、ただ浮いているだけだった。とはいっても、宇宙に浮いている星を動かすのが容易ではないように、巨きよ大だいな白空世界を動かすのは難事のはずだった。

　いや、そもそもリリウムたちには、白空世界を移動させるという発想がなかった。

　ところが現在、白空世界は強烈な速度で上じよう昇しようし、その衝しよう撃げきで崩壊しつつある。

「な、何が起きてるの……!?」

　全身にかかる強烈な圧力で目を覚ましたリリウムは、白空世界が丸ごと打ち上げられていると知り、たまらず声を裏返らせた。

「リリ姉、大丈夫!?」

　エルメネヒルドの声が聞こえる。何と自分は、彼におぶさっていた。どんな話の流れでそうなったのか思い出せない。

　それにヴェズエルのカプセルを運ぶ触手とアウレリア、おまけにシュトライムまでいる。

　全員が唖あ然ぜんとしていた。

　それはそうだろう。エレベーターならともかく、自分が立っている地面が上昇するなど、そう滅多にあることではない。

　そしてリリウムは、この状況ですべきことを考えた。

　このままエルメネヒルドにしがみついている？

　シュトライムを倒す？

　どちらも違う。本当に大切なのは、ヴェズエルを守ること！

　思い至ったリリウムは、エルメネヒルドから離はなれ、カプセルに走った。

「リリ姉！」

　エルメネヒルドが心配そうな叫びを上げた瞬間、白空世界は耐久限界を越え、完全に崩壊した。

　今までとは逆に、今度は落下が始まった。

　浮遊感に襲おそわれるが、リリウムはカプセルに飛びつき、抱きしめた。

　シュトライムもエルメネヒルドもアウレリアもバラバラに落下し、一緒にいるのはリリウムとヴェズエルだけ。

　――私が、守る！

　錐揉み回転しながら投げ出されたリリウムは、地平線の向こうから昇る朝日を見た。

　下には暗黒ドームの表面。近くを万ばん魔ま殿でんが浮遊し、遠くまで関東平野が広がっている。

　ここは地上だ。

　暗黒ドームを突き抜け、日の当たる世界まで押し上げられてしまったのだ。

「く――っ」

　現在の高度は三千メートルほど。グルグルと回転しているせいで、自分がどの方向に飛ばされているのか分からない。千葉か埼玉か神奈川か、とにかく東京のすぐ外側に落ちるだろう。

　いずれにしても、ヴェズエルのカプセルは絶対に離さない。

　彼を蘇らせることだけが自分の望み。そのためにこの五年を生きてきた。

　ヴェズエルが生きていたときはずっと助けられていた。だからせめて死んでいるときは自分が助ける。

　やがてリリウムは地面に激げき突とつした。衝撃でめり込む。周りに建造物は少なく、畑が広がっている。関東でもかなり田舎の方だろう。

「ヴェズ、エル……」

　全身を包つつむ痛みに耐たえながら、リリウムはカプセルの中を確かく認にんした。

　液体の中に、偉丈夫が浮うかんでいる。ついこの前まで全身を覆っていた火傷やけどはすっかり見えなくなり、爆撃のような鼓こ動どうが放たれている。

「良かった……無事……」

　カプセルそのものにも目立った傷はなく、むしろリリウムの方がボロボロだった。

　しかしリリウムは自分のことなどどうでもよく、ヴェズエルを守れたという安あん堵どで一いつ杯ぱいだった。

　そして彼のカプセルを担ぎ、どこかに身を隠そうと歩き出す。

　その瞬間、畑の奥から、二つの影かげが現れた。

「な、夏なつ彦ひこ！　あそこにリリウムがいますよっ？」

「ああ……変なカプセルを担いでるな。何だありゃ」

　蓬よもぎ田だ織おり姫ひめと三さん世ぜ寺じ夏彦だった。彼らもこちらに飛ばされてきたらしい。

　関東は広いのだから、何も自分の近くに来なくてもいいではないか、とリリウムは思ったが、来てしまったものは仕方がない。

　あとは、どうこの場を切きり抜ぬけるか、だ。

　まともに戦えば、絶対に勝ち目はないだろう。

　今の三世寺夏彦は自我を取り戻している。信じられないが、インドラの支配から脱却したということだ。それはつまり、インドラの力を逆に取り込んでいると見なさねばならない。

　インドラ。それは三界の頂点に立つ、極限の力である。

　結局のところ、あれと真っ向勝負できたのはヴェズエル唯ただ一人ひとりだったのだ。

　そんな存在に、リリウムが出来ることは何だろう。

「大丈夫……私が守るから。絶対に守るから。だから安心して眠ねむっていてヴェズエル。私だって戦えるから」

　意を決する。死を覚悟する。

　ヴェズエルを守護するため立ち上がり、夏彦と織姫を睨み付ける。

「……織姫。ちょっと下がってろ。何かヤバイ」

　夏彦は織姫を腕で押し後ろに下がらせ、自分は前に踏み出した。そして呼吸と共に破滅的な魔力を放つ。

　その威圧感に、リリウムのみならず、彼の味方である織姫まで苦悶の声を上げたほどだ。

　やはり夏彦はインドラの力を己おのれの意志で制御しつつある。

　これではシュトライム以上の脅きよう威いになるのも時間の問題だろう。

　しかし、関係ない。

　リリウムは相手が誰であろうと、幾人であろうと、絶対に仲間の役に立つ。立ちたい。立てるのだ。自分がどうなろうと、死のうと、構わない。それこそが己が求めた道。求道位階秘技。

　自分に跳ね返ってくるリスクが大きすぎて、秘技を使おうとするたびに仲間に止められたが、今は誰もいない。そして、その力を使わなければ切り抜けられない。

　ならば、ここがリリウムの墓場だろう。ヴェズエルを守って死ねるのだ。悔いがあるはずもない。

「白しら百ゆ合り『求道位階秘技』――」

　死に繋つながる呪言を唱えようとした、そのとき。

　ガラスが割れる音が背後から聞こえた。

　鼓動が強まった。

　そして――

「よせ、リリウム。お前は相も変わらず自分の命を軽視するのだな」

　また説教で秘技を止められてしまった。

　無視することは出来ない。従うしかなかった。なぜなら、それは盟主の声なのだ。

　ずっと聞きたかった。何度も夢に見た。そのためにレムナンツを創つくった。

「なっ？」

　三世寺夏彦と蓬田織姫が目を見開き硬直した。

　カプセルの中から魔力が爆発的に膨れ上がっていく。鼓動は打撃となって周囲に襲いかかる。彼が腕うでを上げ、カプセルのガラスを叩たたき割わると、その余波で地割れが起きる。睨にらむだけで大地が陥没した。一歩踏み出すとこちらの五感がイカれる。

　背が高く、筋肉質で、顔立ちも端整。腰こしまである黄金の髪かみがたてがみのようになびき、彼自身が城であるかのような荘そう厳ごんさを感じてしまう。

　だが、そんな外見よりも彼を如実に物語る特徴があった。

　ただひたすら、強いのだ。

　比喩や形容詞で飾り立てることすら出来ない強さ。

　その腕に身を任せたいと思うのは女の本能だろう。それはリリウムのみならず、アウレリアやシュトライムですら認めていた。

　これぞ焔。これぞ男。

　破は戒かい王おうヴェズエル、ここに復活。

「嘘うそ……どうして、そんな……これは夢……？」

「何を言っているのだ、リリウム。目の前で部下が死のうとしている。そんな状況で寝ねていられるほど、我が薄はく情じようだと思ったか？　無礼であるぞ？　助けさせろよ、我を腑抜けにしてくれるな」

　ヴェズエルの大きな手がリリウムの髪を撫なでた。

　夢でなく、幻でもなく、確かに感触があった。

　リリウムは嬉しさのあまり、気絶しそうになった。その上ヴェズエルは、リリウムがピンチだから目を覚ましたと言い出す。幸福感で沸ふつ騰とうしそうだ。

　今まで生きてきて、これほど幸せだったことがあっただろうか。

「どうしたリリウム。頭から湯気が出ているぞ？　相変わらず妙みような奴だ。まぁ、それはさておき、状況が良く分からぬ。目の前にいる人間の少年から何やらインドラの気配を感じるが……ああ、転生体か？」

　分からぬと言いながら、ヴェズエルは一目で夏彦の正体を看破してしまった。

　そして、何やら嬉うれしそうに笑い出す。

「くくっ、やはりな。神しん滅めつを完遂せよと因果律が告げている。やりなおすぞ、真正面から滅ぼすぞ。我は仲間を率いて挑いどむ。さぁ、インドラよ、神滅の試金石よ。我を迎むかえ撃うつがいい」
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　この不遜極きわまる言い回し。

　目覚めたばかりで前後の事情を知らないくせに、いきなり宣戦布告をしてしまった。

　しかし、不思議と要点だけは外していない。確かに夏彦はインドラで、倒たおすべき相手なのだ。逆にいえば、それ以外のことはヴェズエルにとって枝葉に過ぎないのだろう。

　そんなヴェズエルの勢いに、夏彦は付いていけず、唖然とするばかりだった。

「どうしたインドラの転生体。我の復活を喜べ。ああ、しかし、今は互いに万全ではないのだな。ならば小手調べを始めよう。今の我はどの程度だ？　この星くらいは壊せるのか？　インドラよ、そちらはどうだ。お互い、随分と弱くなってしまったものだな――フハハハハッ」

　ヴェズエルの髪がなびいた。

　それは高密度の魔力を帯びて、太陽よりも眩く光っている。

　高笑いは空間を歪ませ、大きな陽炎かげろうを作り出す。

　今のヴェズエルは、残ざん鉄てつが三分の一程度しか集まっていない。よって、その魔力も三分の一だ。なのにこの密度。これこそが真の魔王なのだと、リリウムは声高に叫さけびたかった。

　慈じ悲ひ帝ていなどクーデターで座を奪った盗人に過ぎない。一対一でヴェズエルに勝てる魔族など存在しないのだ。

　――か、格好いい！

　リリウムは興奮し、彼の体に寄りかかった。大きい。温かい。幸せすぎて死ぬ。

「バルトセルに増してイカれてやがる……インドラか……確かに俺の前世はそれらしいな。何となく頭に浮かんでくるぜ。けど、俺は三世寺夏彦だ。同一視すんなよ！」

　何と夏彦は、ヴェズエルの迫はく力りよくに屈さず、黒い剣を振り抜き、斬撃の波を飛ばしてきた。リリウムやバルトセルなら十回は死にそうな威い力りよくが込められている。

「なるほど、それは失礼した――」

　しかしヴェズエルは指だけでその斬撃を弾はじく。

「では、三世寺夏彦とやら。望みどおり、今この場はインドラではなく、あくまで三世寺夏彦と戦うことにしよう。互いに女連れは都合が悪いな。場所を変えるか？　我はどちらでも構わぬぞ。いずれにせよ、リリウムを無傷で済ます自信がある」

　ここでリリウムの頭のどこかで、ボンッ、と爆発が起きた。

　襲いかかる敵からヴェズエルに守ってもらう。そんなシチュエーションが現実になるのか。まさか。本当なら早く、一刻も早く。失神する前に早く。

　ところが――リリウムの望みは憎にくき敵の手によって邪じや魔まされた。

「夏彦下がれ！　そいつの相手は私がするっ！」

「師し匠しよう!?」

　あろうことか、シュトライムが空から隕石の如く落下し、土と衝しよう撃げき波はを撒まき散ちらし、場をかき乱してしまった。

　全員が別方向に飛ばされる。リリウムが折角ヴェズエルに寄りかかっていたのに、台無しになった。

「ヴェズエル！」

　空高く飛ばされたリリウムは、砂埃の向こうにいる盟主の名を呼んだ。

　すると、砂埃を晴らす一いち撃げきが眼下で放たれる。

　強きよう烈れつな衝撃波がリリウムを更に遠くへ飛ばす。

　痛みに耐えながらヴェズエルを捜すと、地表を閃せん光こうが走っていた。まるで航空写真に蛍光ペンで線を引いたようだった。

　見れば、シュトライムがヴェズエルに雷神の如き体当たりをし、摩擦熱と魔力を放ちながら二人で直進していた。余波で地表が捲り上がり、土砂が重力を振り切り、空の彼方かなたまで昇ったまま落ちてこない。

　向かう先は東京を覆い尽くす暗黒ドーム。

　あの勢いでは、白空世界があった場所より何倍も奥おくまで潜もぐってしまうだろう。

　――追いかけられない！

　リリウムは自分の無力を感じると共に、あの二人の戦せん闘とうは、地上で行なってはならないことも理解していた。

　あの二人が通常空間で激突したら、こんな星など、それこそ跡あと形かたもなく消しよう滅めつしてしまうだろうから。
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　ショコラは十一人の部下を率いて暗黒ドームを脱出した。

　もちろん、目的はレムナンツの掃討である。

　これまでレムナンツが野放しにされてきたのは、その神出鬼没のゲリラ的な行いが原因であり、こうして暗黒ドームから追い出し丸裸にしてしまえば、何ら脅威ではない。

　ショコラ率いる修しゆ羅ら庁ちようは暗黒ドームの天てん井じようから飛び出し、高度三千メートルから関東平野を一望する。

「レムナンツを見付け次第殺すのじゃ！　犠牲はいくら出しても構わぬぞ。責任はワシが取る」

　戦せん闘とう狂きようの集団であるレムナンツにそのような命令を下せば、どんな悲劇が起きるか、ショコラはわきまえていた。

　万単位で無関係の者が死ぬだろう。

　しかし、レムナンツ討伐という目的を前にすれば、ささやかな犠牲だ。

　逆にいえば、その程度で目的を達せるなら、結構なことだろう。

　ところがショコラは、レムナンツの戦力分析を誤っていた。バルトセルやアウレリアのことばかりを考え、その上の存在にどう対処するかを計算に入れていなかった。なにせ作戦が始まった段階では、上の存在などこの世にいなかったのだから。

　それは伏兵というより、後出しジャンケン。完全に反則的な手札だった。

　だが何といおうが、それはそこに現れた。

「ショコラ・ミミングスか。相変わらず小さいな。どれ、一つ妾わらわが可愛がってやろう」

　言葉と共に閃光が走った。

　ショコラは反射的に仰け反り回かい避ひする。が、その場にいた修羅庁の半数は直ちよく撃げきを喰らい、地面へと落ちていった。

「何じゃ、何事じゃっ？」

「代行、攻こう撃げきです。どこからどんな攻撃をされたのかは不明ですが、我々は攻撃されたのです」

　副官のアレスは分かりきった事実を丁寧に語ってくれた。しかしそうでも言われなければ、ショコラの判断はあと一秒は遅れていただろう。

「一時撤退じゃ！　とにかくこの場を離れるのじゃ！」

　魔族は揃そろいも揃って酔狂な者ばかりだ。それでも最低限の分別を持っている。修羅庁へ攻撃を仕し掛かけるなどという蛮ばん行こうは、酒の肴になりはしても、実行する者などまずいない。

　確実な身の破滅が待っているからだ。たんにその場で処しよ刑けいされるだけならまだいい。普ふ通つうは拘こう束そくされ拷ごう問もんされ、思想や背後関係を調べられ、友人や家族にも矛先が向く。そして結末はいつも決まって皆みな殺ごろし。

　修羅庁とは魔界で最も恐おそろしい暴力機関なのだ。

　その修羅庁に高度三千メートルで攻撃を仕掛ける者が現れ、そして修羅庁はそれを見切ることが出来なかった。それも下位の連中ならまだしも、ここにいるのは一ひと桁けた台だいを含む最精鋭だというのに。

　この状じよう況きようでショコラは、撤退を命じるしかなかった。指揮者として妥当な指示だった。

　実行可能か否かは別として。

「――いかん、速すぎる！」

　閃光は逃にげる修羅庁の背後から襲いかかり、一いつ瞬しゆんにして更に三人を叩き落した。

　そして次の標的はショコラだった。敵は真正面から迫せまり、雷と見紛うほどの『斬撃』を放つ。

「ダ、ダイアンサスッ？」

　彼女の持つ太た刀ちが振り下ろされた刹せつ那な、ショコラは敵の顔を視認した。

　間ま違ちがいなくそれは破戒王の妻たるダイアンサスに他ほかならない。十六年も前に死に、今は残鉄として蓬田織姫に宿っているはずなのに。なぜここにいるのだ。

「代行！」

　アレスは叫びを上げ、ショコラとダイアンサスの間に割って入った。その素早さと大胆さにショコラは少なからず驚おどろく。

「印相戦法――堅けん咒じゆ一式」

　彼は両手を使い印を結ぶ。それによって発動した術は、防御の型だ。アレスの前方に広がった壁かべは、ダイアンサスの太刀と激突し、何と防いでしまった。

「代行、今の内にお逃げ下さい」

「おやおや。いい部下を持ったなショコラ。しかし妾からは逃げられぬ。何、殺しはせんよ。久しぶりに自由の身になれて機き嫌げんが良いのでな」

　そう言って笑ったダイアンサスは、そのまま前に進み全体重を乗せてアレスの壁に体当たりした。

　それは斬撃ほど鋭くないが、しかしエネルギーの総量は遥はるかに上だ。壁は耐えきれずに崩壊し、そしてアレスとショコラは同時に突き落とされる。

「――くっ」

　落下しつつもショコラは、現状とこれからの展開を考えた。

　修羅庁は『拠きよ点てんさえ特定してしまえばレムナンツの殲滅は容易』という前提にしたがって行動していた。だがダイアンサスが復活した以上、その前提は崩れ去ったといえる。それは単純に戦力差の問題だ。下手をすればダイアンサス一人で、ショコラ以下の修羅庁全員を圧倒するかも知れない。

　なにせ、ヴェズエル、ゲシュペス、シュトライム、ダイアンサスの四人は、魔界の歴史から見ても規格外といえるほどずば抜けた強さなのだ。

　しかし、まだ希望はある。

　ショコラの見立てでは、今のダイアンサスは全力を出せない状態にある。少なくとも先程の攻撃は全力には程ほど遠とおい。ショコラもアレスもこうして生きているのが証しよう拠こだ。

　ならば付け入る隙はあるはず。

　直接刃を交えるのは性に合わないが、それでもショコラは修羅庁ナンバー６だ。封印されている五人を除けば、最強なのだ。その意地がある。

　故ゆえにここでダイアンサスを仕留めてみせると決意した。
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「――相変わらず、師匠は滅め茶ちや苦く茶ちやだな。何か、全部吹ふっ飛とばしやがった」

　服に付いたホコリを払いながら、夏彦はぼやいた。

　ほんの十数秒前まで、夏彦と織姫は、あの破戒王と対たい峙じしていたのだ。

　噂うわさにたがわぬデタラメな魔力を放ち、正々堂々とした戦意を向けてきた。

　そして、それと戦う決意を夏彦は固めていたのだ。

　なのに突如現れたシュトライムは、破戒王を連れて暗黒ドームへと突っ込み、ついでのようにリリウムを吹き飛ばしてしまった。

　残ったのは夏彦にしがみついていた織姫だけだ。

「織姫。もう危機は去ったのに、いつまでくっついているんだ？　そんなに俺おれから離れたくないのか。参ったぜ」

「あ、いやその……別にくっつきたいからくっついているわけではありませんよ！」

　などと織姫は言いながら、しかし手は離さなかった。

「まぁ……離れたいわけでもありませんが……」

　織姫はブツブツと襲って欲しそうなことを呟つぶやいて、そして襲って欲しそうに体を密着させてくる。

　無論、夏彦の脳は沸騰した。

　織姫の方からこうも分かりやすく誘さそってくるなど、宇宙開闢以来初めてのことであろう。

　ならば、ならば――応えてやるのが男だろう！

「織姫ぇ！」

　だがしかし、ここが数瞬前まで戦場であったことを忘れてはならない。戦闘はまだ終わっておらず、戦線は常に移動している。

　つまり敵はいつでも、どこからでも現れるのだ。

　夏彦たちから百メートルほど離れた場所に、立て続けに二人の魔族が落下した。どちらもかなり強力な魔ま力りよくを持ち、出来ることならあまり戦いたくない相手だ。そんな二人よりなお強大な魔力が、怒濤の速度で降り立った。

「ダイアンサス!?」

　黒くろ姫ひめ撫なで子しこと同じ姿ではあるが、あれはもう織姫の傀く儡ぐつではない。破戒王の妻としての自我を取とり戻もどした、危険極まる魔族なのだ。

　そのダイアンサスは、先さき程ほど二人の魔族が落ちた地点へ突っ込む。その激突は爆発を引き起こし、土砂を巻きあげ、突風を広げる。

「ちっ――何と戦ってるのか知らねーが、使ってる魔力の量が普通じゃねぇ。織姫、お前はどこかに隠かくれていろ。俺はダイアンサスを倒す！」

「隠れろですって？　この期に及およんで私がそれを聞くとでも思っているのですか？」

　当然、織姫はそう言い放つ。予想どおりの答えだった。しかし、だからといって連れて行くわけにはいかない。

　夏彦は求道位階に達したが、それでもダイアンサスに確実に勝てる保証はない。更さらに見知らぬ二人の魔族もいる。おそらく戦闘は三つ巴の乱戦となり、まっとうな戦術など立てようもなくなる。

　そんな状況で織姫を守りながら戦うなど、無む謀ぼうとしか表現できない。

「おい、今回ばかりは大人しくしていてくれ頼たのむから。お前だってダイアンサスがヤバイ相手なのは見て分かるだろう！」

　織姫を説得するという難事に挑む夏彦だったが、それが実を結ぶ前に、戦場が拡大した。

「印相戦法――攻こう咒しゆ六式」

　地面に突き刺さったダイアンサスを、膨ぼう大だいな力が押し返す。ダイアンサスは空へと舞い上がり、それを追つい撃げきせんと一つの影が躍り出た。

　それはメガネをかけた【瓏ろう玲れいの焔ほむら】だった。着ている服は、修羅庁の制服。

　ダイアンサスが太刀を振れば、メガネの焔は印を結びそれを弾き返す。

　目を見張るほど激しい攻こう防ぼうだったが、拮きつ抗こうしていたのは最初だけ。すぐにダイアンサスが優勢となり、メガネの焔は吹き飛ばされた。

　落ちた先は夏彦と織姫の眼前だ。ダイアンサスはそれを追って降下を始める。

　確実に夏彦と織姫も攻撃に巻き込まれるだろう。

　しかし、これは好機かもしれない。向こうはこちらを気にせず間合いに踏み込んだ。ならば夏彦は、両者まとめて攻撃すべきだろう。

「斑いか鳩るが流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　夏彦は黒い剣を形成する。その大きさはいつもと違ちがう。とてつもなく長い。魔造空間でシュトライムが作って見せた、刃は渡わたり二百メートルの模倣である。これをもって、ダイアンサスとメガネの焔を同時に叩たたき斬きる。

「悪いが横よこ槍やりを入れるぜ！」

　卑ひ怯きようなのは否定できないが、ここに織姫がいる以上、夏彦の中であらゆる手段が正当化される。まして『敵に攻撃する』という単純な行為をためらう理由はどこにもなかった。

　だが、横槍は別の方向からも放たれた。

「だまし討ちならワシの領分じゃろう」

　浮かび上がり、呟いたのは幼い少女だった。頭に犬耳を生やした可愛かわいらしい容姿で、戦場には似つかわしくない。ところが、その顔に張り付く笑えみは禍まが々まがしく、魔力も強力だった。

　そして信じがたいことに、彼女は夏彦にとってなじみ深い構えを取り、とてもよく知っている呪言を唱えた。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ参――朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐも」

　それは間違いなく魂燃式魔闘術だった。形だけ真ま似ねた偽物ではない。魔力の流れも、そこに込められた威力も、まさしく朧朏穿雲そのもの。そこから二本の矢が、ダイアンサスと、そして夏彦目がけて放たれた。

　驚いた夏彦だが、よく考えてみれば、それほど不思議でもないだろう。斑鳩流が一子相伝の技というのならともかく、シュトライムはそんな話はしていなかった。

「くっ、同じ斑鳩流なら、単純に地力で強ぇ方が勝つだろ！」

　夏彦は飛びかかってくる黒の矢に、黒の剣をぶつけた。

　轟音と共に矢は砕くだけ、それを構成していた魔力が飛び散り、周辺温度を上げていく。ダイアンサスも容た易やすく防いだ。

　その次の瞬しゆん間かん、震ふるえる大気の中を織姫が走り出した。

「――ッ？　待て織姫！」

「待ちません。あの犬耳少女は私が相手をしますから、夏彦はダイアンサスを！」

　そう言って織姫は、夏彦の予想を上回る疾走で駆け抜けた。ヘアピンを抜き日本刀へと変化させる。空に浮かぶ犬耳少女へ飛びかかり、疾風怒濤の勢いで振り下ろす。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ壱――禍炎闇色剱」

　すると犬耳少女はまたしても夏彦と同じ魂燃式魔闘術を使い、織姫の刀と斬り結んだ。

　澄み渡るような金属音が鳴り響く。驚いたことに織姫は、敵の禍炎闇色剱と競り合った。

　しかし残念ながら、織姫は飛び跳ねただけだが、向こうは飛行能力を有している。よって拮抗は続かず、織姫だけが落ちていくこととなる。

　もっとも、それはむしろ助かったかも知れない。あのまま鍔つば迫ぜり合あいを続けていれば、負けていたのは織姫の方だろう。

「ふん、人間の小こ娘むすめにしてはいい使い手じゃ。しかしワシの相手は務まらん」

「何を偉そうに能書きを垂れているショコラよ。今この場に妾がいることを忘れたか？　倒すべき相手が誰だれなのか見誤るでない」

　織姫が両の脚あしで地を踏んだ瞬間、犬耳少女へ向けてダイアンサスが閃光のような突つきを放った。

　急所は逸れていた。だが当たれば戦闘不能に陥るのは必至だろう。そして回避できるようなタイミングではなかった。犬耳少女はこれで戦線離脱する。

　そんな夏彦の予想を裏切って、ダイアンサスの背後から奇襲を仕掛ける男が一人いた。

「痴しれ者ものが。修羅庁長官代行と知っての狼ろう藉ぜきか！」

　あのメガネの焔が、いつの間にかダイアンサスに追いつき、攻撃を仕掛けようと構えている。

「印相戦法――攻こう咒しゆ二式」

　彼かれの袖そでから無数の札がこぼれ落ち、それが二本の短剣を形作る。それが握にぎられ構えられ、左右からの連撃となってダイアンサスに襲いかかった。

　半瞬にして十数撃の剣線が走り、それはどんなものでも細切れにしてしまうかに見えた。だが彼とダイアンサスの間には、覆しようのない魔力の差があった。当然の帰結として、短剣の全すべては弾き返される。

「そなたのショコラへの忠誠心、まずはあっぱれ。しかし惜しいな。相手が妾であった不幸を呪うがいい」

　ダイアンサスは振り返り、太刀を舞わせた。短剣による連撃全てを合わせたよりなお強力な一撃が、彼の肩かたに直撃する。

　終わった。脱落するのが犬耳少女からメガネの彼に移っただけで、一人減るのに変わりはない。夏彦がそう思った束つかの間ま、予想外の光景が広がった。

「――甘あまいぞダイアンサス。私がこれしきでやられると思ったか」

　ダイアンサスの攻撃が峰打ちだったというのが大きいだろう。そうでなければ彼は今いま頃ごろ真っ二つになっていたはずだ。

　しかしそれでも、ダイアンサスの太刀を素す手でで握りしめ、押さえ込み、離さないとなれば、彼の胆力を称えるしかない。その狙ねらいは当然、犬耳少女の援護だ。

　それに応こたえるように、少女は禍炎闇色剱をダイアンサスへ向ける。

　これが真っ当な戦いであれば、二人の見事な連携により、ダイアンサスへ一撃が入っていただろう。それで倒せたかはともかく、一いつ矢し報いていたに違いない。

　だが、これは三つ巴。一瞬でも気を抜けば、第三勢力が漁夫の利を掠っていく。

「夏彦、合わせて下さい！

　斑鳩流人じん用よう傀くぐ儡つ闘とう法ほう、爆ノ型――無む常じよう無む名めい西すい瓜か丸まる」

　織姫の声には、戦いに乱入することへの後ろめたさは微み塵じんもなかった。ただ自分が何をすべきか、ひたすら最善手を求める戦士のそれだった。

　そして現れたのは自爆用のスイカ――であるが、途と方ほうもなく大きい。夏彦が知っている無常無名西瓜丸の大きさは、せいぜいトラックのタイヤ程度だったのに、今ダイアンサスの上空に出現したスイカの直径は、ゆうに十メートルを超こえている。当然、威力も強化されているに違いない。

　合わせろ、と織姫は言った。すなわち同時攻撃だ。修羅庁もダイアンサスもまとめて一挙に叩たたき潰つぶす。そのために最大火力をぶつける。

　現状、夏彦が放てる最大の火力とは何か。禍炎闇色剱か。朧朏穿雲か。

　――そろそろ、復活している頃ころ合あい、か？

　あの夜、バルトセルに打ち砕かれた剣は、それで壊こわれてしまったわけではない。本体はあくまで夏彦の中にある【破戒王の残鉄】だ。ゆえに刀身が折れても、時間が経てば修復される。

　その修復が終わったのだと、夏彦は感触を得た。自分の中で起きていることだ。自信がある。だから織姫に合わせる武装はそれしかない。

「残鉄・解放――破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成ガ一片〈仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆ〉」

　形成し手に持つだけで暴風が吹き荒れる、強力無比な魔ま剣けん。四方へと拡散していく破は壊かいのエネルギーを制御し、指向性を持たせ、その剣先から撃ち放つ。

　夏彦が火か界かい咒じゆを振り下ろすと、圧縮された魔力の波動がダイアンサス目がけて突き進んだ。当然、そのすぐそばにいた犬耳少女とメガネの焔も巻き込まれる。

　同時に、織姫の無常無名西瓜丸も爆発した。

　――いや、これはやり過ぎだろ!?

　形成された火球の密度は、まさに核かく兵へい器きを思わせる暴力性を秘ひめていた。それも戦略級の、最大規模の威力を持つ、数十メガトンの規模である。

　かつてロシアが作った最強の水爆は、衝撃波が地球を三周してもまだ観測されるという馬ば鹿かげた代物だったらしいが、今目の前で広がりつつある爆発も負けず劣らずだ。

　――俺らも巻き込まれんだろ……っ！

　夏彦は火か界かい咒じゆに過剰な力を込めていないし、織姫のスイカもいくら大きくなったとはいえ、ここまで威力が上がるとは思えない。おそらく二つが合わさったことにより、妙な効果が働いてしまったのだろう。

　などと冷静に分析している場合ではない。織姫は血相を変えてこちらに走ってくるが、明らかに爆風の方が速かった。

「斑鳩流本家魂燃式魔闘術、型ノ肆――楞りよう嚴ごん暗あん幕まく」

　夏彦は大急ぎで黒いカーテンで火球を包み込んだ。自分たちで放った攻撃が自分たちに被ひ害がいを及ぼさぬよう対処するという、かなり間抜けな事態ではあるが、幕で覆った分、その内部は地じ獄ごくになったはずだ。

　爆風は反響し、密集し、より強大になって中心部へ戻っていく。その破壊力たるや、ありとあらゆる物質を蒸発させてしまうだろう。

　しかし、夏彦はふと考えた。仮に自分があの中にいたとしたら、死ぬだろうか？

　答えは、否。

　死なない。求道位階になった自分は、あの程度では戦闘不能にもならない。

　故に、ほぼ同等の力を持つであろうダイアンサスも、生きている。

「な、夏彦！　なんだか知りませんがもの凄すごい爆発ですよ!?　よく抑おさえこめましたね！」

　走ってきた織姫は、目を白黒させながら楞嚴暗幕が作る円錐状の壁を見上げた。

「まあ、あのくらいはな。それより、俺の後ろに隠れてろ。おそらくダイアンサスは無傷だ」

「無傷っ？　あの爆発ですよ！」

「俺だってあれくらいの爆発じゃ無傷だぜ？」

　夏彦がそう答えると、織姫は目を丸くし、ある種呆あきれたような顔になった。が、すぐに目をつり上げ、プンスカと怒り出す。

「するとあれですか。楞嚴暗幕で爆発を包んだのは、私を守るためだったのですね？」

「おう。織姫はあの爆発に耐えられないだろ？」

「それはそうですが……うぅ、自分が情けないです。早く夏彦の役に立てるようになりたいです……」

　織姫は肩を落としうなだれる。だが、それは見当違いの落胆であろう。

　彼かの女じよは既すでにこの上なく夏彦の役に立っているのだから。

「何言ってるんだよ織姫。お前がキスしてくれたから、俺はこうして正気になれたんだぜ？　胸を張れよ。お前は俺にキスをしたんだ！　全世界に誇れ、宣言しろ！」

「こ、声が大きいです！　と言うか、ほら、今は戦闘中ですよ！」

　反論の余地のない正論だったので、夏彦は黙だまって楞嚴暗幕の壁に向き直った。

　中から響いてくる震しん動どうは、もうほとんど収まっていた。

「――楞嚴暗幕を解除するぞ」

　箱を開けるパンドラの気分で夏彦は呟いた。だがその次の瞬間、夏彦が解除するより早く、内側から強ごう引いんにこじ開けられた。

　銀閃が縦横無尽に走り、黒い円錐の壁が八やつ裂ざきにされる。崩くずれ落おちた楞嚴暗幕の中から現れたのは、やはり無傷のダイアンサスだった。

　そして意外なことに、犬耳少女とメガネの男も悠々と浮うかんでいる。

　夏彦と目が合った犬耳少女は鼻で笑い、

「別に楞嚴暗幕はお前の専売特許ではなかろう。むしろ系譜を考えれば、ワシの方が正統で、そちらはまがい物じゃ」

「まがい物……？」

　専売特許でないのは認める。しかし、まがい物というのは聞き捨てならない。これでも苦労して習得した技の一つだ。あのシュトライムとの修しゆ業ぎようを否定されたような気分になり、夏彦は面おも白しろくない。

　そもそも、この犬耳少女は誰から斑鳩流を習ったのだろう。まさかシュトライムなのだろうか。大魔災以前の魔ま界かいを知らない夏彦は、その可能性を否定しきれなかった。

「今日はよき日であるな。あれだけの攻防を演じながら、いまだ全員無傷とは。妾の心は躍っておるぞ。妾の予想を超えた力を見せてくれたショコラにアレスとやら。実に見事。そして織姫。なかなか頑がん張ばっているが、その程度ではなかろう。妾はそなたの中に十六年もいたのだ。故にそなたの潜在能力はよく知っている。妾の残鉄がなくなったことにより、むしろ強くなれるやもしれぬぞ？」

　ダイアンサスは何のつもりかしならいが、織姫を褒ほめてきた。

　たとえ敵であっても、織姫が褒められれば悪い気はしない。

「三世寺夏彦。そなたは本当に強いな。インドラの支配から脱却し、一層強くなった。いや、そうでなくては困る。妾と夫が再戦を挑む以上、その相手は前より強くなくてはならない。故にそなたはかつてのインドラを超えよ。出来ぬとは言わせんぞ」

　それにしてもダイアンサスの言い様は、実に奇き妙みようなものだった。自分たちのために強くなれと言っている。普通は逆を要求するものだが、彼女はそこに一ひと欠片かけらも迷いがなかった。

　言われなくても強くなってやるが、それにしても酔狂な相手だ。

　勝ち負けにこだわっていないわけではない。むしろ、誰よりも勝ちに貪どん欲よくに見える。その上で強くなれと言ってくるのだ。

「強くなるさ。けど、その姿はお前には見せられない」

「ほう？　それは何故に？」

「決まってるだろ。今ここでお前を倒してしまうからだ」

　夏彦は火か界かい咒じゆを空のダイアンサスに向け、不敵に笑う。

「結構。ならば戦いは続行だな。ショコラもそれでよいか？」

「愚問じゃな。この三つ巴は貴様を倒すまたとない機会じゃ。口惜しいが、真っ向勝負では勝ち目がないからのぅ」

　犬耳少女は卑下するでもなく、冷静に語った。

　いまだ生き延びている事から見ても、彼女が相応の実力者なのは間違いない。そこにメガネの男を加えれば、途方もない戦力になる。

　それでも『真っ向勝負では勝ち目がない』と言っているのだ。

　逃げるという選せん択たく肢しがないのなら、三つ巴の混乱の中に勝機を見いだすより他にない。

「よかろう。宴うたげの続行だな。そなたら、妾を存分に楽しませよ」

　ダイアンサスは負けるなどと微塵も思っていない。こちらを慈しむような笑みすら浮かべていた。敵対する相手を愛でるほど余よ裕ゆうがあるのだ。

　ところが、そんなダイアンサスの余裕すら消し飛ばすプレッシャーが、叩たたき付つけるようにしてこの戦場を覆い尽くした。

「これは――!?」
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「何事ですか！」

　夏彦と織姫は同時に空を見上げた。

　一触即発だったダイアンサスとショコラも互たがいから目を離し、視線を上に向ける。

　そこにいたのは意外な、だが夏彦がよく知っている男だった。

「お前ら、万ばん魔ま殿でんの近くではしゃぎすぎだ。朱す雀ざくが脅おびえるだろうが」

　顔立ちは端整で、金髪でありながら和服を普段着として着こなす変わり者の魔族だ。その地位と実力はあらゆる者を威い圧あつするにたるが、どうしてか頼りなさを感じてしまう当代魔王、慈悲帝ゲシュペスがこちらを見下ろしていた。

　見慣れた顔。なのに見慣れない表情をしていた。

　――あ、あの人、闘る気……いや殺る気だ！

　眼光は氷のようで、そして何より、放たれる魔力が明確に臨戦態勢を取っていた。攻撃の予備動作だとハッキリ分かった。それも威嚇や牽けん制せいとは違う、殺意を込めた抜き身の暴力を放とうとしている。

「陛下っ？　突とつ然ぜん出てきて何のつもりじゃ！」

「何、だと？　お前こそ何だ、このていたらくは。レムナンツはいまだ健在。ヴェズエルが復活しシュトライムと暗黒ドームで交戦中。ダイアンサスもご覧のとおり蘇よみがえった……ああ、今まで静観していたオレがバカだった。オレの慈じ悲ひはこれで終わりだ。故に魔王として命じる。魔界の秩序のため、貴様等もろとも――死ね」

　強いのだろうとは予想していた。なにせ魔王なのだから。シュトライムと同クラスか、それ以上であっても不思議ではないのだ。しかし普段の慈悲帝は、朱雀の尻しりに敷かれる情けない男であり、魔王のイメージからはかけ離はなれていた。

　ところが今、目の前にいる慈悲帝が纏う魔力は、まさに魔王そのものだった。

　別に人格が変わったわけではない。これまで猫を被かぶっていたというのも違う。

　単純に、いままでは動く必要がなかったから動かなかった。今は自分が乗り出すべきと判断した。それだけのことなのだろう。

　朝日が昇り薄らいでいた闇やみ夜よが、再び深まっていく。その原因は、慈悲帝の頭上に出現した黒い太陽だった。




　　　　　※




　暗黒ドームは深海に似ている。

　潜れば潜るほど闇の密度は深まり、万物を崩ほう壊かいさせようとする圧力が高まっていく。

　超高密度の魔力が渦うず巻まく、底なしの穴。

　そこは魔界でも人界でも天界でもなく、まるで須しゆ弥み界かいの構造そのものが破れ、別のナニカが流入しているかのようだった。

　それでもレムナンツの拠点があった場所までは、まだ理解できるエエルギー量だった。宇宙に目を向ければ、同じくらい過か酷こくな環境が他にもある。だからこそ、レムナンツが生存することも出来たのだ。

　しかし今、シュトライムとヴェズエルがいる場所は、もはや宇宙のどこを探しても比較対象がないほどのエネルギー密度だった。それは人界の宇宙だけでなく、魔界や天界の宇宙を含めての話だ。

　ここに放ほうり込こまれた物質は、たとえ恒星クラスであっても、瞬きする間もなく木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれ、痕こん跡せきすら残さず消滅する。

　そんな馬鹿げた空間を、シュトライムとヴェズエルは激しく戦いながら、底へ底へと一直線に落ちていく。地上からここまで、既に一光年は潜っただろう。それでもまだ続く。この奥には、今まで潜った距きよ離りの数億倍、数兆倍、もしかしたら更に桁の多い世界が広がっている。

　このまま行けば、間違いなく自分は死ぬ。今この段階で、すでに体が悲鳴を上げている。常識が通じる場所ではないのだ。

　ならばとるべき手段は一つだけ。

　自分に都合のいい常識を定義してやればいい。

　この世界を塗ぬりつぶし、新しい世界を作り出す。

「火ひ色いろ雲うん鬢びん『極点位階奥義』摩ま訶か大だい紅ぐ蓮れん世せ界かい」

　瞬間、もともと赤かった髪が炎のように輝き始め、黒い空間を紅に染め上げていく。

　色が変わった場所は物理法則そのものが再構築され、シュトライムにとって都合のいい空間となっていく。

　それは新しい宇宙の創造。ビッグバンそのものだった。

　求道位階秘技が世界の法則を一部書かき換かえるものであるのに対し、極点位階奥義は世界を一から創つくり直なおす神の如き技なのだ。

　シュトライムが創造した摩訶大紅蓮世界は、光を上回る速度で暗黒ドームを侵食し、ヴェズエルへと迫る。

　摩訶大紅蓮世界の内部において、シュトライムは完全なる全知全能だ。全てを知り、全てを可能とする。時間を操あやつるのも、無から有を作り出すのも、空間を歪めるのも、自由自在。

　全てをなしとげたい――それがシュトライムの願いなのだ。

「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成」

　対するヴェズエルも奥義を放つ。魔界史上最大最強と目された莫大な魔力が、凝ぎよう縮しゆくされた世界を創造する。

　それはハルバート。ヴェズエルの手に握られた、槍やりと斧を組み合わせたポールウェポンだ。シュトライムの摩訶大紅蓮世界に比べ、あまりにも小さい。どう見ても、普通の武器にしか見えない。

　だが、ヴェズエルはそのハルバートを振ふり、広がる摩訶大紅蓮世界に叩たたき付つけた。

　結果、摩訶大紅蓮世界の動きが停止する。光速を越こえて膨ぼう張ちようする世界が、個人が手にする武器で止められたのだ。

「ほう。五年前より強くなったかシュトライム？」

「無論だ。かく言う貴様は弱くなったなヴェズエル！」

「是非もない。我わが残鉄は三分の一程度。弱くて当然であろう？」

　互いの力は完全に拮抗していた。

　摩訶大紅蓮世界はヴェズエルを飲み込もうとするが、ハルバートに阻はばまれ、それ以上進めない。ハルバートは摩訶大紅蓮世界を叩き壊そうとしているが、それを許すシュトライムではない。

　よって膠こう着ちやく状じよう態たいとなる。

　宇宙規模の魔力が真正面からぶつかり合い、時空を抉り取るような余波が放たれる。

　否、それは正しよう真しん正しよう銘めい、二つの宇宙のつぶし合いなのだ。極点位階同士の戦いは、空間の奪い合い。法則のぶつけ合い。すなわち、どちらがより創造主として優すぐれているか、どちらがより神に近づけるかという戦いだった。

　しかし極点位階同士の一騎打ちなど、長い魔界の歴史でも、そうそうあるものではない。

　故にシュトライムは知らなかった。自分とヴェズエルが、暗黒ドームの穴を更に深く深く掘り進めていることを。

　そして、気付いたときには遅かった。

　自分は今、取り返しのつかない深度まで潜もぐり、そして引き返したくても引き返せないほど加速して落ちている。

　シュトライムは心の底から恐きよう怖ふした。

　須弥界の外側に出てしまう――そんな妄もう想そうをかつてゲシュペスに愚痴ったことがあるが、今回は妄想ではない。差し迫った脅きよう威いだ。暗黒ドームの底が抜ける。

　極点位階同士のぶつかり合いが、須弥界を貫つらぬいた。

　激震。波動。衝しよう撃げき。虚無。涅槃。解脱。概念の万華鏡。

　目まぐるしく五感に情報が流れ込み、脳細胞が爆ばく発はつする。

　シュトライムは、自分が一線を越えたのだと認にん識しきした。

　魔界、天界、人界を内包する須弥界。それがこの世界で最も大きな構造だと思っていた。

　しかし、違うのだ。

　まだ、外側がある。より大きな構造がある。

　五年前、ゲシュペスとヴェズエルの戦いによって魔界に穴が空き、人界の日本列島と融合してしまった。そして魔界ドームという得体の知れない穴が残された。

　この穴は、まだ途と中ちゆうだったのだ。

　今、シュトライムとヴェズエルの戦いで、また一つ底が抜けた。

「何なのだ、これは……ッ！」

　その空間に投げ出されたシュトライムは、普段の余裕ぶった態度を忘れ、小娘のように恐怖した。

　須弥界が見える。

　宝石のように輝く球体の世界。円グラフのように三等分された、伝承どおりの世界。それをシュトライムは外から眺ながめている。

　だが、いつまでも自分の須弥界を眺めていることは出来なかった。

　暗黒ドームを貫いた勢いは止まらず、そのまま投げ出され、無力な星間物質のようにクルクルと回りながら、シュトライムはそこを漂ただよった。

「須弥界……あれも須弥界……須弥界が……無数に……」

　一見しただけでは、ここはそれほど特異な空間ではない。

　背景は黒く、その中に無数の光点が浮かんでいる。ようは夜空と同じだ。もっともそれは、見た目の話。

　実際には、夜空とはかけ離れている。暗黒の中に輝く光点の一つ一つが、須弥界と同規模。すなわち、三つの宇宙を内包した大規模構造なのだ。

　それが数百……いや、もっと？

　一つ言えるのは、摩訶大紅蓮世界を展開していなければ、一瞬で飲み込まれ灰燼となっていただろうという事実のみ。ここに渦巻く魔力はそれほど莫大だった。

「丁度、千だよ。ここから見える須弥界は」

　ヴェズエルの声が聞こえる。

　この想像を絶する世界に何ら動じることなく、さも当然と言わんばかりに語った。

　魔界、天界、人界の三つの宇宙を合わせて須弥界。その須弥界が、千個？

「ふざけるな。何を言っているのだ、お前は！　こんな……この全てが須弥界だと？　あの広大な三界が、千ある内の一つに過ぎないと言うのかっ？」

　シュトライムは絶叫する。

　そうでもしなければ発狂しそうだ。

　千。須弥界が千。

　魔界一つだけでも、膨大な歴史がある。多数の魔族が生まれ死んでいった。そこに幾つの物語があるか分からない。一つ一つが魂の閃せん光こうだ。それは天界も人界も同じ。それぞれの世界で命を育み、ときには激げき突とつし、支配し支配され、これまで歩んできた。

　それが千分の一でしかない？　この満天の星空の一つに過ぎない？

「ふざけてなどおらぬ。シュトライムよ。お前も極点位階の端くれ。言わずとも感じ取っているはずだ。ここがどこで、そして最奥に何があるのかも」

　――そうだ。

　いくら口で否定しようとも、実感してしまう。そもそも見て分かる。

　この星のように見える光点の一つ一つが須弥界で、今までシュトライムが『全すべて』だと思ってきた世界は、全体から見れば塵ちり芥あくたに過ぎないのだ。

　恒星の周りを惑星が回って恒星系を形作る。恒星系が数千億個集まって銀河系を作り、銀河系が集まって銀河郡を作る。銀河郡は銀河団の一部であり、そして超銀河団という途方もない構造が見えてくる。しかし、それすら宇宙全体から見ればちっぽけなもので、銀河フィラメントの極々一部でしかない。

　宇宙はどこまでも無限に広がるが、そんな宇宙は三つある。すなわち、魔界、天界、人界の三つだ。

　無限が三つという矛む盾じゆんした須弥界。それだけでも手に負いかねるのに、いまやシュトライムはそれを外側から眺めていた。

　無限が三つ連なった構造が、更に千個群れをなしている。

　あの一つ一つの中に、生命がいるのだろうか。魔族や天使のように戦っているのだろうか。自分と同じくらいの強さの者がいるのだろうか。

　ここまで巨きよ大だいな構造に何の意味があるというのだ？

　しかも、まだ底が見えていない。

「ふむ。やはり、お前が相手ではここまでしか潜れぬか。いや、現状では十分と言えよう。感謝するぞシュトライム。やはり神滅を果たすにはインドラを倒たおすしかないとハッキリした。お前にも見えるだろう？　感じるだろう？　千の須弥界を内包するこの世界、そして更なる上位世界――その奥に眠ねむる怪かい物ぶつの鼓こ動どう。我は目指すぞ。大千世界は確かに存在する。皆みなを率いて進しん撃げきするのだ。我らは未だ非力なれど、やがては如来を越えると確信している。我はいずれ、神滅者デイスビルシヤナと呼ばれるであろう！　この場所はその通過点に過ぎぬ！」

　分からない。ヴェズエルが何を言っているのか分からない。

　認識のスケールが違う。

　シュトライムはこの世界を大きすぎると恐怖しているのに、彼は早くここから出たいと笑っているのだ。

「どうやら時間切れか。さあ、奴やつの片へん鱗りんを感じるまたとない機会だぞ。あれは我らが進化し、立ちはだかることを恐おそれている。押し戻されるぞ。防御を固めよ。ほら、来た」

　ヴェズエルの言葉に嘘うそはなく、まさに『奴』の咆ほう哮こうが底から響いてくる。

　この空間において底がどこなのか、奴が誰なのか、シュトライムの理解を越えているが、それでも聞こえるのだ。意味は不明だが、響きだけは聞き取れる。

「■Om――■va■jra■dha■tu■vam」

　その音、一つ一つが宇宙を粉こな微み塵じんにするだけの力を秘めている。こうして千の須弥界が原形を保っていられるのは、声を発している者が途方もなく遠くにいるからに他ほかならない。

「■Om――■a■vi■ra■hum■kham」

　シュトライムの力を十とすれば、全盛期のヴェズエルは五十といったところだ。今はその三分の一。なんとか対抗できている。

　そして、この正体不明の呪言を唱えるナニカの力は、果たして幾つなのか？

　もう一度、シュトライムを十として考えてみよう。その場合、夏彦ですら一にならない。いや、イデアルの全員を合わせても小数点にしかならない。極点位階とその下には、それだけの差がある。

　では、ナニカの数値は如何ほどか。

　兆、京、垓、[image: ]――あまり使うことのない単位だが、そんな馴染みのない単位を持ち出しても尚、言い表すには足りない。程ほど遠とおい。

　文字通り桁けたが違う。ゼロの数が桁外れ。書き表そうとしたら、巨大な紙が必要だ。

　認めたくはない。信じたくはない。しかし、聞こえる。感じる。存在する。

　あれはまさしく――無量大数。

　決して使うことのないと思っていた規格上最大の単位が今、シュトライムに牙を剥いた。

　エネルギーの本流が襲いかかる。摩訶大紅蓮世界ごと押し上げられる。削られ、切り裂かれ、シュトライムの魔力が消えていく。

「また会おうシュトライム。もっとも、次はお前の相手をしている暇ひまはないかも知れぬが」

　共に奔流に巻き込まれたヴェズエルは、笑ったまま須弥界に突とつ入にゆうする。

「ま、待てヴェズエル！　神滅とはインドラを倒すことではないのかッ？　この奥にいる者は一体何なのだ！」

「インドラなど――試金石に過ぎんよ」

　ヴェズエルはそう言い残し消えていった。

　続いてシュトライムも元の世界に押し戻される。

　原因が何であれ、それは喜ばしいことだ。とにかくここにとどまりたくない。そんな、魔族としては恥じ入るべきことを思いつつも、シュトライムは己おのれを防御するので精せい一いつ杯ぱいだった。

　敵は数兆光年先から一言二言、言葉を発しただけ。なのに極点位階たるシュトライムが、命を脅かされている。

　怖こわい。心底恐ろしいとシュトライムは震え上がった。




　　　　　※




　黒い太陽が落ちてきた。

　無論、太陽といっても直径は精々百メートル程度の球体に過ぎない。しかし、そこから闇が放たれ、夜明けを迎むかえようとしていた世界を再び夜にしてしまったのだ。

　それを見て、黒い太陽という印象を受けるのは、間ま違ちがっていないだろう。

　そんな代物が夏彦たちがいる地上へと真っ逆さまに落ちてくる。

　――俺おれたちまで殺す気かッ？

　敵であるダイアンサスを狙うのは当然だ。修羅庁を巻き込むのも夏彦からすればどうでもいい。

　だが、彼らの真下には、夏彦と織姫がいるのだ。

　慈悲帝はそれを知っていながら攻こう撃げきしてきた。

「逃にげるぞ織姫！」

「は、はい！」

　慈悲帝の攻撃は、まず最も高い位置にいるダイアンサスに当たる。あれほどの力を持つ彼女なら、そう易々とやられたりしないはずだ。

　ダイアンサスと慈悲帝が競り合っている隙すきに、この場から逃げ出す。もしかしたら慈悲帝は、始めからそのつもりで攻撃してきたのかも知れない。いや、きっとそうだろう。

　なにせ慈悲帝はイデアルの出資者なのだ。そのイデアルに所属している夏彦と織姫は、慈悲帝の直属の配下といえる。見捨てられるとは思えない。

　ところが、その考えが甘いと即そく座ざに気付かされる。

　黒い太陽は、ダイアンサスの太た刀ちが触ふれた瞬間、弾け飛び散弾となって飛来した。

　それは容赦のない無差別攻撃だった。

　まず、至近距離から喰らったダイアンサスが飲み込まれ、姿が見えなくなる。

　次に修羅庁の二人に直ちよく撃げきし、地面に叩たたき落おとされ噴煙を上げた。

　そして今度は夏彦と織姫の番だ。

　逃げ場などない。

　黒い太陽は次から次へと広こう範はん囲いに矢のような雨を落とす。あのダイアンサスが一いつ瞬しゆんでやられたことからしても、一発一発に恐ろしい威い力りよくが秘められているに違ちがいない。そんな代物が、数え切れないほど落ちてくる。

「織姫、俺の背中に隠かくれろ！」

　夏彦は咄嗟に織姫の前に立ち、そして火か界かい咒じゆを握りしめる。

　避けられない、逃げられない――ならば相そう殺さいするしかない。

　夏彦はインドラの力を得た。それは織姫を守るための力だ。慈悲帝如きに対抗できなくて何の意味がある。

「うぉぉりゃぁぁあっ！」

　ただ単純に、ありったけの魔ま力りよくを込めて火か界かい咒じゆを振り下ろす。

　迫り来る波を、より大きな波で掻き消そうという単純極きわまる策だ。

　考えなどない。

　織姫を守りたいという想おもいは、慈悲帝ゲシュペスをも凌りよう駕がするという確信があるだけだ。

「――!?　オレの術を正面から押し返すつもりか！」

　慈悲帝は驚愕の声を上げた。

　それはつまり、夏彦の火か界かい咒じゆが、慈悲帝の出力を上回った証明である。

　炸さく裂れつした衝しよう撃げき波はは、黒い太陽から降りそそぐ雨を吹き飛ばし、そのまま慈悲帝本人へと迫る。

　別に夏彦は、慈悲帝に攻撃しようと思って火か界かい咒じゆを振るったわけではない。ただ織姫を守りたかっただけだ。その結果こうなってしまったが、特に後こう悔かいはない。恐らく、向こうもそうだろう。ダイアンサスを倒すために、多少の犠ぎ牲せいは仕方がないと割り切って技を放ったのだ。お互い様というもの。

「……まさかここまで急成長していたとは……正直、自信なくすぞ」

　火か界かい咒じゆから放たれた衝撃波をまともに喰らった慈悲帝だが、当然のように生きていた。傷らしい傷もなく、着物の裾が少し焦げ付いただけ。髪をかき上げ、夏彦を見下ろしていた。どうした訳か、彼かれの目には敵意すら込められていた。

　――なんだ？　慈悲帝の奴、俺を狙ってやがるのか……？

　そんなはずはない。狙われる理由がない。

　夏彦がそう思ったとき、

「流石だゲシュペス。そして見事なり三世寺夏彦。どちらも素晴らしい一いち撃げきであった。いや、そうでなくては困るのだ」

　不意に、今までいなかった男の声が響ひびいた。

「チッ、こんどはお前の登場か。ヴェズエル！」

　慈悲帝は夏彦から上空へと視線を移した。

　そこには二つの影かげが浮かんでいた。

　一つはダイアンサス。慈悲帝の攻撃と火か界かい咒じゆの衝撃波に巻き込まれながらも、無傷のままである。その原因はもう一つの影。

　破戒王ヴェズエルが、己の妻を抱きかかえ、庇うように防御結界を広げていた。

　黒い太陽が消えたことにより、再び朝日が見えている。しかし、破戒王の髪は、本物の太陽より一層輝かがやいて見えた。

「随分な言葉だなゲシュペスよ。我はただ、妻の危機に駆かけつけただけ。別に戦うつもりはない。リリウムたちも回収せねばならんし。何より、こんな場所で総力戦というのも風情がなかろう？　せっかく我が目覚めたのだ。決着をつけるのであれば、相応の舞ぶ台たいが欲ほしい」
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　破戒王は薄笑みを浮かべ、慈悲帝へと語りかけた。

「決着、だと？　それは五年前についたはずだ。オレが勝ち、お前は死んだ。敗退した分際で、恥知らずにも舞台に上がるなよ。死者は死者らしく、大人しく消え失せろ」

「なるほど。確かに五年前、我は負けた。認めよう。実際、貴様の統率力は見事なものだった。修羅庁を率い、シュトライムを率い、その他魔界の強者たちを旗下に加え、見事この我を撃滅して見せた。異論などあるはずもない。だからこそ、率いる軍団を持たぬ今の貴様とは戦うつもりはない。我も残鉄の三分の二を失ったまま。双方、万全には程遠かろう。我はあのとき以上の軍団を率いた貴様と真っ向勝負し、打ち破りたい。この挑戦、受けてくれるだろう？」

　それは何とも奇妙な頼みだった。万全を期すまで待て――自分ではなくお前が万全になるまで待てと、破戒王はそう言っているのだ。

　かつて敗れた者の台詞せりふではない。普ふ通つうなら図に乗りすぎて失笑を誘う言動だ。だというのに、少しも違い和わ感かんがなかった。むしろ理り屈くつからしても当然かもしれない。

　なにせ慈悲帝の統率力を評価するというのは、裏を返せば、一対一では確実に破戒王が勝つということなのだから。現に、この場において最も鋭するどい魔力を放っているのは、破戒王だ。

「ヴェズエルよ。そう下手に出ずとも、ゲシュペスは乗ってくれるぞ。そうするしかないからな」

　ダイアンサスは夫の首に腕うでをからませ、甘えるような声を出す。するとヴェズエルは慣れた手付きで妻の髪を撫なで上あげ、それから頬ほおを撫でる。

「ああ、我が妻よ。こうして触れるのは十六年ぶりか？　やはりお前がいなくては駄だ目めだな。だからゲシュペスなどに遅れを取ってしまう」

「おやおや。再会するなり惚気か、我が夫。皆が見ているではないか」

「知らんよ。我ら二人はこの須弥界において最も輝きを放つ夫ふう婦ふだ。ならば注目を集めるのは道理。いちいち気にしていては接せつ吻ぷんも出来まいて」

「妾わらわの口づけがよほど恋しいと見える。破戒王の名が泣くぞ？」

「鳴くのはお前だダイアンサス。我を孤独にした罪は重い」

　などと言い合って、二人は大胆不敵に濃厚な口づけを始めた。

　まるで隙だらけなのにゲシュペスが攻撃しないのは、やはり勝ち目がないからなのだろう。

　それにしてもこの二人――

「夏彦、あれはまさしく……」

「ああ、間違いない。あれは」

　バカップルというものに違いない。

　見ていると、言いようのない敗北感が沸わき上あがってきた。

　夏彦と織姫ほど愛し合っているカップルは存在しないと自負していたのに、あの二人は見せつけるように絡み合っている。お前たちもやれるものならやってみろ――そう挑戦状を叩き付けられている気分だ。

　しかし実際、彼らは夏彦たちなど眼中にないのであろう。ただ、愛し合っているだけだ。

「……ヴェズエルよ。いい加減にして、仲間たちを回収するべきではないか？　十六年分の愛撫は、そのあとででも構わぬだろう。妾は逃げたりせぬぞ？」

「逃がすものか。お前の残鉄は我が体内に飲み込んだ。これでお前は我の傀く儡ぐつだ。もはや離れることは敵わぬ」

「ほう。破戒王ヴェズエルは、女を人形扱いして飼い慣らすのがお好きか？　そのような性癖があったとは知らなかった。妾はどうなってしまうのであろうな？」

「お前こそ、人形として扱われてみたいのであれば、そう言うが良い。お前の望みは全すべて叶えるぞ」

「ふふ、ならば今夜の妾は憐あわれな人形だな。男に弄ばれ、辱められるのだ。ああ、虐めておくれ」

　そんな会話を続ける二人に対し、夏彦はフツフツと怒りが込み上げてきた。

　――爆発しろよ、このバカップル。クソうぜぇ！

　あれだけ恐れられた破戒王がこんな愛妻家だったというのは意外の極みだが、それだけに非常に腹が立ってくる。

「夏彦。何をグズグズしているのです。早く火か界かい咒じゆであの二人を真っ二つに！」

　そして織姫も同じ思いだったようで、かなり本気でけしかけてきた。

　だが、いくら向こうがふざけていても、いくら夏彦が強くなったとしても、ここで戦うのは有り得ない。

　ダイアンサスだけでもやっかいなのに、破戒王の強さはそれを圧あつ倒とう的てきに上回っている。

「おい、一つだけ聞きたい！　師し匠しようは、シュトライムはどうしたっ？　お前と暗黒ドームに突っ込んだはずだぞ破戒王！」

「ふむ、シュトライムか。途中で別れたので知らぬな。だが、死んではおるまい。いずれ戻もどってくるのではないか？」

　そう答えるヴェズエルに、嘘を吐いている様子はなかった。

　シュトライムが生きているのなら、問題は何もない。

　破戒王とダイアンサスは誰だれの仇でもなく、そして今のところは退こうとしている。戦う理由は見当たらない。

　そもそも、今の夏彦では戦っても勝てないのだ。

　――今は、な。

　まだ自分は強くなる。シュトライムよりも、破戒王よりも、そして神インドラよりも。

「いい目をしているな三世寺夏彦。お前と戦うのも楽しみだ。我はこれより残鉄を探す。全て集まったとき、決闘と洒しや落れ込こもう。なに、そう長くは待たせんよ」

「お断りだな。お前が残鉄を集め終わるのを、指をくわえて待つとでも思っているのかよ。そうなる前に力の差を逆転させてやる。お前は残鉄を集め終えることなく、万全になることなく、再び滅びる」

　夏彦は火か界かい咒じゆをヴェズエルに向け、宣戦布告する。

　不思議と気後れはなかった。自分なら追いつき追い越せるという確信があるのだ。

「良かろう、受けて立つ。我を失望させるなよ三世寺夏彦」

　ヴェズエルの目が夏彦を見据えた。伝説の先代魔王が夏彦を敵として認識していた。

　それは恐れるべきか。誇るべきか。どちらでもない。ただ越えればいい。倒せばいい。

　破戒王ヴェズエルなど、夏彦と織姫の人生において、ちょっとした障害に過ぎないのだと分からせてやればいいのだ。

「さらばだ諸君。そして行くぞリリウム、バルトセル、エルメネヒルド、アウレリア。我らの進撃はまだこれからだ。いざ行かん、大千世界の彼方かなたまで――」

　ヴェズエルの髪と同じ、プラチナ色の門が空に開いた。それはどんな高度で、どんな大きさなのか分からないほど遠くで、巨大だった。

　そこから五条の光が大地に降りそそぐ。

　一本はヴェズエルとダイアンサスを包み込み、残る四本は暗黒ドームの周りに伸のびた。

　おそらく散らばった仲間たちの元に行ったのだろう。

　ヴェズエルとダイアンサスは、光の中をエレベーターのように昇っていく。あの門の奥に何があるのかは分からない。だがこれで、レムナンツの瓦解はなくなった。より一層強力になって、魔ま界かいに襲いかかるだろう。

　そんな新たな戦いを前に、門は閉じた。第二幕を前提とした、ほんの短い小休止なのだと、誰もが知っていた。




　　　　　※




「嘘……なんでベスターブルク城がここに……？」

　その長い廊ろう下かに立ったリリウムは、夢を見ているような気分だった。

　これは間違いなく、ヴェズエルの私邸だったあのベスターブルク城だ。

　大魔災のときに崩落し、もう残っていないはずなのに。こうしてリリウムの目の前に広がっている。

　そして、廊下にいたのはリリウムだけではない。バルトセル、アウレリア、エルメネヒルドの三人も倒れていた。

「ねえ、皆起きて」

「……あれ、リリ姉、ここは……？」

　エルメネヒルドたちは上半身を起こし、眠そうに目を擦こする。

「ベスターブルク城」

　そう答えてやると一気に目が覚めたらしく、顔つきが引き締まる。

「おい待てよリリウム。ベスターブルク城はもうないはずだ」

「そうネ、どうなってるネ！　と言っても、リリウムも分からないネ？」

「私も今起きたところだから……」

　そもそも、どうして全員が仲良く廊下に寝ね転ころがっていたのだろう。

　白空世界の崩壊後、バラバラになったはずだ。

　あのときリリウムは、ヴェズエルの屍し体たいを持って逃げようとしていた。そこに三世寺夏彦と蓬田織姫が現れ――

「ヴェズエルが、蘇った」

　思い出したリリウムは、ポツリと語る。実際にその目で見て、それどころか触れもしたのに、どうしても信じがたい。こんなに幸せなことが起きるなんて、有り得るのだろうかと疑ってしまう。

「リリウム、今何と言ったネ？　ヴェズエルが蘇ったと、そう言ったネ!?」

「そう。信じられないかも知れないけど……一人で勝手に、カプセルから出てきて……シュトライムと一いつ緒しよに暗黒ドームに突っ込んでいった」

　もう少し上手な説明が出来そうな気もするが、何せ全てが唐とう突とつすぎて、他に言いようがなかった。

「ってことは、夫ふう婦ふ揃そろってほぼ同時に復活か。仲むつまじいと言うか、デタラメすぎて笑えてくるな、実際」

　バルトセルは苦笑混じりにそう呟つぶやく。何のことか分からずリリウムは彼を見つめる。アウレリアとエルメネヒルドも同じように視線を向けていた。

「ああ……そうか。言ってなかったな。実は、ダイアンサスも復活したんだ。理由は知らねぇが、あの黒姫撫子って傀儡は、いまや完全にダイアンサスの意志で動いている。この目で見たんだから間違いない」

「お、お前の目はいまいち信用できないネ……けど、けど……」

　アウレリアは言葉を詰まらせ、涙なみだぐんだ。

　なにせ、それが事実だとすれば、レムナンツの悲願が成就したことになる。

　耐たえて耐えて耐え抜いたこの五年間。今度こそもう駄目かと思った瀬戸際に、全てが逆転したのだ。

　夢、ではないかと疑わずにはいられない。

　アウレリアも同じ思いだったようで、不意にバルトセルの頬を思いっきりつねった。

「痛っ！　テメェ何しやがる！」

「どうやら夢じゃないみたいネ」

「ふざけんな、自分をつねろよ！」

「痛いのは嫌いやネ、そんなことも分からないのネ？」

　アウレリアがあまりにも自信たっぷりに言うので、バルトセルはそれ以上何も言えなかった。

「……テメェのやることにいちいち真ま面じ目めに反応してたら、時間がいくらあっても足りねぇ。それより、ここが本当にベスターブルク城なら、あの二人もいるはずだな」

　あの二人。

　それは当然、ヴェズエルとダイアンサスを指している。

　この城が夢でないのなら、二人の内どちらかが造った魔造空間に違いない。

「行こうぜ。どうせ待ち構えてんだろ」

　そう語るバルトセルの声はいつになく弾んでいた。

　当然だろう。リリウムなど飛び跳ねたい気分だ。もう心配事は何もない。枕を涙で濡らすこともない。明日からは黄金の日々が待っている。

　ベスターブルク城を造り、そこにリリウムたちを招待したのは、きっとヴェズエルとダイアンサスのイタズラ心からだろう。ならばきっと、自じ慢まんげな顔で待っているに違いない。

　そして案の定、謁えつ見けんの間の扉とびらを開くと、二人は薄笑みを浮うかべて待っていた。

　玉座に腰掛ける破戒王ヴェズエル。プラチナの髪かみに、如い何かにも魔王然とした黒い服と黒いマント。この城も荘そう厳ごんだが、やはり彼こそが主役なのだと見ただけで分かる。

　ダイアンサスは、そんなヴェズエルの膝ひざを椅い子す代がわりに、斜めに座っていた。その瞳ひとみには確固たる意志が宿っている。自分の腕を艶めかしくヴェズエルの首に回し、「これが私の男だぞ」と言わんばかりだ。

「諸君、ご苦労であった。我らがこうして蘇よみがえったのは、お前たちのお陰かげらしいな。特にリリウムよ。我が不在の間、よく皆をまとめてくれた。心から礼を言おう」

「ど、どういたしまして……！」

　ヴェズエルの声に威圧感はなく、むしろ親しげだったのに、リリウムは緊きん張ちようで体がこわばった。なにせ、ヴェズエルが目の前にいるのだ。その事実だけで、もう頭がおかしくなりそうだ。おまけに面と向かって褒ほめられた。それも、皆の前で。こんなに恥はずかしいことを皆の前で言わないで欲しい。いや、よく考えれば普通に礼を言われただけだ。リリウムが勝手に恥ずかしがっているだけで、特におかしなことではない。だがそれでもリリウムの体は火照ってしまう。絶対に顔が真っ赤になっている。なにせ指先すら赤くなっているのだから、これはもう全身赤いに違いない。

「ふぅーふぅーっ！」

　いくら息を吸っても酸素が足りない。深呼吸しながら酸欠になりそうだ。

「リ、リリ姉、どうしたのっ？」

　驚おどろいたエルメネヒルドが背中をさすってくれたが、バルトセルやアウレリアはニヤニヤしながら眺めるばかりだった。

「ダイアンサスよ。リリウムは一体どうしたというのだ？　我は何か妙みようなことを言っただろうか？」

「照れているだけだろう。あれでも喜んでいるのだ」

　ヴェズエルの膝の上でくつろいでいたダイアンサスは、さも面白そうに語る。そして、あろうことか、リリウムの心臓を止めるような一言を発した。

「どうせなら、言葉だけではなく抱ほう擁ようもしてやるがいい」

　抱擁。そんなことをされたらリリウムは、エンドルフィンの過剰分泌で即死するかも知れない。

「ふむ。ならばリリウムよ。ちこう寄れ」

「――!!」

　これはやはり夢だ。そうでなければ、都合が良すぎる。きっと目が覚めれば全てが消えてしまい、失望を味わうだけ。だからここら辺で目覚めた方がいい。

　しかし、夢だとしても、抱だきしめられたい。

「おいリリウム。なにボサッとしてんだよ！」

　突とつ然ぜん、バルトセルがリリウムのお尻しりを強く叩いた。その衝撃で、二、三歩前につんのめってしまう。

「痛い……」

　リリウムは振ふり返かえり、文句を言ってやる。

　だが痛いということは、これが現実という証だ。夢ではなく、消えてなくなることもない。

　本物。本物のヴェズエル。本物の抱擁。自分が、これから自分が抱擁される！

「あ、え、わ、私なんかが……だ、駄目、そんな……まだ、心の準備が……」

「早くするネ！　ドーンと飛び込むネ！」

「そうだぞリリウム。妾がよいと言っているのだ。遠えん慮りよすることはない。今この時だけ、妾の夫を貸してやろう」

「うぅ……リリ姉……」

　皆の声援を受けて、リリウムは千鳥足になりながらも、玉座に歩み寄った。

　しかし何も出来ずに硬直していると、ヴェズエルはその太い腕で力強く抱きしめてきた。

「相変わらず華奢だなリリウム。五年間、苦労をかけた。望みがあるなら言ってみろ。我に出来ることなら何でも叶えるぞ？」

「な、何でも！　そんな凄すごいこと耳元で言わないで……私、抱きしめられただけで頭が沸ふつ騰とうしそうなのに……あっ、駄目、そんな強くしたら……ひゃんっ」

　無論、ヴェズエルはただ抱擁しているだけだ。なのに妙な声が漏もれてしまうのは、リリウムが勝手に興奮しているからだ。

　体の痙けい攣れんが止まらない。目の前がチカチカする。頭が真っ白になり、もう何も考えられない。

「ヴェズエル。そろそろリリウムを離してやれ。力を入れすぎて、苦しそうだぞ？」

「おや、そうか？　済まなかったなリリウムよ」

　ヴェズエルは腕の力を弱めたが、リリウムの痙攣は止まらない。全身がガクガク震ふるえ、しがみつかなければ立っていられない。そんなリリウムの様子を、ヴェズエルは不思議そうに、ダイアンサスは楽しそうに見ていた。

　――皆に見られているのに……私、恥ずかしい。

　子供であるエルメネヒルドもいるのだ。自分のこんなはしたない姿はとても教育に悪い。

「リリウムよ。具合でも悪いのか？」

「だ、大丈夫……それより、私の望み、言っていい？」

「ああ、構わんよ」

　望みは沢山ある。しかし、一つだけ選ぶとしたら、決まっている。その一つに比べれば、他の全てがどうでもよくなる。

「もう二度と負けないでヴェズエル。ずっと勝ち続けて、最強でいて。私のヒーローになって」

　それはある意味、最も困難な注文だろう。

　どんなに強い者でも負けるときは負ける。ずっと勝ち続けるなど、まず不可能だ。ほとんど荒唐無稽とすらいえる。なのにヴェズエルは、間髪容れずに頷うなずいた。

「言われずとも。敗北など一度で十分だ。我はあの敗北を恥じてはおらんし、言い訳をするつもりもない。戦って負けたのは事実だからな。しかし、この上なく悔くやしい。故ゆえに、もう負けるつもりは毛頭ない。未み来らい永えい劫ごう、戦い抜いて勝ち続ける。そうでなくては破戒王の名が泣くというもの」

「……うん。負けないで。私も手伝うから、一緒に勝とう」

「ああ、無論だとも。我は皆を率いて進撃を続ける。あらゆる道を走破し、壁かべを壊こわし、前人未踏を突き抜ける。大千世界の彼方まで」

　なんて素敵な大言だろうか。
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　男なら、嘘でもいいからこのくらいは言って欲しい。

　絶対無敵。最強無双。雄としての最上位。それ即ち破戒王。

「で、リリウムが昇天したところで、いろいろ説明して欲しいことがあるネ」

「ああ、それは妾が答えよう。夫は目覚めたてで何も知らぬ。はっきり言って話にならん。論理的な回答を期待するなら、妾に任せよ」

　なかなかに酷ひどい言いようだったが、実際、細かい話をするのならダイアンサスの方が適任だろう。ヴェズエルは天体を壊すとか空間をねじ曲げるといった豪快なことは得意だが、逆に細かいことに気が回るとはいいがたい。

「まず、先回りして答えておこう。ヴェズエルが蘇ったのは、残鉄の三分の一が肉体に宿った故だ。普通なら有り得ないが、ヴェズエルなら三分の一でもシュトライムやゲシュペスを凌駕する魔力量だからな。想定外の僥倖だが、それほど不思議ではない。この中に、異論がある者はいるか？」

　無論、異論などありはしない。

　ここにいる全員がヴェズエルの信奉者だ。

　特攻しろと言われれば特攻するし、死ねと言われれば死ぬ。そんな狂信者の集団。

　なのに、他のどの組織より愉ゆ快かいで気楽で家族じみている。

　ヴェズエルが死んだというのは信じないし認めないが、蘇ったのなら無条件で信じる。

「そして妾が蘇った理由だが……正確には蘇っていない。妾はヴェズエルとは違い、いまだ残鉄のまま。ようは黒姫撫子と呼ばれた傀儡と大して変わらん」

　確かにダイアンサスは、ヴェズエルと違い生前の肉体が現存していない。

　体がなければ、蘇りようがないだろう。

「けど、お前は俺たちの目の前にいる。どういうカラクリだ？」

　バルトセルは挑いどむように言うが、実際、誰もが気にしている。

　ダイアンサスが復活する可能性など、現時点において誰も考こう慮りよしていなかった。それがどうして、こうも当たり前のようにいるのだろう。

「さて、難儀な質問だ。実のところ、妾も説明できぬ。ただ、きっかけはあれだ。エルメネヒルドとアウレリアが妾に施ほどこした怪あやしげな術。あれで妾と蓬田織姫の癒ゆ着ちやくに陰りが見えた」

　それは、蓬田織姫を媒介に、黒姫撫子を操あやつるための術式だった。

　敵から見れば、味方だった者が攻めてくる恐きよう怖ふ。リリウムたちにすれば、かつての仲間を何とか取り戻そうとする悪あがき。

　その元凶は、シュトライムが施したプロテクトだ。シュトライムは、何らかの方法で蓬田織姫とダイアンサスを繋ぎ合わせ、まともな方法では分ぶん離りできないよう仕し掛かけを施した。それを外すにはまだまだ時間がかかるはずだった。

「万ばん人にんにとっての想定外というやつなのかな？　施された術式が複雑であるがため、思いがけない穴があった。予想も付かない綻びが生じた。シュトライムとそなたたちの術式が干渉し合った結果、妾はこうして自由に動けている。いやはや、まこと、世の中は不可思議だな」

　ダイアンサスはしみじみと語る。が、それだけでは納なつ得とくのいかないことがある。

「けど、ダイアンサスは残鉄が残っていても、体がない。蓬田織姫から独立したとしても、普通なら霧む散さんしちゃう。幽霊みたいに動き回れる時間は少ないはずだよ？」

　技術屋の少年は、ズバリと指し摘てきする。

「それはなエルメネヒルド。蘇りの定義を考えれば、おのずと答えが出るというものだ。世間一般の考えでは、蘇りとは生前そのままの状態で現世に帰ってくることらしい。その定義に従えば、妾は蘇っていない。なにせ肉体がないのだから。しかし、妾はこう考える。最愛の夫と共に過ごせるなら、それは蘇りである、と。よって、妾の残鉄は今、ヴェズエルに預けている。放置された残鉄はほどなく霧散するが、誰かが所有した残鉄はその限りではないからな。つまり、妾は黒姫撫子と呼ばれた傀儡と本質的には変わらんのだ。宿主が蓬田織姫かヴェズエルかという違いがあるだけで。故に、この体はヴェズエルの魔力によって維い持じされ、ヴェズエルを離はなれれば崩ほう壊かいする」

「だ、そうだ。我わが妻ダイアンサスは、分類すると傀儡に属するらしい。その肉体はなく、エルメネヒルドが言ったように、幽霊の類たぐいだ。そして我もまた、残鉄が足りぬ。かつての三分の一も力が出ぬ。そこでそなたらに頼みたい。まずは我が残鉄の収集だ。白空世界とやらは消えてしまったが、我が新たに造った魔造空間『ベスターブルク城』がここにある。帰る場所、集う場所は我がいる限り不変である。案ずることはない。勝利を約束しよう。我が名は破戒王。須しゆ弥み界かいを貫つらぬき、無限の闘争を続ける者だ。共に来る者は拒まぬぞ。全軍を率いて進しん撃げきを続けよう」

　それは途と方ほうもない反逆の宣言だ。ようは、自分と自分の仲間以外は全て敵だと言っているに等しい。しかし、このデタラメさはリリウムにとって心地よいものだった。何百年も前から、ヴェズエルはこんな調子だった。

　――強い男の人は格好いい。

　それはリリウムのみならず、あらゆる女の総意だろう。程度の差はあれ、強い男は憧あこがれの対象だ。シュトライムもアウレリアもリリウムも、その事実だけは否定できない。

　間違いなく、魔界最強だ。

「お前たち。我とダイアンサスが蘇ったからといって、気を抜くなよ。引き続き探すがいい。我が残鉄のみならず、めぼしいものは全て手に入れろ。惨めな思いはもう終わりだ。これからは堂々と、破戒王ヴェズエルの直属として、真正面から進撃せよ。神滅を完遂しようぞ。邪じや魔まするものは構わん、殺せ」

　言葉とは、ここまで相手を酔わせるものだっただろうか。

　ヴェズエルという男は、語りがいちいち真まっ直すぐだ。そして途方もなく誇り高い。

　従いたいと心の底から思えてくる。現にリリウムは、ヴェズエルに抱擁されただけでこの上ない幸福を感じた。

　――もっと強く。更さらに強く。私のヴェズエルは、どこまでも強くなる。

　リリウムがそんな幸福感に包まれていたとき、思いもかけない恐怖が現れた。

　すなわち、アルコール。

「では新たな門出を祝い、酒盛りと洒落込もうか？」

　それはむしろ喜ばしい騒さわぎのはずなのに、リリウムは一時間以上意識が持たなかった。

　それこそプールを作れそうなほどの酒を浴びながら、レムナンツは語り明かした。

　そしてリリウムは飲み過ぎて吐はいた。

　エルメネヒルドも一緒に吐いた。

　なのに、それ以外の連中は、ひたすら笑いながら天てん井じよう知しらずに飲みまくっていた。







エピローグ







　破は戒かい王おうとダイアンサスは去り、修しゆ羅ら庁ちようの二人は昏こん倒とうして地に伏ふしている。

　しかし、まだ安心は出来ない。

　慈じ悲ひ帝ていゲシュペスがここにいる。彼はイデアルの出資者であり、夏なつ彦ひこたちの味方のはずだった。だが、たった今ゲシュペスは、ダイアンサスを仕留めるための攻こう撃げきに、夏彦と織おり姫ひめを容よう赦しやなく巻き込んだ。

　一応の手加減はしてくれたらしいが、積極的にこちらを守ろうとはしなかった。死んでも構わないという意志が見えた。

「三さん世ぜ寺じ夏彦。どうやら求道位階に到いたったようだな」

　慈悲帝は夏彦と織姫の前に降り立ち、値踏みするような目を向けてきた。

「ああ、どうやらそうみたいだな。それより、さっきの攻撃は何だ！　俺おれと織姫を殺すつもりだったのかっ？」

　夏彦は怒いかりにまかせて叫さけぶ。

「別に、お前ら二人を狙ねらったわけじゃない。ダイアンサスのそばにいたのが不運だったな。それとも、お前らを守るために、ダイアンサスを見逃せとでも言うつもりか？」

「あ、いや……それは……」

　淡たん々たんとした声で反論された夏彦は、返答に窮した。

　確かに、ダイアンサスの危険度を考えれば、あの好機を逃す手はないだろう。幾人か犠牲が出たところで、お釣りがくる。

　忘れてはならない。ゲシュペスは慈悲帝などと呼ばれていても、れっきとした魔王なのだ。

　いや、その程度の決断は、魔王でなくても、組織の長ならば誰でもやるだろう。

　客観的に考えてみれば、慈悲帝の行動に非難すべき点はなかった。

「結局、取り逃がしてしまったがな。ところで三世寺。お前はインドラの力を制御出来ているのか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。ヤバかったのは最初だけで、今はもう自由に使える」

「……そうか。それならいい」

　そう言いながらも、慈悲帝の目には油断ならざる色が浮かんでいた。明らかにインドラの力を警けい戒かいしている。

　無理もないと思いつつ夏彦は、恐おそろしい想像をしてしまった。

　もし慈悲帝が夏彦を、『排除すべき障害』と認にん識しきしてしまったらどうなるのだろう。彼は魔王だ。つまり、魔界政府そのもの、あるいは魔族そのものが夏彦の敵になる。

　そうなるとは思いたくないが、今の慈悲帝の目を見ていると、有り得ないとは言い切れない。

　敵は去ったのに、緊張感は少しも薄うすまっていなかった。

　慈悲帝の気が変わり、「やっぱりここで三世寺夏彦を殺してしまおう」となれば、全てが終わってしまう。

　しかしありがたいことに、冷ひや汗あせが出そうな状じよう況きようを終わらせる、呑のん気きな声が聞こえてきた。

「おーい、お前ら。全員生きてるかぁ？」

　夏彦の師匠であるシュトライムの声だ。破戒王の言っていたとおり、ちゃんと帰ってきた。その声を聞いた途と端たん、慈悲帝はため息を吐き、夏彦への敵意を和やわらげた。どうやら、やる気を削がれてしまったらしい。

　夏彦も「やれやれ」という気分で声がする方角を見た。

　するとそこには、予想していたのとは別の光景があった。

「…………？」

　シュトライムは、見た目二十代前半の、赤毛が似合う美人だ。だが今こちらに向かって飛んでくる彼かの女じよは、どう見ても二十代に見えない。赤毛なのは一緒だし、顔立ちもよく似ているが、シュトライムに比べてとても小さい。

　夏彦の目が確かなら、八歳くらいの女の子に見える。

「な、夏彦、これは一体どうしたことでしょうっ？　あれはまさか、シュトライムさんの隠し子!?」

「いや、まさか……慈悲帝陛下。あれは……何だ？」

「オレに聞かれても……」

　混乱する三人にお構いなく、シュトライムによく似た女の子は、着地してパタパタと走り寄ってくる。

「やっとこさ暗黒ドームから出てきたぞ。どうやらヴェズエルたちは、もういなくなってしまったようだな。それにしても……お前ら、急に大きくなったか？」

　女の子は首をかしげ、夏彦たちを見回した。

　夏彦はどう反応してよいか分からず黙だまっていると、慈悲帝がポツリと呟いた。

「そう言えば聞いたことがある。魔ま力りよくを使いすぎた焔ほむらは、ごく稀に体が縮むとか……しかしまさか……」

「え？　縮んだ？　そんなバカな……って、うわあああ！」

　自分の体を見下ろした女の子は悲鳴を上げる。

　服はダボダボで、胸はペッタンコ。手足は細く、まさに幼児体型だ。顔もぷにっとしており、目がとても大きくなっている。

　むしろ、ここまで変化しているのに、今の今まで気が付かなかったのが不思議なほどだ。

「私が、この私が子供になっただとォォオ！」

　女の子は気の毒なまでに青ざめ、悲痛な絶叫をあげた。

　破戒王ヴェズエルとダイアンサスが復活するという危機的状況の今、魔界屈指の実力を持つシュトライムが幼女になってしまったのだ。

　戦力の大幅な低下であり、これから予想される激戦への大きな不安を生んだ。

　だというのに夏彦たち三人は、小さくなったシュトライムを見て爆笑してしまった。







あとがき







　どうも皆さんお久しぶりです。火か界かい王おう剣けんも四冊目です。前作から数えると丁度十冊目の本になります。

　もう十冊かという達成感と、まだ十冊という焦あせりが同時に湧き上がっております。もっともっと頑張らねば。

　ところで私が何をリクエストしても担当Ｎさんが肉料理しかご馳ち走そうしてくれないという話を以前したと思うですが、この前、遂にインドカレー屋に連れて行ってくれました！

　肉料理じゃない、と私は腰を抜かしました。インド人もビックリです。最初にお会いしたときからリクエストしているラーメンは未だ無視されていますが、肉料理よりはカレーの方がラーメンに近い気がします。多分。

　今後とも担当Ｎさんのオススメ料理をレポートしていこうと思うのでよろしく！

　そして話は変わりますが、私が学生時代にやり込んでいたオンライゲームが遂にサービス終了してしまいました。もう何年もログインしていませんでしたが、そのうちベストセラー作家になったら印税つっこんで重課金廃はい人じんプレイしようと企たくらんでいただけにショックです。

　サービス終了と聞いて三年ぶりくらいにログインしたら、昔のギルドメンバーがまだ現役でプレイしていて驚きましたね。オンラインゲームがサービス終了する瞬間に立ち会ったのは初めてですが、何だか無性に寂しくなります。

　もう遊べなくなるのに無駄にレベル上げてみたり。

　本筋とは関係ないカードバトルに興きようじてみたり。

　思い出に各フィールドのスクリーンショットを撮ったり。

　明日サービス終了するってのに普段通りのノリで雑談したり。

　ラスト三分になると最後にチャットで何か面白いこと呟つぶやかなきゃと焦ったり。

　で、あっさりサーバーが落ちてしまいました。

　最後まであれだけ人が残っていたのに、もう二度とログインできません。

　私は昔やっていたゲームを何年かに一度引っ張り出して懐かしむのが好きなので、もう二度と出来ないというのは非常に困るし悲しいです。

　それに色々聞いていると、別に赤字になってやめるわけではないらしいので、何とか復活して欲しいものです。

　サービス終了してから復活したオンラインゲームは皆かい無むではないので期待しています。

　復活したらガンガン課金して毎日プレイするので、どうかお願いします！

　さて、そんな悲しみのなか書かれた火界王剣の神滅者も、クライマックスが近づいて参りました。

　夏なつ彦ひこはどこまで強くなれるのか。織おり姫ひめはどこまでデレるのか。破は戒かい王おうの目的は。慈じ悲ひ帝ていは朱雀すざくと一緒ならそれで満足なのか！

　最後まで全力で書いていくので、どうか最後までお付き合いください。

　では五巻でお会いしましょう！

（別に五巻で終わるわけじゃないですよ？）







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


ツガワトモタカ先生／Ｒｉｖ先生
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